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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１




　さわやかな五月の風が、開いた窓から入り込み、小お田だ智とも秋あきの頰ほおを撫なでた。しかし彼はそれに気付く暇もなく、目の前に積まれた大量の五百円玉と先程からずっと格闘している。


「五、十、十五……」


　十枚ずつ重ねた山を幾つも作り、その合計が角かく二にの封筒の表に大きく書かれた金額と合っているかチェックをする。


　集められた各クラスの生徒会費を集計するのが、生徒会の会計となった者のまず第一の仕事だが、すでに智秋はこの単調な仕事にうんざりしていた。


「あー、もうイライラするなあ」


　机の上に並べられたコインの山を、手で一気に崩せたらどんなにすっきりするだろう。


（やっちゃおうかな）


　うまい具合に生徒会室には誰だれもいない。


　暗い誘惑に一瞬囚とらわれたものの、すぐに、床にばらまかれた五百円玉を這はいつくばって一枚一枚拾い、一枚足りないだのなんだの慌あわてている自分の現実的なイメージが湧わいてくる。


　袋に集められたものを数えるよりも、どう考えても大変だ。


「やーめた」


　智秋はソファから立ち上がり、息抜きがてら窓から校庭を見下ろした。四階なので見晴らしがいい。


　生徒会の仕事はあまり好きではないが、この部屋から見える景色は気に入っていた。


　東京都下とはいえ、贅ぜい沢たくともいえるほど広い校庭では、野球やサッカー、陸上といったクラブ活動が行われている。


　ここ高たか森もり学園は、中学校から大学までの一貫教育を目的とした私立の男子校で、生徒も大企業の社長や、政治家、芸能人の子弟が多いせいか、お坊ちゃん学校として名を馳はせている。だが中には智秋のように、サラリーマン家庭の息子でありながら、家から近いという理由でここに通っている生徒がいるのも事実である。


　中等部と高等部は京けい王おう線と中央線に挟まれた調ちよう布ふの豊かな自然の中に隣接し、大学のキャンパスは十年前、学部増設でここでは手狭になったため多た摩ま市に移転していた。


　智秋は窓枠に頰ほお杖づえを突き、目に入る新緑をぼうっと眺めていた。


（気持ち良いや）


　樹き々ぎを渡る風を顔に受けていると、このままここで寝てしまいそうになる。しかし彼にはまだやらなければならない仕事が残っていた。


　ちらっと振り返り、テーブルの上に置かれた何通もの封筒が目に入ると、たちまち気分が暗くなる。こんなに会計の仕事が面倒臭いとわかっていたら、生徒会役員など引き受けるのではなかった。


　げっそりしていると、勢いよく扉が開く。


「智秋ー、終わったか？」


「洋よう平へい」


　幼おさな馴な染じみの塚つか原はら洋平が、鴨かも居いにぶつからないようにヒョイと頭を下げるのを見ると、中等部の一年まではほぼ同じぐらいの身長だった智秋は、腹立たしいような、自分が情けないような何とも複雑な思いを抱かざるを得ない。


　すでに身長が百八十センチある洋平は、いまだに縦に伸びる気配を見せているというのに、智秋は毎日牛乳を飲んでいるにもかかわらず、百六十四センチでぴたりと止まってしまっているのだ。


　そのせいか──というよりも、母親似の童顔も手伝って、智秋は中学生に間違えられることが多い。


　同じブレザー型の制服も、洋平が着れば大人っぽく、智秋が着ると可愛かわいらしく見える。


「いいよな、おまえは背が伸びて」


　智秋が大おお袈げ裟さにため息をつくが、すでに何度も同じセリフを聞かされている洋平は、苦笑いを浮かべただけで何も答えようとしなかった。いくら物心ついた時から仲の良い幼おさな馴な染じみであっても、こればかりは何ともしようがない。


　それよりもテーブルの上に無造作に投げ出された封筒に、洋平は眉まゆをひそめる。


「何だよ、金出しっ放しにして」


「飽きた」


「飽きたっておまえ──」


「どうして今時こんなの一枚ずつ数えなきゃいけないんだ！　俺おれは銀行で使ってるみたいな硬貨を数えてくれる機械を導入してくれるよう、生徒会の議題に掛けるぞ！」


「ばーか」


　あっさりと一言で片付けられ、智秋は口をへの字にした。そんな顔をすると、ますます子供っぽく見えることに気付いていない。


「ちぇー、書記はいいよな。金勘定の苦労がなくて。俺、書記になればよかった」


　智秋と同様、洋平もまた生徒会役員──書記を務めている。


「おまえ、字が下手じゃないか」


　容赦のない幼馴染みの言葉にぐっと詰まるが、意地になった智秋は抵抗する。


「確かに洋平は俺より字が綺き麗れいだけどさ。そんなの関係ないじゃないか。議事録とかワープロで打っているんだし」


「そりゃそうだけど、書記っていうと字が綺麗とか、几き帳ちよう面めんとかいうイメージが皆の中にあるんじゃないのかな。だから俺が書記で、おまえは会計に推薦されたんじゃないか。おまえは理系の科目はすごく強いもんな。漢字を含めた国語系の科目は苦手だけど」


　今度こそ智秋は言葉を失った。恨めしげに幼馴染みを上目遣いで睨にらむ。


　他の教科は何ら問題はないものの、智秋は国語関連の教科がまるで弱い。自分でもどうしてなんだろうと不思議に思うぐらい、頭にすんなりと入ってこないのだ。


「と、それで思い出した。時間だぞ」


「え？　ああ……」


　途端に智秋はしかめ面をした。生徒会室の時計は五時に近い。


「さっさと支度をしろよ」


「ん……」


　生返事をしたものの、のろのろと生徒会費を封筒に入れる智秋に業ごうを煮やし、洋平は彼から封筒を取り上げた。


「この封筒に入れておけば良いのか？」


「なあ……やっぱり行かないと駄目？」


「駄目だ」


　情けなさそうな顔をする智秋と、頑として意志を曲げそうにない洋平の視線が絡み合う。目を伏せてため息をついたのは智秋だった。


「会費はその封筒に入れてくれ。ここの分は全部数え終わったから、帰りに事務室の金庫へ入れていけばいいんだ。まだ全クラス集め終わってないからさ」


「そうか」


　思っていたより量の多い生徒会費に、洋平は呟つぶやいた。


「へえ、結構大変なんだな」


　その言葉に、智秋はそれまでとは打って変わって瞳ひとみを輝かせる。


「そうだろ、そうだろ？　やっと俺おれの苦労がわかったか」


「はいはい。私が悪うございました」


　洋平のばか丁寧な言葉遣いに、智秋はまるで鬼の首でも取ったかのように、


「わかればよろしい」


　鷹おう揚ように答え、大声で笑い出す。


「ハッハッハッハ」


　小さな身体からだを反そっくり返らせて、気持ちよさそうに笑う幼おさな馴な染じみに、洋平が注意した。


「智秋、行くぞ」


「う……」


　智秋はすぐに笑いを引っ込め、大おお袈げ裟さにため息をついた。笑ったり意気消沈したりと、感情の起伏が激しい。そんなところも洋平に言わせればまだまだ子供だ。


「洋平～、なぁ」


　物心ついた時から近所に住んでいる幼馴染みに、智秋は何か困ったことがあると必ず見せている、彼の十八番おはこの今にも泣き出しそうな表情をしてみせた。洋平はこの顔に弱いのだ。


　ところが。


「そんな顔をしても駄目だ。困るのはおまえなんだからな」


　まるで効き目がない。


（ちぇー）


　智秋は封筒と鞄かばんを片手に、洋平に引き摺ずられるようにして生徒会室から連れ出された。








　智秋が洋平に嫌いや々いや連れて行かれたのは、西にし新しん宿じゆくにある新宿ゼミナールの本校である。


　地下一階地上六階建ての明るいベージュのこのビルは、校庭がないだけで、普通の学校よりもよほど立派な造りをしている。


　予備校の中でも最大手の新宿ゼミナールは、東京に本校を入れて八か所ある他、全国規模で展開しているが、渋谷に本校を持つ晶しよう文ぶんゼミとは毎年有名大学の進学率で一位二位を争っている。


　数年前までは晶文ゼミがトップを飾っていたが、ここ数年は講師陣の充実した新宿ゼミナールが巻き返しに成功している。


　業界両巨頭の争いは、一時両校の頭文字を取ってＳＳ戦争とまで言われ、マスコミを賑にぎわしていた。その後移り気なマスコミから大々的に取り上げられることはなくなったものの、互いに有名講師の引き抜きをしあい、全国模試で上位の生徒を勧誘したりと、熾し烈れつな戦いを繰り広げていることに変わりはない。


　智秋と洋平が取っているのは六時から始まる「岡おか野ののよくわかる現代文」だ。


　講師の岡野彰あきらは、かみ砕いたわかりやすい授業と、例題への丁寧な指導で生徒達の平均点を上げ、あっという間に父母たちの圧倒的な支持を受けるようになった、新進気鋭の講師である。


　その噂うわさを聞き付けた智秋の母親が、父親と相談して、彼に黙ってゼミに申し込んでしまったのだ。それを聞いた時、智秋は烈火の如ごとく怒った。


「どうして俺おれに内緒でそういうことをするんだよ!!」


　困った顔で一人息子を見返した両親だったが、口から突いて出た言葉は無情だった。


「だってこうでもしないと、智秋の点数は上がらないでしょ？」


　智秋は国語の点数でいつもテストの平均点を落としているため、担任からも一年の一学期の中間テストが終わった時点で、すでに注意されているのだ。それから一年、あまりにもひどい智秋の現代文の成績に、両親もとうとう重い腰を上げたのだ。


　すでに三階にある階段教室は、講義を受けるために集まってきた生徒達で埋まっている。


「よおっす」


「おう」


「塚原君、こんにちは」


「こんにちは」


　顔見知りとなった他校の生徒達に混じり、何人もの女子が洋平に声を掛けてくる。そして、その横にいる智秋にはついでのように挨あい拶さつする。


「あ、小田君、こんにちは」


「ども」


（まあいいけどさ）


　こんなことには慣れている。


　自分と違ってもともと男らしい容よう貌ぼうの幼おさな馴な染じみは、ぐんと身長が伸びるようになって以来女の子にもてるようになったのだ。洋平もまんざらでもないらしく、適当に遊んでいる。


　だが、ゼミではどういう訳か洋平は女の子と遊びもせず、ひたすら真ま面じ目めに智秋の世話を焼いている。今も席に着くと、早速尋ねてきた。


「智秋、予習してきたか？」


（予習!?　あ……）


　そんなことはすっかり忘れていた智秋は、思わず笑ってごまかそうとする。


「えへへへへ」


「おまえなあ……」


　洋平は苦り切った表情を浮かべた。


「何のために予備校に来ているかわかってるのか？」


　まるで親や教師のような口振りに、智秋はムッとした。


「わかってるよ、そんなこと」


　智秋とてこのままではいけないことは重々承知している。だが、物理や数学ならともかく、苦手な現代文のテキストを開いて勉強しようと思うと、気持ちが萎なえるのだ。


「なら、どうしてだよ。そんなんじゃいつまでたっても、点数は上がらないぞ」


　自分でわかっていることを人から指摘されると、頭に来るものである。智秋もご多分に漏れず、口を尖とがらせた。


「何だよ、洋平はさっきから偉そうに！　それに俺おれはともかく、なんで洋平もゼミを取るんだよ。おまえ現代文の点なんて、ダントツに良いじゃないか!!」


「おまえの監視に決まってるだろ？　俺がいなかったら、すぐゼミをサボろうとするんだから」


「……」


　返す言葉が見つからない。確かに毎回洋平に引っ張ってこられなければ、生徒会が忙しいだのなんだのと、何かと口実を作ってはゼミを休もうとするに違いない。


「俺は智秋のおばさんに、おまえをくれぐれもよろしくって頼まれてるんだからな」


（畜生！　母さんの馬鹿野郎！）


　智秋は心の中で、自分によく似た童顔の母親に向かって罵ば声せいを浴びせる。


　反論の出来ない智秋に対し、洋平は余裕の笑みを浮かべた。


「わかったか？　わかったら早くテキストをやれ。授業が始まるぞ」








「この場合、主人公の幸こう一いちがこのキリスト像を見て、何を思い出したかがポイントになるわけで──」


　岡野の声がマイクから教室中響き渡る。張りのある良い声だ。説明している内容は、学校の授業よりはわかりやすいものの、智秋には理解出来ないことが多い。


（『このキリスト像が何を指すか』なんて聞かれても困っちゃうよな。だいたい普通の生活で言っている意味がわからなかったら、本人に聞けばいいんだしさ。無意味だよな、こういうの）


　智秋の現代文の点数が上がらないのも、ひとえに彼のこうした考え方によるところが大きい。回りくどい言い回しはもともと好きではないし、理解しにくいのだ。


「それでこの問二ですが、これは──」


　岡野はテキストの一文を黒板に書き出している。無駄なこととは知りながら、時折ちらちらと視線をよこしてくる洋平の無言の圧力に負けて、智秋はテキストに書き込みをする。


（面倒臭いなあ）


　これが数式や化学式なら、いくらでもやり甲が斐いは感じるのだが。


　しかし科目はともかく、智秋は岡野には好感を抱いていた。


　これは智秋にしてみれば珍しいことなのだ。現代文が出来ないことから、どうしても担当教師に対しては苦手意識を持つことが多い。


　岡野のたまに髪をかき上げる癖や、考える時に顎あごに手をやるちょっとしたしぐさに、どことなく懐かしさを感じるからだろうか。


　岡野は二十五歳で、洋平よりも背が高そうだ。しまった身体からだつきをしていて、今人気のトレンディ俳優に似ている。女子の受講生に人気があるらしい。


（まあ、客観的に見て男前だよなあ）


　岡野にしても洋平にしても、自分にはないものを持っているというだけで、智秋にしてみればうらやましいことこの上ない。


　智秋のよく動くぱっちりとした二ふた重え瞼まぶたの大きな瞳ひとみや、少年期独特とはいうものの、細い──華きや奢しやともいえるような身体つきは、女の子にはアピールしないのだ。


「おい」


　低い声とともに、洋平に肘ひじをつつかれる。


　空想に耽ふけって、どうやら手元がお留守になっていたらしい。授業は、智秋の開いていた次のページへ進んでいた。


（やばい）


　慌あわててページを捲めくると、その拍子にシャープペンシルが転がり落ちる。腰を屈かがめて拾おうとすると、後方の席に智秋の父親ぐらいの年齢──四十代半ばの男性が座っているのが目に入った。


（受講生？　まさかな）


　だいぶ白髪しらがの目立つ、この場にはそぐわないダークブルーの背広を着た男で、やけに真剣な顔つきで聞いている。


（誰だれだろう）


　だが岡野は智秋に考える暇を与えてくれなかった。


「それから五月の模試の結果が出たから、各自帰りに事務局へ寄ってもらってください」


（げっ!!　模試！）


　智秋は顔が引きつるのを感じた。なるべく現代文──ひいてはゼミに関することは頭から追い出そうとしていたので、模試があったことなどすっかり忘れていたのだ。


「それじゃ今日はここまで」


　終了のチャイムが鳴り、岡野はテキストを閉じると教室を出ていった。


　それと同時に、後方に座っていた男も出ていく。


　洋平は帰り支度をしながらその男に気付くと、


「あれ、理事長じゃないか。へえ、聴講してたんだ」


　すっかり頭を抱え込んでいた智秋だったが、その言葉に顔を上げた。


「理事長？」


「ああ。このゼミの理事長、湊みなと啓けい一いち郎ろう。ゼミのパンフレットに載ってただろ？」


「そうだっけ？」


　とことん予備校には頭が回らない智秋である。あまりにも呆あきれた様子の洋平に、さすがの智秋もバツが悪くなる。


「でもさ、どうして理事長が授業を聞くんだ？」


「岡野はここの看板だからな。授業の様子でも見に来たんだろう」


「ふうん」


「予備校の講師は学校の教師と違って、受講者の人数とか進学率とか模試の点数が、給料に響くらしいからな。どんな具合かチェックしに来たんじゃないの？」


〝模試〟という単語に敏感になっている智秋は首を竦すくめた。


「どうした？」


「いや、だって──模試の結果が出たっていうから」


「ああ、そういやそうだったな」


　洋平は事も無げに言うが、智秋はそれどころではない。


「なんだよ。そんな心配そうな顔しなくても大丈夫だって。講義を受けているんだから」


（そうかなあ）


　洋平はそう言ってくれるが、イマイチ自信がない。








「小田智秋君ね、はい」


　一階の事務局にいる、綺き麗れいに化粧をした事務員の女性に成績表を渡され点数を見た時、さすがの智秋も叫び出しそうになった。


（げーっ!!　なんだ、こりゃ）


　悪い予感は的中した。──的中どころの騒ぎではない。


（いくら何でも……）


　血の気が引いていくのがわかる。


「塚原洋平君はこれね」


　同じように渡された洋平は、


「おっ」


　と、成績表を見て満足そうに笑う。


「智秋、どうだった？」


「え？　あ」


　声を上げた時はすでに遅く、洋平が彼の成績表を覗のぞき込んでいた。


　ひとしきり目を瞬しばたたかせた洋平は、成績表から顔を上げると、いかにも不自然な笑いを張り付かせる。


　さすがの洋平も何と言ったらいいかわからないらしい。


　暫しばらく智秋を凝ぎよう視ししていたが、


「……あー、智秋。長い人生のうち、一度や二度こんなことはあるさ。気にするなよ」


　だが智秋は答えなかった。洋平が慰めようとしてくれているのはわかるのだが、今の彼には何の気休めにもならない。


　長い人生のうち一度や二度こんなことが起こるというのなら、今回じゃなくて別の機会にしてほしかった。


　嫌いや々いやとはいえ、予備校に来ていて結果がこれとは……。


　いくら現代文が苦手とはいえ、ここまでひどい点数を取ったことは一度もなかった。何かの間違いではないかと、もう一度穴が開くほど成績表をじっと見つめる。


　けれども結果は同じ。


　成績表には五点と記されていた。




２




　予備校からの帰り道、智秋はともすれば沈みがちになる気分をどうすることも出来ないでいた。


　洋平は、珍しく落ち込んでいる幼おさな馴な染じみを浮上させようと、先程から慰め続けている。


「そんな顔するなよ。今回はほら、あれだ。おまえ生徒会費を集めるのに忙しかったから、それで模試の時も疲れてたんだろ？　次回は大丈夫だって」


　模試の結果を受け取るまで智秋の授業態度に不満を見せていた洋平が、手のひらを返したように気を遣ってくれる。


「な？」


　洋平は心配そうに、腰を屈かがめて智秋の顔を覗のぞき込んだ。


（洋平……）


　智秋はニッと笑う。


「──そうだよな！　次回が勝負だ」


「おう！　その調子」


「よっしゃ！　それじゃまたな！」


　二人の家は歩いて一分と離れていない。ちょうど洋平の家の前まで来たので、智秋は笑顔で片手を上げた。すると洋平はほっとしたように門もん扉ぴを開く。


　洋平の姿が家の中に消えた途端、智秋は脱力したように顔を歪ゆがませた。風船の空気が一気に抜けたように、空から元げん気きは長くは続かない。


　幼馴染みがどう慰めてくれたとしても、五点は五点である。それに、生徒会の仕事をしていたのは智秋だけではなく、洋平も同じなのだ。


（さすがに五点はまずいよなあ）


　現代文が苦手とは言え、このままではいけないことは自分が一番実感している。


（だけど……）


　まだ一か月ちょっとしか経たっていないとはいえ、予備校に通っているのにこの始末である。たとえ授業中半分以上を上の空で聞いているとしても、うるさい洋平のおかげでテキストの予習はやっているのだから、去年よりも現代文の勉強はしているはずだ。


　これ以上どうやって成績を上げればいいのだろうか。


（ともかくこれは親には見せられないよな）


　成績表をどこに隠そうか思案していると、あっという間に家へ着いた。


「ただいま～」


　ドアを開けると、まだ三十代と言っても十分通用する母園その子こが出迎えた。


「おかえり。さっき新宿ゼミナールの岡野先生から電話があったわよ」


「え!?」


「『模試の結果のことで話があるから、次回は早めに来て講師控え室へ寄ってください』って」


「ええ!!」


（岡野から電話！）


　智秋は青ざめた。


　いきなり爆弾が降ってきたようなものである。


「岡野先生って、智秋が習っている〝あの〟岡野先生でしょ？　初めて声を聞いたけど、良い声ね～。私びっくりしちゃったわ」


　年とし甲が斐いもなく頰ほおを染めている園子を尻しり目めに、智秋は岡野からの電話がどんな意味を持つか考え、先程よりずっと暗くなるのを感じていた。


　学校ではあるまいし、予備校の講師から生徒の自宅へ、わざわざ電話が掛かってくることなど普通ないだろう。しかも相手は〝模試のことで〟と限定しているのだ。


（まずい、まずいよ～）


　いったいどうすればいいのだろう。


（ともかく部屋に戻って成績表をもう一度良く見て、対策を練って）


　対策があれば──なのだが、取り敢あえず予備校は月曜と木曜に通っているので、まだ三日ある。それまでに心を落ち着けよう。


　だがその前に、智秋は難関が待ち構えていることをすっかり忘れていた。


「そうだわ、智秋。それでその模試の結果とやらはどうだったの？　岡野先生から連絡があったってことは、答案か成績表が来てるんでしょ？」


　園子がにっこり笑って手を出し、智秋は顔を強こわ張ばらせた。








　木曜日になり、結局対策など何一つ思い浮かばなかった智秋は、緊張した面おも持もちで講師控え室へ入っていった。


　講師控え室に初めて足を踏み入れた智秋は、思わずキョロキョロと辺りを見回した。


　高森学園高等部の職員室より少し狭いようだが、雑然とした職員室と違い、薄いベージュのファイル・キャビネットと机がコーディネイトされていて、機能的な印象を与えている。


　壁面には本棚が並び、そこには新宿ゼミナールが発行している問題集がずらりと飾られ、各講師の机の上には出席簿やクラブ日誌のような類たぐいのものは一切なく、テキストとプリントアウトされた模試の結果のみが置かれてある。


　控え室には智秋だけではなく、ほかにも何人かの生徒が講師と話していた。やはり模試の結果について呼び出されたのだろうか？


　岡野は隣に座っている、同じ現代文を教えている冨とみ田た誠せい司じと、古典を教えている芳よし川かわ加か那な子こと談笑していた。


　冨田は黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを掛けた三十二歳になるベテラン講師で、これまで多くの生徒を入塾時より二ランク上の志望校へ送り込んできた。


　片や加那子は二十八歳。「古典の芳川」として名を馳はせており、またその色っぽい容姿でも男子生徒の圧倒的人気を得ている。


「あの～」


　智秋が岡野に声を掛けると、三人が一斉に顔を上げる。


（う……）


　国語関連が軒並み弱い智秋としては、あまりお近付きになりたくない一団である。


「連絡を受けた、『岡野のよくわかる現代文』を受講している小田智秋です」


　智秋がそう言うと、冨田と加那子は興味を失なくしたように、各々自分の仕事に戻っていった。


　だが岡野は一瞬何とも言えない顔をして、智秋の顔を凝ぎよう視しする。


（え？）


　出来の悪い生徒の顔をじっくり拝んでいるのだろうか。そういう表情はしていないようだが。


「……先生……？」


「ああ、小田智秋君。どうぞ」


　岡野は後ろの折り畳み椅い子すを開いて、智秋に勧めた。しかしそうしながらも、視線は智秋に釘くぎ付づけになっている。こちらが居心地が悪くなってしまうほどだ。


　やっと智秋から視線を外したのは、机の上から成績表のコピーとテストの解答用紙を取った時だった。


（何だろう？）


　そんなに悪かったんだろうか。


（そりゃそうだよな）


　こうして呼び出しを食らったぐらいだ。


　岡野は成績表と解答用紙を何度も捲めくり、ちらちらと智秋の方を見る。その度に智秋の心臓は、飛び跳ねそうになる。


（もう、早く言ってくれよ！）


　智秋が心の中で悲鳴を上げた時、岡野が口を開いた。


「君に来てもらったのは他でもないんだけど、模試の結果がなあ……。俺おれのコースを受講している生徒で連続して低調なのって、こう言っては失礼なんだけど……小田君だけなんだよ」


　やっぱりと半ば予想はしていたものの、はっきり言われれば言われたで、非常に傷つく。


「はあ……」


　何と答えればいいというのだろう。


「なんでかなあ。きちんと教えているつもりなんだけどなあ」


　それは智秋の方が知りたいぐらいだ。


「うーん」


　岡野は唸うなる。


「この間の模試、俺おれのクラスの平均点が、国語を教えている他の先生方と比べて低かったんだよ。自信なくすなあ」


　それはやはり、智秋が足を引っ張ったということを暗に言っているのだろうか。


「小野君は現代文は嫌いなのかな？　一年の時の成績はどうだった？」


　じっと見つめられると、自分がひどく悪いことをしたような気になる。


　智秋は黙っていたが、岡野は彼が答えるのをずっと待っている。仕方がなく、智秋は日ひ頃ごろ国語に対して考えていることを話し始めた。


「その……俺……国語って良くわからないんです。昔からこれが何を意味するかって問題はすごく苦手で。数学や物理なんかと違って、実生活に何にも役に立たないじゃないですか。相手の言っていることがわからない時は、直接相手に聞けばいいわけだし」


　岡野は腕を組んで、智秋の言葉に耳を傾けていた。


「だからどうもやる気がしないって言うか、俺には国語を勉強する必要性を感じないんです」


「……なるほど」


　暫しばらく岡野は黙り込んで何か考え込んでいた。


（怒らせちゃったかな）


　仮にも相手は、智秋が「必要ない」と言い切った科目の講師なのだ。それを、止められないことをいいことに、少し心情を吐と露ろし過ぎたかもしれない。


　ところが何を思ったのか、岡野は突然智秋に尋ねた。


「君、恋愛をしたことがないだろう？」


「はあ!?　な、何ですか！　いきなり！」


　智秋は真っ赤になった。岡野の指摘通り、智秋は女の子を見て「いいな、可愛かわいいな」と思ったことはあっても、つきあったことは一度もない。


「おお、赤くなって。俺の睨にらんだ通りか」


　二人の会話を小耳に挟んだ冨田と加那子が、同時にぷっと吹き出す。智秋はますます赤くなった。


（何なんだよ、こいつ！）


　いきなり恋愛に話が飛ぶ。その経緯が、智秋にはさっぱりわからない。


（やっぱり国語って嫌いだ！）


　まるで意味不明だ。岡野が何を言いたいのか、全然理解出来ない。


「それが模試の結果とどんな関係があるんですか」


　仏頂面で問うと、ニヤニヤ笑っていた岡野は真ま面じ目めな顔つきになる。


「関係あるさ。人を好きになったことがあれば、今君が言ったことがどんなに難しいか知っているはずだからね」


「……そういうもんですか？」


「そういうもんですね」


　岡野はさらりと答える。


「ま、君の考え方はわかった。今に俺おれが言った意味もわかるようになると思うけど、差し当たり、問題は現代文の成績だな。勉強の必要性を感じない小田君も、成績を上げる必要は感じるだろ？」


「それは……はい」


　このままでいけば、留年もありうる。他の教科は良いのに、現代文が悪くて三年に上がれなかったら目も当てられない。それに来年もう一年やったからといって、現代文の成績が上がる保証はどこにもない。


「よろしい。……こういうのは本当はまずいんだけど、背に腹は代えられないからな」


　一人でぶつぶつ言っている岡野に、智秋は首を捻ひねる。


（はあ？　何がまずいんだ？）


「冨田先生、すいません」


「芳川先生、理事長がお呼びです」


　岡野の両隣に座っている二人が、事務員に呼ばれ相次いで席を立った。


　それを見送った岡野は、智秋を手招きする。智秋は岡野の方に身を乗り出した。


「はい？」


「ものは相談なんだけどさ、俺が個人的に君の勉強を見るってのはどうだ？」


「えぇっ!?」


　もう少しで絶叫しそうな智秋の口を、岡野が急いで塞ふさいだ。








　翌日の生徒会室は、ひどく騒がしかった。


　朝、智秋から岡野の申し出を聞いた洋平が、放課後になってもまだ一人でいきり立っているからだ。


「反対！　絶対反対！」


　新たに提出された生徒会費を数えていた智秋は、長テーブルに手を突いて眉まゆを吊つり上げている大柄な幼おさな馴な染じみを不思議そうに見つめた。


「何で。もっと現代文を真ま面じ目めに勉強しろって俺おれに説教していたのは、洋平じゃないか」


　洋平は一も二もなく賛成すると思っていた。


「……そりゃそうだけどさあ。でも何で岡野がそこまでするんだよ。しかも無料ただだって言うんだろ!?　変だよ、おかしい。予備校の講師なんて、もっとドライなんじゃないのか!?」


　そうなのだ。驚いたことに、岡野は無料で教えると提案してきた。最初は人気講師の破格の申し出に目を剝むいたが、よく聞いてみると彼には彼なりの事情があるらしい。


「ああ、それな。岡野のコースの平均点が、同じ国語科の他の講師のより低かったんだと。岡野もメンツと、それから給料が懸かっていて、このままだとやばいんだってさ。ほら、前に洋平も言ってたじゃないか。学校の先生と違って、ああいう講師は模試の結果とか進学率で待遇も変わってくるって」


　岡野からそれを聞かされて、智秋も納得したのだ。


「へえ」


　一応頷うなずいて智秋の正面に座ったものの、洋平はまだ不満そうだ。


「何だよ」


「だってさ……。予備校の他に岡野に勉強を教えてもらったら、俺と遊ぶ暇なんかなくなっちまうじゃん。ずっと勉強ってことだろ？」


　その言葉に、智秋は危うく数えていた五百円玉を落とすところだった。


「げー！　やめろよ!!　そんなこと言ったら、俺、現代文漬けじゃないか。すっごく嫌だ、それ」


　放課後はいつも現代文の授業──考えただけでじんま疹しんが出そうである。


「そうか。そうだな」


　嬉うれしそうな洋平に智秋は、


「だけど洋平と遊ぶって言ってもさ、おまえの方こそ、女の子と遊ぶのが忙しいんじゃないのか？」


「そんなことないって！」


「そうかあ？」


　智秋は女の子とつきあったことはないが、洋平の方は結構来る者拒まず的なところがある。


　岡野の言葉を思い出す。


〝君、恋愛をしたことがないだろう？〟


（うるせえんだよ！）


　なかなかその機会に恵まれないのだ。でもいつかはきっと、可愛かわいい女の子と……。そう考えると、ひとりでに顔がにやけてくる。


「智秋？　おまえ大丈夫か？」


「え!?　あ、おう」


　智秋があたふたしていると、洋平が意外なことを言い出した。


「それならさあ、俺おれが現代文を教えてやるよ」


「洋平？」


「そうだ！　それがいいや！」


　洋平は自分のアイディアに目を輝かせる。


「俺国語関係は得意だし、おまえだって予備校以外で講師に教わるのなんか嫌だろ？」


「そりゃそうだけどさあ」


　しかしそんなことで、どん底まで来た智秋の成績が上がるのだろうか。洋平に教わっただけで上がるものなら、もうとっくの昔に上がっていそうなものだ。


「やっぱり無理なんじゃないか？」


　我ながら情けないと思うが、冷静に考えるとそういう答えしか出てこない。


　すると洋平は険しい顔をした。


「何でだよ」


「だって俺の成績を見ただろ？　岡野が個人的に教えないとって思うぐらいなんだぜ？　それに考えてみれば、洋平には一年の時に教えてもらったことあったけど、成績はさっぱり上がらなかったじゃないか」


　今ほどではないが、一年の時も担任から注意されるぐらいの成績だった。


「今度はきちんと教えるさ」


「『今度は』？　ってことはおまえ、去年は手を抜いてたのか!?」


「そういうことを言ってるんじゃないだろ!?」


「だってさ──」


　幼おさな馴な染じみ同士のいつもの口くち喧げん嘩かが始まると、ちょうど生徒会室のドアが開いた。


「何を揉もめてるんだい？　生徒会室の外まで聞こえるよ」


　会長の南なん光こう院いん清きよ臣おみが困ったように言い、その後ろから洋平よりも背が高い副会長の深み山やま真しんが生徒会室へ入りながら、決め付けるように言う。


「南光院、聞くだけ無駄だ。こいつらどうせまた、くだらないことで喧嘩してるんだろう」


「あ、深山。その言い方はないだろ!?」


　智秋が抗議するが、私服を着ると大学生に間違えられるぐらい大人びた容よう貌ぼうの深山は、馬鹿にしたように笑うだけだ。


　二人の身長の差は約二十センチ。しかも童顔の智秋と、大人っぽい深山が並ぶと、とても同級生とは思えない。


　コンプレックスを感じるわけではないが、智秋にしてみれば面白くない。それに深山はことあるごとに、智秋を子供扱いするのだ。


　そんな深山を南光院がたしなめる。


「深山、その態度は良くないよ。小田、塚原、何があったんだい？」


　この公平さと、高校生とは思えない思慮分別を持ち合わせていることから、彼は「理性の南光院」と呼ばれ、高等部の全生徒から信頼を寄せられている。今年度の生徒会長にもほぼ満票で選ばれたのだ。


　いついかなる時も仏のように笑みを絶やさず、しかも非の打ち所のない容姿は、高森学園の生徒たちの理性を失なくさせている。


「南光院～」


　智秋は感激して抱き付くが、そんなところをまた深山に笑われる。


「だからお子様なんだよな」


「何だよ。どうせ俺おれは童顔だよ」


「深山、やめろって」


　洋平が止めに入ると、深山が皮肉混じりに言う。


「小田と喧けん嘩かしていたのは塚原じゃないのか？」


「そうだけどさ」


　このてんでバラバラな個性の四人は、一年の時同じクラスになり、どういうわけか気が合った。


　それで南光院が生徒会長に推薦されると、残りの三人も自動的に生徒会役員に選ばれたのだ。


「お子様って智秋に言うのはさ」


「どういう意味だよ、洋平！」


　智秋が語気荒く問うと、深山が雑まぜ返す。


「そういう意味じゃないのか？」


　一向に埒らちが明かない三人に、南光院が救いの手を差し伸べる。


「深山、いい加減にしろ。それで？　そもそも小田と塚原の喧嘩の原因は？」


　智秋は渋々模試の結果と岡野の提案を話した。


　すると──。


「へえ、良かったね、小田」


　南光院は手放しで喜んだ。さっきまで智秋をからかっていた深山も、


「無料ただで教えてくれるなんて、ラッキーじゃん」


「深山もそう思うか？」


「当たり前だ。どこにそんなおいしい話を断る馬鹿がいるかよ」


　南光院も頷うなずく。


「そうだね。それにその岡野先生にもそういう事情があるのなら、きっと親身になって教えてくれると思うよ」


　だが洋平だけは依然反対している。


「だからそれは俺おれが教えるって」


「無理に決まってるだろうが」


　深山があっさり撥はね除のけた。


「おまえでどうこう出来るレベルの成績なら、ここまで落ちたりしないんだよ。小田の読解力のなさは筋すじ金がね入いりなんだから」


「そりゃそうだけど……」


　洋平は否定せずに言い淀よどむ。


　それを聞いていた智秋は何とも複雑だった。


　確かにそうだ。深山の言う通り、読解力がないのも本当のことだ。


　だが──。


「深山！　おまえにそこまで言われたくないぞ！　洋平も洋平だよ！　少しは否定してくれたっていいじゃないか！」


　洋平は困ったような顔をして、頭をかきながら振り返る。


「いや、そうなんだけど……。でもやっぱりおまえの成績は──」


「悪かったな。いいよ！　俺はおまえが女の子とよろしくやっている間に、岡野にばっちり勉強を教えてもらうから」


「よろしくって何だよ！」


「だってそうじゃないか！　おまえはいつも可愛かわいい子と仲良くしてさ！　俺知ってるんだぞ！　この間──」


　いつの間にか本題から逸それて、再び口くち喧げん嘩かが始まる。


　深山と南光院は顔を見合わせて、やれやれと肩を竦すくめた。




３




　智秋はさっきからちらちらと横を見上げていた。


　父親以外の背広姿の大人と一緒に歩くなんて、どうも変だ。


　しかもそれが、新宿ゼミナールでしか会ったことのない岡野なのだ。


　あれから洋平の反対も空しく──というより最初から結果は目に見えていたのだが、岡野の提案通り、勉強を見てもらうことになった。


　園子も父邦くに義よしももろ手を挙げて賛成した。


　それはそうだろう。


　馬鹿にならない予備校の費用を払っているのに、模試の結果があれである。そこへその講師がほかの生徒には内緒で、しかも無料ただで勉強を見てくれるというのだ。


　岡野側の事情があるにせよ、智秋の両親にとっては願ったり叶かなったりである。


　──けれども智秋は憂ゆう鬱うつだった。


　あの時はそれがいいと思ったのだが、洋平が言う通り、これから成績が上がるまでずっと現代文の勉強をしなければならない。


　それに、それで成績が上がればいいが、もし上がらなかったらどうするのだろう。ずっと岡野と一緒に勉強をしなければならないのだろうか。岡野のスケジュールに合わせて？


　今日もちょうど講座のない岡野が智秋の両親に挨あい拶さつしたいと言うので、面倒臭いと思いながらも、学校が終わるとすぐにすっ飛んで帰ってきて、駅で待ち合わせをしたのだ。


「どうした、ため息なんかついて」


「ため息？」


　いきなり尋ねられ、焦あせって上を向くと、岡野がこちらを見つめている。どうやら知らないうちに、ため息をついていたらしい。


「大丈夫だよ。この間小田君のお母さんに電話で挨拶したけど、今回のことについては賛成してくれていたから」


　岡野は落ちてきた前髪をかき上げながら、元気づけるように言った。


　見当違いの励ましに、智秋は肩を落とす。


（そうじゃないんだよ）


　もっとも岡野に、成績が上がらなかったら──などという不安がわかるはずはないのだ。予備校の講師になるぐらいだから、成績は抜群に良かったに違いない。


（ああ、俺おれって不幸）


　智秋は改めて我が身の不幸せを呪のろったが、そんなことを一言でも岡野に言おうものなら、最初からもっと現代文の勉強をしておけと突っ込まれそうだ。


　再びため息をつきながら歩いていると、


「おい。どっちへ行くつもりなんだ？　家はこっちだろう？」


「え？」


　岡野が智秋の家の方に曲がる。智秋は考えながら歩いていたので、角で曲がりそこねてしまっていた。慌あわてて今来た道を引き返す。


　が、岡野はどうして智秋の家の方角を知っているのだろう。


（地図で調べたのかな？）


　首を捻ひねりつつ、智秋はコンパスの長い岡野に追いつくために、小走りで追いかけた。








「どうぞ」


　園子は応接室で喜色満面の笑みを浮かべ、岡野にお茶を出した。智秋はそれを横目で見ながら、園子の身なりを厳しくチェックする。


（……どうも変だと思ったら）


　園子はよそゆきのブラウスを着て、綺き麗れいにお化粧をしていた。


（何だよいったい。普段はポロシャツに、すっぴんなくせに）


　そう言えば、初めて岡野から電話が掛かってきた時もはしゃいだ声を出していた。


　家に客が来れば、園子も身なりに気を配るのは当たり前なのだが、どうも面白くない。いつもは智秋もそんなことを思いもしないのに、岡野が家に来たので神経質になっているのだろうか。


「お構いなく」


　岡野が会釈をすると、園子は岡野に深々と頭を下げた。


「本当にこの度はぼんくら息子のために、わざわざありがとうございます。本当でしたらこちらの方からご挨あい拶さつに伺わなければなりませんのに」


「いえ、とんでもありません。お……僕の方こそ、強引に話を進めてしまいまして」


　二人の挨拶を聞いていた智秋は、園子の言葉にかちんと来た。


（ぼんくら息子だ!?）


　確かに現代文の成績は悲惨だが、他の科目は学年でも上位に入っている。いくら講師の前とはいえ、そのセリフはあんまりだ。


　智秋がむすっとしていると、隣に座っている園子が叱しつ咤たする。


「ほら、なにぼうっとしているの。お礼を言いなさいよ」


　そして息子の頭をすごい力で下げさせた。


「痛いって～」


　智秋が悲鳴を上げると、園子と岡野は声を揃そろえて笑う。


「やあねえ、オーバーなんだから、フフフフ」


「アハハハハ」


　その様子に、園子の先程の言葉が重なり、智秋は我慢していたものを爆発させた。


「何だよ！　二人して笑うことないじゃないか!!　それに『ぼんくら息子』ってなんだよ!?」


　だが園子は謝るどころか、岡野と顔を見合わせる。


「高校生になったのにまだこれでしょ？　困っちゃうわ」


「変わらないですね」


「やっぱり？　そう思う？」


（へ？）


　怒りは急速に萎しぼみ、代わりに疑問が湧わいてくる。


　この馴なれ々なれしい口の利き方は何だろう。とても初対面とは思えない。


　智秋は園子と岡野を交互に見比べた。しかし二人とも智秋の疑問に気付いた様子もなく、楽しそうに話している。


「もう少し大人になってくれるといいんだけど。──そうそう。今日はゆっくりしていけるんでしょ？　主人も『岡野先生』に会えるのを楽しみにしているのよ」


「嫌だな、『先生』だなんて。勘弁してくださいよ」


「あら、だってそうでしょ？　本当に立派になって。ま、小さい頃ころから男前だったのは変わらないけどね」


「おばさんには敵かなわないな」


　二人はまた笑い出す。一人智秋だけが蚊か帳やの外だ。


（何だ？）


　どういうことなのだ？


（小さい頃？　おばさん？）


　まるで昔からの知り合いのような、これはいったい……。


　智秋が目を丸くしていると、園子が尋ねた。


「智秋？　変な顔してどうしたの？」


「だってさ……。二人ともさっきから知り合いみたいな口利いて……」


　智秋が口ごもると、園子が呆あきれたような声を出す。


「何よ、智秋。まさかわかってないの？」


「何をだよ」


「ああ、もう本当にこの子ったらボケッとしてるんだから！」


　大おお袈げ裟さな園子の言葉に、智秋は再びムッとした。何も岡野の前でそんなことを言わなくてもいいではないか。さっきといい今といい、どうもこの母親は見た目と違い、往々にしてデリカシーに欠ける嫌いがある。


　岡野はお茶を飲みながら、明らかに吹き出すのを我慢している。肩が小刻みに震えていた。


「まったく誰だれに似たのかしらね～」


　智秋は自棄やけになったように怒鳴った。


「だから何なんだよ!?　はっきり言えよ！」


　園子も負けじときっぱりとした口調で言う。


「彰君でしょ？　お隣に住んでいた『アキ兄ちゃん』よ。あんたが小さい頃ころ、よく遊んでもらったじゃないの。忘れちゃったの？」


（え!?）


　智秋は目を見開いた。


　昔々の懐かしい記憶がどっと蘇よみがえる。


　幼稚園に入る前の智秋が、やっと出来た粘土細工のぞうを自慢げにアキ兄ちゃんに見せている。


〝アキ兄ちゃん、見て見て。これ僕が作ったの〟


〝へえ、トモ君、すごいなあ〟


　智秋は一人っ子なので、隣に住む背が高くて優しいアキ兄ちゃんを実の兄のように慕っていた。洋平と遊んでいても、アキ兄ちゃんが学校から戻ってくると、洋平をほったらかしにして彼にまとわりついていた。


　それにアキ兄ちゃんの方も、智秋の記憶に因よればとても可愛かわいがってくれていたはずだ。


　彼が中学に入学して間もなく、隣から引っ越していってしまった時、悲しくてその晩は泣きながら眠ったことを今でも覚えている。


　だがそれも智秋が成長するにつれ、いつの間にか記憶の底に埋没してしまった。アキ兄ちゃんの顔と共に。


　岡野はニコッと笑う。


「やっぱりわからなかった？　俺おれは講座の最初から気付いていたよ」


「え～っ!!」


　智秋は近所中に響き渡るような声を上げた。


「智秋、もう！　ご近所迷惑でしょ!?」


　園子に叱しかられて、やっと口を閉じる。そんな智秋に、岡野は懐かしそうに目を細めた。


「変わってないね。小さい頃も、洋平と喧けん嘩かしては大きな声で泣いたりわめいたりしてたっけ。その度に俺が行っては、宥なだめていたんだよね」


「……ははは」


　智秋は情けないものを感じながら、空うつろに笑う。高校生になってから、幼稚園に上がる前のことを持ち出されても、何とも返答のしようがない。


　──講師の岡野が隣に住んでいたアキ兄ちゃん。


（でも、だからか……何となく懐かしい感じがしたのは）


　それで納得がいく。


　どうりで変だと思ったのだ。


　今まで国語関連の教師に対して、良い印象を持ったことがなかったのに、岡野に対してだけは違ったのだから。


　園子は、岡野とアキ兄ちゃんが同一人物とわかった経緯を智秋に話した。


「最初講座の申し込みをする時、彰君と同姓同名の先生なのね、偶然てあるんだわ、としか思わなかったのよ。模試のことで電話をもらった時も、彰君、声変わりしてたからわからなかったし。だけどこの間、改めて電話で『ご無ぶ沙さ汰たしています』なんて挨あい拶さつされて、もうびっくりしたのなんの。でもこうやって見ると、昔の面おも影かげは残っているわよね」


（何だ）


　それでは園子も岡野に教えられて知った口ではないか。智秋とどっこいどっこいだ。


　もちろん園子は電話の声だけだし、岡野と会えばわかったかもしれない。


　それに引き換え、講座で毎時間会っていた智秋がわからなかったのは、ぼうっとしていると言われてしまえばそれまでだが、なにせ相手は智秋が幼稚園に入ってすぐ引っ越してしまっているのだ。わからなくても無理はない。


　それに気付かなかったという点では、洋平も同じだ。


「仕方ないよな。俺おれも〝アキ兄ちゃん〟で通っていたから、まさか予備校の講師と同じ人間とは誰だれも思わないだろうし」


「でも最初から俺たちに気付いていたってことは、俺と洋平のことを知ってたんですか？」


「二人とも面影があるから、まさかと思って受講者リストを見たんだ。そうしたら見覚えのある名前と住所が載っていたんでね。個人的なつながりを表面に出すとまずいと思って、ずっと名乗らずに我慢していたんだけど、あんまり見事な成績を取ってくれるんで、目をつぶることが出来なかった」


（あっそ……）


　智秋はぐうの音も出なかった。


　園子はこめかみを押さえる。息子の成績が悪いとわかってはいるが、講師の口からはっきり言われるとショックは隠しきれない。


「あ、すいません。つい……」


　岡野が園子に謝ると、彼女は頭かぶりを振った。


「良いのよ。本当のことなんだから」


　岡野はわざとらしく咳せき払ばらいをすると、話題を変えた。


「それから言葉遣いだけど、予備校では今まで通りにしてもらわないと困るけど、それ以外なら別に敬語を使わなくてもいいよ」


「え!?　本当？」


　智秋が目を輝かせると、園子が目を吊つり上げる。


「またすぐそうやって調子に乗って！」


「だってさ」


　岡野が良いと言ってくれたのに、どうして園子が怒るのだ。智秋が口を尖とがらせると、岡野が割って入った。


「いいんですよ」


「そう？　でも駄目なものは駄目って言ってね。彰君に迷惑が掛かるといけないから」


「はい」


　その答えに安心したらしい。園子はお茶を載せてきたお盆を持って、ソファから立ち上がった。


「私は夕食の支度をするから。彰君、食べていってね」


「すいません。それじゃお言葉に甘えて」


「腕によりをかけるから期待して。智秋、ちゃんとお相手してよ」


「はーい」


　園子が応接間から出ていくと、智秋はその後ろ姿に向かって舌を出した。園子が気付かず、応接室のドアを閉めると、岡野は堪こらえきれずに吹き出した。


「プププッ、ハッハッハッ。本当に変わってないや」


　大笑いをされると、さすがの智秋もバツが悪い。


「何もそんなに笑うことないじゃないですか！」


「いや、ハハハ……御免御免。懐かしいやらおかしいやらで、ククク」


「はあ……」


　さっきから岡野は『懐かしい』とか、『変わっていない』とか、そんなことばかり言っている。そんなに幼稚園児だった頃ころと比べて、成長がないのだろうか。


（もしかして成長していないのは、身長だけじゃないのか？）


　目の前で大笑いをしている岡野を、智秋は複雑な心境で見つめた。


「ええっと何だっけ。ああ、そうそう言葉遣いだったな」


　一方笑いを納めた岡野は、真顔に戻る。


「さっきも言ったけど、予備校でなければ普通に話して構わないよ。それからこの年になって『アキ兄ちゃん』て呼ばれるのも勘弁してほしいけどな」


「……じゃ何て呼べばいいんだ……ですか」


　どうもまだ頭の中で〝アキ兄ちゃん〟と岡野がうまく結び付かないので、普通に話して良いと言われても、違和感が付き纏まとう。


　岡野はそんな智秋の困惑ぶりを見透かしたように苦笑すると、「そうだな」と少し考え込んだ。


「予備校では『岡野先生』。現代文の特訓をする時も同じかな。それ以外は『彰』でいいさ」


「え……」


（彰～!?）


　いくら幼おさな馴な染じみとはいえ、講師でもある人間を呼び捨てというのはさすがにまずい気がする。智秋が躊ちゆう躇ちよすると、岡野が尋ねた。


「何だよ。洋平のことを何て呼んでいるんだ？」


「それは……『洋平』だけど」


「だろ？　なら俺おれだって同じだよ。俺も授業中は『小田君』。それ以外は『智秋』って呼ぶから」


　確かに岡野も洋平も智秋の幼馴染みに違いはないが、二人の位置がまるっきり同じかと問われれば、それは微妙に異なるような気がする。


　だが岡野が誰だれか判わかった今、予備校と同じではよそよそし過ぎる。つまるところ、岡野の案が一番妥当なのだ。


「……うん」


　智秋が頷うなずくと、岡野は笑顔を見せる。


（あ──）


　その笑顔は、かつて智秋が大好きだったものと同じだった。


〝アキ兄ちゃん、アキ兄ちゃん、遊ぼうよ〟


〝おいで、トモ君〟


（そっか。岡野ってやっぱりアキ兄ちゃんなんだよな）


　この時初めて、智秋の中で二人の姿が重なった。


　岡野は灰皿を引き寄せ、煙草たばこに火を付けると、おいしそうに吸う。


「それにしても洋平の奴やつ、昔と変わらず智秋と一緒にいるんだな」


「え？　洋平？　うん。あいつは俺おれと違って現代文が出来るんだけど」


「知ってる。智秋はともかく、どうして洋平が俺の講座を取っているのか不思議なぐらいだ」


　あっさり言われて、智秋の顔が少し引きつる。しかし洋平が文系を得意としているのは事実なので、怒っても仕方がない。


「俺一人だとゼミをサボるから監視役だ、とか言ってるよ」


「ふーん。……あいつ、えらくでかくなりやがったな」


「今百八十あるんじゃないかな」


　その言葉に、岡野は目を見開いた。


「え!?　俺と五センチしか変わらないじゃないか。何だよ、そこまで背が伸びたのか。そんなにでっかくなるとは思わなかったけどなあ」


　感慨深げである。


　それはそうだろう。洋平は中学まではずっと智秋と同じで、小柄だったのだ。それに智秋と同じように、洋平も岡野と一緒によく遊んでいた。


（懐かしいなあ……）


　三人でよく遊んだあの頃ころ──。


「さて。それじゃ次からの勉強のスケジュールを立てるから、教科書を持っておいで」


「ええっ!?」


　思い出に浸ひたっていたところへ、いきなり現実に引き戻され智秋が声を上げると、岡野は厳しい顔をした。


「こら！　その声は何だ？　俺がどうしてここへ来たか、すっかり忘れちまっているようだな」


「……別に忘れてはいないけどさ」


　智秋が上目遣いに岡野を見ると、彼は冷たい視線で見返す。


「小田君、さっさと持ってきなさい」


　優しい幼おさな馴な染じみの姿は消え、代わりに新宿ゼミナールの有能な講師がそこにいる。智秋は背筋が寒くなるのを感じ、常にない機敏さで教科書を取りに自室へ向かった。








　翌朝、智秋は眠い目を擦こすりながら家を出た。晴れ渡った五月の空の青さが目に眩まぶしい。


（うう、眠い）


　昨夜ゆうべはあれから父邦義が帰ってくると、岡野を交え、一家を上げての宴会となった。邦義は十二年振りに岡野と再会したことにはしゃぎ、深夜過ぎまでいい気になって飲んでいた。智秋もそれにつきあわされたのだ。といっても公に許されたのはジュースだけで、大人たちにアルコールが回った頃、智秋もこっそりとお相しよう伴ばんに与あずかったのだが。


「おす」


　駅へ行く途中で肩を叩たたかれ、振り返ると洋平が立っている。


「ああ、洋平か。おはよう」


　あくび混じりに答える。


「何だよ、『洋平か』はないだろ？　……眠そうだな」


「うん。昨夜遅かったからな」


「最初からしごかれたのか？」


　途端に洋平は心配そうな顔をする。彼には、昨日岡野が家へ挨あい拶さつに来ることを教えてあった。


「そうじゃなくて……」


　言いかけた智秋は、眠気で忘れていたビッグニュースを思い出す。洋平に会ったら真っ先に教えなければと意気込んでいたのだ。


「そうだ、洋平！　すごいことがわかったぞ！」


「はあ？」


「聞いて驚け！　何と岡野先生な、アキ兄ちゃんだったんだよ！」


　洋平が瞬またたきもせず、じっと智秋を見下ろしている。


（あれ？）


　洋平は何の反応もしない。驚きのあまり、思考が停止してしまったかのようだ。いくら「聞いて驚け」と智秋が言ったからといっても、ここまで衝撃を受けなくてもいい。


「……洋平？」


　恐る恐る洋平の顔の前で手を左右に振ると、やっと正気に戻ったらしい。


「何だと!!」


　洋平は絶叫を放った。


「岡野がアキ兄ちゃん!?」


「洋平、気持ちはわかるけど、声でかいよ」


　智秋は心配そうに辺りを見回した。駅へ行く途中のこの道は住宅街の真ん中を通っているので、大声は近所迷惑になる。


　しかし洋平は、智秋の声が聞こえていない。


「あいつがあのアキ兄ちゃん？　信じられない！　いや……だけど……」


　一人でぶつぶつ喋しやべっている。


　感情をすぐ顔に出す智秋と違って、洋平がここまで露あらわにするのは珍しかった。


（そんなに意外だったのかな。でもそうだよな）


　自分だって昨日は洋平に負けず劣らず騒いだのだ。


　勉強のスケジュールを決めた時は、厳しい講師そのものだったが、邦義たちと飲む段になると、隣のアキ兄ちゃんに戻っていた。


　現代文を勉強しなければならないのは相変わらず憂ゆう鬱うつだが、相手がアキ兄ちゃんだと思うと、少しは気分も晴れてくる。


　駅が近くなり、通学の生徒や通勤のサラリーマンやＯＬの姿が増えてきた。皆一様に急ぎ足で駅への階段へと向かっている。


「やべ！　洋平、急がないと三十二分の電車に遅れるぞ」


　腕時計を見て慌あわてた智秋が走ろうとすると、洋平はその腕を摑つかまえた。


「洋平？」


「智秋、岡野との勉強は断ってくれ！」


「はあ？　またそれか？」


　智秋はいささかうんざりした面おも持もちで返す。


「おまえ、その話はこの間もう、決着がついたはずだろ？」


　生徒会室でも散々揉もめて、深山や南光院までをも巻き込んだのだ。


「そうだけど──でも、俺おれのためにも断ってくれ！」


「洋平のため？」


　ますますわからない。


「何で俺が洋平のために、岡野との勉強をやめなきゃならないんだ？　俺の成績のことは、おまえが一番よく知ってるじゃないか」


「……それは……う……。そうなんだけど……」


　洋平の歯切れが悪い。


　ともかく国語能力のない智秋である。はっきり言ってくれないと意味がわからない。洋平はその辺りを熟知しているはずなのに、口をもごもご言わせているだけである。


「洋平。現代文が上がらないと、俺本当にまずいんだよ。今のままの成績だと進級も危ういんだ。だから洋平のためって言われてもそれは無理だな」


　きっぱり言い渡すと、今度こそ走り出す。


「ほら！　洋平！　くだらないこと言ってないで、行くぞ！　遅刻する！」


　焦あせりながら智秋は足早に駅の階段を下りていく。洋平ががっくりと肩を落としたのにも、まるで気付かなかった。








　四時間目終了のチャイムが鳴り終わり、教科書をロッカーに放り込んで教室へ戻ると、いつもなら智秋を待っている洋平の姿がない。


（あれ？）


　智秋はキョロキョロと辺りを見渡したが、あれだけ背の高い洋平を見落とすわけがない。


「なあ、洋平見なかった？」


　近くの席で弁当を広げ始めているクラスメイトに尋ねると、


「え？　塚原？　さっき出て行ったぞ」


「そうか。サンキュー」


　きっと腹が空すいたので智秋を待っていられず、先に学食へ行ったのだろう。


（あいつも食い意地が張っているからなあ）


　ガタイがでかければ腹も減るだろう。いつも二時間目と三時間目の間の中間休みに、昼間休みにと、弁当をかきこんでいる。もっともそれは洋平だけでなく、智秋を始めとするクラスメイトの大半がそうだ。育ち盛りなので、少し動くとすぐ腹が減るのだ。


　しかし渡り廊下を渡って、新校舎の一階にある食堂へ行っても、それらしい姿は見当たらない。


（おかしいなあ）


　もう食べ終わってしまったのだろうか？


　首を捻ひねりながら唐から揚あげ定食を買い、空あいている席をどうにか見つけて座った。百席ある食堂はほとんど満席に近い。


　いつも隣にいる洋平がいないと、なんだか隙すき間まが出来たようで変な気がするが、もう食べ終わってしまったかもしれない幼おさな馴な染じみをこれ以上待ったり、探したりする必要性は特に感じなかった。


　いつも一緒に食べているのは習慣で、特別に約束した訳でも話がある訳でもない。それはお互い様だ。だから洋平もきっと我慢できず、智秋を待たないで先に昼食を食べに行ったのだろう。


（ともかくまず飯だ）


　おなかが空いて、今にも倒れそうである。


「いっただきまーす」


　唐揚げをぱくついていると、通り掛かったクラスメイトが智秋に尋ねてきた。


「あれ、小田。塚原は？」


　用事でもない限り二人がいつも一緒なのは、校内でも有名なのだ。


「わからん。先に食ったんじゃないか？」


「一人で？　珍しいな。……おまえら喧けん嘩かでもしたのか？　そう言えば塚原の奴やつ、今日はどことなく元気がなかったもんな」


「ええ!?　そうか？」


　智秋が驚いたので、クラスメイトはうろたえた。


「いや、小田が気付かないなら俺の勘違いかもしれないけどさ。すまん、余計なことを言ったな」


　クラスメイトは食べ終わったトレイを片付けるために、そそくさとその場を離れた。


　だが智秋は唐揚げを箸はしで摑つかんだまま、たった今教えられたニュースに衝撃を受けていた。


（洋平が元気がなかった？）


　そうだっただろうか？


　朝はいつも通りだったような気がする。別に具合が悪そうではなかった。


（あんまり風邪かぜを引いたとか、聞いたことはないんだけどな）


　でもクラスメイトがそう感じたならば、本当に洋平は元気がなかったのかもしれない。自慢じゃないが、智秋は大ざっぱな性格で、細かいところまで気が回らないし、それは自覚している。


　智秋がなおも考え込んでいると、目の前の空あいた席に入れ替わりで深山と南光院が座った。


「おう、どうした小田。珍しく深刻そうな顔をして」


「深山か。『珍しく』だけ余計だよ」


「だってそうだろう？」


　相変わらず智秋を茶化す深山を、南光院が止める。


「深山、やめないか。あれ？　小田、塚原は？」


「んー、何か気付いたらいなくなってた。元気がないらしくてさ」


「塚原が？　具合でも悪いの？」


　南光院に尋ねられても、智秋に答えられるはずがない。彼もさっき知ったばかりなのだ。智秋が黙りこくっていると、深山がいたずら小僧のような顔をした。


「小田、おまえ、その様子だと気付かなかったな？」


　智秋はもくもくと付け合わせのキャベツを食べる。


「やっぱりなー。おまえ鈍感そうだもんな」


　深山の言葉に、智秋は顔を上げてきっと睨にらんだ。


「悪かったな！　鈍感で！　でも洋平は俺が鈍感なのはわかってるんだから、具合が悪いならそう言ってくれればいいんだよ！」


「お!?　逆切れか？」


　南光院は、囃はやし立たてるような深山をたしなめた。


「深山──」


「はいはい」


　深山は肩を竦すくめると、大盛りのカレーライスに取り掛かる。それを横目で見ながら、南光院は言った。


「小田、あんまり深山の言うことを真剣に取り合わないようにね」


「おいおい、南光院」


　深山の抗議を無視して、南光院は続ける。


「こいつはただ小田のことをからかっているだけなんだから」


　そう言ってもらえると、ほっとする。深山と話していると、自分がひどく幼く感じるのだ。


「塚原のことも、具合が悪いなら保健室へ行ってみよう。横になっているかもしれないからね」


「そうだな……。あ、そう言えば」


　智秋は今朝方の出来事を思い出した。


「何だよ、変な声を出して、どうした？」


　深山が不審な顔をする。


「忘れてた。洋平の奴やつ、確かにおかしかったんだ。現代文の勉強も『俺のためにやめてくれ』なんて言うしさ」


　深山と南光院は顔を見合わせる。


「塚原はそんなこと言ったのか？」


「ああ」


　智秋は岡野が幼おさな馴な染じみだったこと、そしてそれを洋平に告げたことを話して聞かせた。


　けれどもそれを聞いた途端、深山はスプーンをトレイの上に放り投げ、腹を抱えて笑い出した。


「あっはっはっは、そりゃいいや！」


「何がそんなにおかしいんだよ！　全然おかしくないよ。なあ、南光院」


「え？　うん……」


　南光院はあいまいな微笑を浮かべている。


　深山は目に涙を浮かべ、暫しばらく笑い終わりそうもなかった。


（何なんだよ、いったい）


　智秋には、深山がげらげら笑っている訳も、南光院の困惑顔の訳もさっぱり理由がわからなかった。








　その後三人で保健室へ行ってみたが、洋平の姿はなく、五時間目になると、当の本人はけろりとした顔で教室に現れた。


　智秋は早速洋平のもとへ歩いていった。


「どこへ行ってたんだよ。何も言わないでいなくなったから探したんだぞ！」


「あ、わりいわりい。ちょっと桂けい花か女学園に通っているカノジョのところへ連絡を入れてたもんだからさ」


　智秋は口をあんぐり開けた。


　桂花女学園といえば杉すぎ並なみにある有名なお嬢様学校である。


「そういうことだからさ。ごめんな」


　背が高いのをいいことに、智秋の頭をぽんぽんと叩たたく。


「俺おれは子供じゃないぞ！」


　智秋が烈火の如ごとく怒ると、洋平は楽しそうに笑い声を上げる。


「ハハハハハ」


（何が具合が悪いだよ）


　心配して損をした。具合が悪いどころか、これから現代文の特訓が待ち受けている智秋とは対照的に、女の子と遊ぶことしか考えていないのだ。


　金輪際人の意見は当てにしない。


　鼻歌を歌いながら自分の席へ行く洋平に視線を走らせ、智秋は固く心に誓った。




４




　岡野との勉強会が始まった。


　週に二日。岡野の仕事が空あいている水曜日と日曜日の夜、原則智秋の部屋で行われる。


　それを最初の勉強会で聞かされた智秋の第一声は、


「え～!?　ってことは、月曜が予備校、水曜が勉強会、木曜が予備校、日曜が勉強会。遊ぶ暇がなくなっちゃうじゃないか！」


　今時小学生でも言わないようなセリフを吐く。


　しかし岡野は容赦がなかった。


「何言ってるんだ！　本当なら毎日勉強会をしてもいいぐらいなんだぞ！　少しは自分の成績を自覚しろ！」


（うっ……）


〝トモ君、そんなに高い木に登ったら危ないって言っただろ？〟


　高い木に登って下りられなくなってしまった智秋を、自ら登って優しく下ろしてくれたアキ兄ちゃんと同一人物とは思えないほど厳しいお言葉だ。


　がっくり落ち込んでいる智秋に、岡野は珍しく弱音を吐く。


「頼むよ、智秋。智秋の出来に俺おれの給料が懸かっているんだから。このままだと減俸なんだ」


「減俸──？」


「給料が少なくなることだよ」


（ああ、前にも言ってたっけ）


　それがそもそも、岡野が智秋の勉強を見るきっかけになったことだ。


「どれぐらい？」


「……まあ、二十パーセント・カットか、それ以上もあり得るだろうな」


「ええっ!?」


　智秋はびっくりしてのけ反ぞった。危うくもう少しで本棚に頭をぶつけそうになる。


　智秋の部屋は六畳で、ベッドと机、本棚とテレビ、そしてクローゼットが置いてある。勉強会の時には、部屋の真ん中の空いているスペースにテーブルを置いてやっているため、オーバーアクションを取ると、身体からだが家具とぶつかる羽目に陥るのだ。


「おいおい、気をつけろよ」


　だが智秋は聞いていなかった。二十パーセントという数字が頭の中で躍っている。


「二十パーセントってことはさ、十万の給料が八万に、十五万の給料が十二万になるってこと!?」


「さすがに理系が強いと自慢するだけあって、計算が早いな」


　現代文もこのぐらい出来ると、問題はないのだが。


「こんなの自慢のうちに入らないよ。って、そうじゃなくて」


「まあな。実際給料は今智秋が言っていたのより多く貰もらっているから、損失はもっと大きくなるだろうな」


　岡野はまるで他人ひと事ごとのように付け加えた。


（げげっ!!）


　智秋は気分が悪くなってきた。


　数字に強い智秋は、彼の現代文の成績が悪いと岡野が困るという抽象的な言い方よりも、具体的に数字を挙げてもらった方が、危機感を身近に感じるのだ。


「それって大変なことじゃないか！」


「だから前から言ってるだろ？」


　岡野は苦笑する。


（そうだけど……そうなんだけどさ）


　ようやく智秋にも実感が湧わいてきた。


「岡野先生！　俺、頑張るよ！」








　その言葉に噓うそはなかった。智秋はその日を境に、今までのことが噓のように真剣に現代文の勉強に取り組み始めた。


　時間があると、現代文の問題集とにらめっこしている。


「先生！　質問！」


　学校では現代文の授業中手を挙げて、国語教師を始め、クラス中を呆気あつけに取らせた。普段智秋は現代文の授業はほとんど寝ているのだ。


　もちろん嫌いや々いや行っていた予備校も、きちんと予習をしていき、講座の前後、講師控え室へ行って、岡野に積極的に質問をする。


「先生、ここなんですけど」


「ああ、どれどれ？」


　小柄な智秋が岡野に教わっている図は、講師控え室でもいつの間にか見慣れた姿になりつつあった。





　そんな智秋に、ある日岡野の同僚冨田が嬉うれしそうに話しかけた。


「小田君、頑張っているねえ」


　彼は智秋を直接教えたことはないが、国語科の講師の間で、智秋のなかなか上がらない成績はとみに有名である。


「はい、まあ何とか」


「その調子ならきっとすぐ成績も上がるよ」


　冨田が励ますと、彼とは岡野を挟んで反対側に座っている加那子が、机の上でテキストを乱暴に揃そろえた。その音がやけに大きく響く。


　智秋や岡野がびっくりして顔を上げると、加那子が取り繕つくろったように微笑ほほえんだ。


「あら、驚かせてしまいましたわね。ごめんなさい」


「いえ、どう致しまして」


　岡野が答えると、加那子は彼のすぐ横へ椅い子すごと移動してきた。


「先生、今度国語科全員で親睦会を開きません？　去年度までは割と良くやってましたけど、ここのところ忙しくて全然ですもの」


「ああ、そういえばそうですね。いいですよ」


「嬉しい！　冨田先生もよろしいかしら」


　いきなり話を振られた冨田は、目を瞬まばたかせ、慌あわてて首を縦に振った。


　男二人の答えに満足したのか、加那子は智秋に愛想良く言った。


「小田君、現代文頑張ってね。古典でわからないことがあったらいつでも聞いてちょうだい」


「ありがとうございます」


　きょとんとしながらも智秋が礼を言うと、加那子は鼻歌を歌いながら講師控え室を出ていく。


　スタイル抜群の彼女は、スリットの入ったスカートを穿はいていて、歩く姿がやけに色っぽい。智秋だけでなく、冨田や岡野までがぼうっと見とれていた。


（大人の女ってカンジだよな）


　彼女の姿が消えると、智秋はハッとする。


（そうだ、俺おれこんなことをしに来たんじゃないよ）


「岡野先生」


　智秋が岡野の目の前にテキストを突き出すと、彼も我に返ったらしい。


「ああ、どこだ？」


　狼ろう狽ばいを隠すように、岡野はテキストを手に取った。


（いいけどね）


　自分も目を奪われていたことは棚に上げ、智秋はなんとなく面白くなかった。








　その日学校の最後の授業は現代文だった。授業が終わり、教室の外で現代文の教師を摑つかまえて質問を浴びせかけた智秋がようやく席へ戻ってくると、洋平が横に立って待っている。


「おまえどうしたんだよ。人が変わったみたいだな」


「どうしたもこうしたも、俺おれは生まれ変わったんだ。現代文の鬼になる！」


　何と言っても、自分の進級と岡野の二十パーセントの減俸が懸かっているのだ。


　だが、どういうわけか洋平の反応は鈍い。


「……ふーん」


「『ふーん』って、喜ばないのか？　いつも俺に勉強しろって言い続けてたのにさ」


　どうもこの間から洋平はおかしい。智秋に「どうした」と尋ねてくるが、こっちの方こそ尋ねたいぐらいだ。


「……だって、おまえにやる気を出させたのは、俺じゃなくてアキ兄ちゃんだろ？」


　直接話法しかわからない智秋でも、さすがにこの棘とげのある言い方には気付く。


「やる気を出させたっていうより、切羽詰まってるんだよ！　何なんだよ、洋平！　その言い方は！」


　まるで智秋が現代文を勉強するのが、いけないみたいな言い方だ。


「──そういえば洋平、岡野先生と会った時素っ気なかったよな。十二年振りで幼おさな馴な染じみに再会したっていうのに」


　岡野とアキ兄ちゃんが同一人物と聞いた次の講座が始まる前、智秋はきっと二人とも喜ぶだろうと思って、講師控え室から岡野を呼び、他の生徒達に見つからないように、廊下の隅でこっそりと洋平と岡野を会わせたのだ。


　ところが彼の予想に反して、二人はあまり嬉うれしそうな顔をしなかった。


「洋平か。でかくなったな」


「どうも……お陰様で」


　交わした言葉はそれだけである。


　もっと喜ぶだろうと思っていた智秋は、完全にあてが外れた。


　洋平は素っ気なく言った。


「別に今更岡野と会って、喜ぶような年でもないしな」


　そんなものなのか？　智秋は会って嬉しかった。それにそういう感情と年は、関係ないような気がする。


「でもやっぱりさ」


「そりゃ智秋は嬉しいだろうけどな。アキ兄ちゃんに可愛かわいがられてたから、今だって勉強会も楽しくて仕方がないんだろうし。だからそんな風に、俺が教えていた時と違って頑張ってるんだろ!?」


　嫌味な言い方にカチンと来る。


「何だよ、それ！　さっきからネチネチ言っちゃって、おかしいぞ洋平！」


　智秋が注意すると、洋平は渋面をする。


「……悪かったよ」


　小さな声でそれだけ言うと、踵きびすを返し教室から出ていった。


（洋平？）


　この頃ごろ、どうも洋平が何を考えているかよくわからない。それになぜかいつも不機嫌で、ピリピリしているような気がする。気のせいだろうか？


（桂花女学園の子とうまくいってないのかな？）


　それ以外原因は考え付かない。


（まったく。俺おれに当たるなよ）


　女の子と付き合ったことのない、しかも今は勉強勉強の毎日を送っている智秋にとっては、洋平の機嫌の悪さは贅ぜい沢たくな悩みにしか映らなかった。








　日曜日の夜になると、岡野は日中の講座を終え、智秋の家へやってきて勉強を教えている。午前中は智秋もごろごろしているが、午後は夜の勉強会に備えて予習する。


　たまに頭の中が現代文で溢あふれそうになるが、何と言っても現代文に関する知識が不足しているので、やらなければならないことが次から次へと出てくる。


「ともかく漢字は言葉のイメージを摑つかめ。それからきちんと書き取りをして、手にも覚え込ませる」


「はい」


　智秋は部屋で岡野に勉強を教えてもらいながら、要点を必死にノートに書き取っていた。


「テスト問題の中で漢字の配点は低いけど、漢字を間違えて解釈すると、他の部分への影響も大きいからな」


「『影響も大』と……」


　岡野は説明をしながら、その様子に目を細めた。


　次の説明をシャープペンシルを握って待っていた智秋は、いつになっても口を開かない岡野に顔を上げる。


「……先生？」


　岡野は智秋をじっと見つめ、微笑ほほえんだ。


「本当に別人みたいだな。今だから言うけど、俺、小田君がそんなに頑張るなんて思ってなかったよ」


「えー、ひどいよ、それ」


　智秋は口をへの字にする。だが、岡野がそう思っても無理はなかった。模試の五点はまずいと思うものの、岡野が言うように最初はまるでやる気が起こらなかったのだ。


「ごめんごめん。でもどういう風の吹き回しだ？」


「どういうって……俺も進級がかかっているし、俺が頑張らないと、先生の給料が二十パーセント減給されちゃうんだろ？　だから──」


「智秋……」


　岡野は目を見開きにっこり笑うと、智秋の頭に手を置き、何を思ったのかぐりぐりと撫なで始める。


「智秋はいい子だな」


　まるで智秋が幼稚園児だった頃ころと、何ら扱い方が変わっていない。


　智秋は真っ赤になって、岡野の手を払い除のけようとした。


「やめてくれよ！　だいたい『いい子』なんて、子供みたいじゃないか！」


「『みたい』じゃなくて、子供そのものだろ？」


　岡野はくすくす笑い、それでも智秋から手を放す。


（ちぇー）


　確かに岡野から見れば子供かもしれないが、それでももう高校生なのだ。


　智秋がむっつりしていると、さすがに言い過ぎたと思ったのか、岡野は謝った。


「ごめん。機嫌を直してくれよ。智秋が可愛かわいかったから、ついさ」


「可愛いって、それも褒め言葉になってないよ」


「え？　そうか？」


　岡野は意外そうな顔をする。


「それに『智秋』じゃなくて『小田君』だろ？　『岡野先生』」


　智秋が訂正すると、


「あ……」


　岡野は指摘を受け、初めて公私混同していることに気付いたらしい。


「そうだったな。まいった……」


　苦笑を漏らす。


（可愛かわいい、ね）


　一向に伸びない身長や、中学生と間違えられてしまう母親譲りの童顔が、どのくらい智秋のコンプレックスの源になっているか、彼は知らない。


　邦義や園子に、「どうしてこんな顔に生んだんだよ」と文句を言っても、それこそ、「あら、可愛くていいじゃない」と一いつ蹴しゆうされてしまう。せめて父親に似ていれば、もう少し身長も伸び、男らしい容よう貌ぼうだったはずだ。


　叶かなわぬ夢だが。


「あーあ、俺おれも洋平みたいにでっかくなりたいなー。そうすれば『可愛い』なんて言われないし、女の子にももてたのにさ」


　智秋はテーブルに突っ伏した。


「ヘー。洋平はそんなにもてるのか？」


「そりゃもう」


　智秋は顎あごをテーブルに乗せた。


「この間も桂花女学園の子と電話してたし、予備校でも他の女の子たちも寄ってくるし、それこそもう選より取り見取り状態だよ」


「そうか？　でも、智秋だって捨てたもんじゃないと思うけどな。やると決めたらきっちりやる、男らしい性格をしてるじゃないか。大丈夫。今におまえの良さをわかってくれる子も出てくるよ」


　智秋は驚いて岡野を見つめた。こんな風に面と向かって、誰だれかに性格を褒められたのは初めてだ。


「ん？　どうした？」


　ぼうっとしている智秋に、岡野が怪け訝げんそうに尋ねる。


「あ！　ううん。何でもない！」


　智秋は背筋を伸ばすと、問題集を手に取る。


「次の問題なんだけど」


「どれ？」


　二人が問題集に視線を落とすと、バタバタと階段を駆け上がる音がする。


（ん？）


　休憩に園子がお茶を持ってきたにしては、かなり乱暴な足音である。


　智秋と岡野が顔を見合わせると、ドアが開き、Ｔシャツの上にチェックのシャツを羽織った洋平が現れた。


「洋平!?」


「よっす」


　洋平は勝手知ったる何とかで、ずかずかと部屋に入り込んでくる。


「おまえ、どうして」


　智秋が勉強しているのは知っているはずだ。


　洋平は断りもなく、智秋の隣に腰を下ろす。


「いやさー、おまえがきちんと勉強しているかどうか心配で」


「はあ？　何言ってるんだよ」


　一人でやっているならともかく、岡野がいるのだ。勉強していないはずがない。


「だって相手は『アキ兄ちゃん』だろ？　昔からおまえに甘かったから、ついつい勉強がおろそかになるんじゃないかと思って」


　洋平はあからさまに岡野を牽けん制せいする。


「洋平！」


　さすがに智秋は眉まゆをひそめた。確かに岡野は個人的に智秋の勉強を見てくれてはいるが、それは彼の仕事の一環でもある。その辺りの事情は洋平にも説明してある。


　いったいどうしたのだろう。


　洋平はいつだって、誰だれに対しても理不尽な態度は取ったことがなかった。


（やっぱりこいつおかしい）


　岡野も智秋と二人だった時とは打って変わって、厳しい表情になる。


「俺おれが小田君を甘やかすんじゃないかって心配してるのか？」


「そうだ」


　洋平がきっぱり言うと、岡野は唇の端を少し上げた。


「それは生あい憎にくだったな。洋平が心配する気持ちは良くわかるけど、俺は生徒に勉強を教えるプロだ。現代文を教えるのに私情は挟まない」


（格好良い!!）


　智秋は心の中で喝かつ采さいを送った。


　厳しい口振りに、洋平も言葉を失う。


「それにせっかく勉強しているところへおまえが乱入したことで、智秋の気が散ると思わなかったのか？　勉強の邪魔をしているのはどっちなんだ？」


　洋平は改めて、テーブルの上に広げられた参考書やノートを見回す。岡野に言われるまで気付かなかったようだ。


「俺おれ……勉強の邪魔をしてるのか？　智秋」


「してる」


　智秋は容赦なく答えた。当初は予備校の他に週二回の勉強会は多すぎると思ったが、勉強し始めるとわからないところだらけで、二回の勉強会でも足りないぐらいだ。こんな調子で次の模試や、中間試験に間に合うとは到底思えない。


　だが岡野も仕事がある以上それ以上無理は言えない。何といっても無料ただで教えてもらっているし、日曜日も岡野は日中みっちり講座を抱え、智秋よりもっと疲れているはずなのに、それでも夜きちんと教えに来てくれている。


　だからあまり時間は無駄に出来ない。ぎりぎりの線でやっているのだ。そこを洋平が、本人にその気はなくとも邪魔をしている。


　洋平は唇を嚙かみ締めた。


「わかった。今日のところは帰るよ。またな、智秋」


　やってきた時の勢いはどこへやら、洋平はすごすごと部屋を出ていく。


　彼の姿が見えなくなると、智秋は口を尖とがらせた。


「本当にあいつ、人騒がせなんだから。きちんと勉強してるに決まってるじゃないか。何考えているんだか」


　ぶつぶつ文句を言っていると、岡野が何とも言えない顔をして智秋を見つめている。


「先生？」


「……ああ、いや。──何でもないよ。さて、それじゃ続きをしようか」


「……はあ」


　岡野は咳せき払ばらいをすると、問題集を開く。


　洋平も謎なぞだが、岡野も謎だ。どうもこの頃ごろ周りの人間が、智秋に理解不能な反応を見せる。


（言いたいことがあるなら、はっきり言ってほしいよな。なんだってんだ）


「それじゃ次、問四だな」


　しかし勉強会が再開され、智秋には深く考えている暇はなかった。




５




　講座終了のチャイムが鳴ると、皆一斉にテキストを終しまい、階段教室を出ていく。智秋もいつものように岡野のもとへ質問しにいこうと、まず荷物を片付ける。


「やだあ、塚原君たら」


　甘えた声が後ろの席から聞こえる。


　智秋の座っていた二列後ろに、洋平と桂花女学園の彼女、千ち種ぐさみゆきが並んで腰掛けていた。二人は他の受講生が帰った後も、なかなか席を立とうとしない。


　ここ数回、洋平は智秋の隣ではなく、みゆきと一緒に勉強していた。


　勉強会の邪魔をしたことは、あの翌日謝ってきた。智秋も別にそのことにこだわってはいないが、あれからだろうか。洋平があまり智秋に構わなくなり、その分みゆきと以前より密着度が増したのは。


（いいよな、あいつは）


　ここのところ慣れない現代文の勉強ばかりしている智秋は、だいぶ疲れを感じていた。


　たまには「言い換えのポイントは」などと考えずに寝たいと何度思ったことか。


　だがこれだけ勉強しても、まだ問題集を見て即答出来ない。智秋にとって現代文は、容易ならざる敵に変わりはない。


「それじゃ今度の土曜日ね」


　みゆきが弾んだ声で言う。


（デートか。畜生）


　智秋はきっと、土曜日も問題集にかじりついているに違いない。それでも成績が上がるまでは仕方がなかった。


　智秋はため息混じりに立ち上がり、洋平たちの横を通る時、彼に声を掛ける。


「じゃな」


「ああ、がんばれよ」


　洋平はおざなりに返事をした。彼の隣に座っている、二ふた重え瞼まぶたのくっきりとした彼女が小さく会釈する。智秋も釣られるように少し頭を下げた。


　しかし智秋が階段を上っていくと、後ろの方で声がする。


「今のが小田君？」


「そうだよ」


「ふうん」


　その〝ふうん〟が何を意味するかわからないが、微かすかに笑いが含まれているような気がして、智秋はあまり良い感じを持たなかった。








　講師控え室の手前まで来ると、加那子が出てくるのと鉢合わせした。相変わらずのナイス・バディである。


「あら、小田君。今日は遅かったのね。岡野先生がお待ちかねよ」


「あ、……はい」


「じゃあね」


　何かいいことがあったのか、加那子は上機嫌で歩いていく。


　それにしてもどうも彼女は苦手だった。美人でスタイルがいいのはわかるのだが、なんとなく口調に棘とげを感じるのだ。


（考え過ぎなんだろうけどさ）


　智秋は加那子の講座を取っていないから知らないだけで、彼女は普段からそういう物の言い方をしているのかもしれない。


（多分そうなんだろうな）


　加那子に睨にらまれるようなことはしていないはずだ。それとも現代文の点数が悪くて、国語科に迷惑を掛けているからなんだろうか？


　智秋が講師控え室のドアを開けようとすると、ドアの上部にくりぬいてあるガラス部分から、岡野が煙草たばこを吸いながら、プリントを眺めているのが見えた。


　すでに他の講師の姿はない。


　平日は智秋が受けている講座で、その日のプログラムは終わりである。それでもいつも智秋が質問に行く頃ころには、まだ部屋には他の講師が残っているのだが、今日は講義が終わっても少し階段教室にいたからだろう。学校と違い、講師は自分の持っている講座が終われば、よほどの用事がない限り帰ってしまう。


　加那子がわざわざ智秋に声を掛けたのも、そのせいだろうか。


　普段から整然としている講師控え室だが、岡野以外人がいないと、余計がらんとした印象を受ける。


　蛍光灯の明かりが岡野に影を落とし、彼をどこか智秋の知らない人間のように見せていた。


　が、智秋がドアを開け姿を見せると、岡野は顔を上げ、煙草を消して微笑ほほえみ掛ける。その笑顔に、智秋は一瞬ドキッとした。


（あれ？）


　心臓が大きく脈打ったかと思ったが、すぐにそれは静まった。


（なんだろ？）


　自分で自分を訝いぶかしく思いながら、岡野のそばへ行く。


「おう。なかなか来ないから、今日は質問がないかと思った」


「だったらいいんだけどさ」


　他の講師がいれば敬語を使うが、他に見当たらないので自然とくだけた口調になった。


「我ながら嫌というほど、わからないところがあるんだな、これが」


「どれどれ」


「うーんと、講義でやっていた問三の設問」


　岡野の前にテキストを開いて見せる。


「ああ、これか。これはだな」


　ひとしきり説明を受け、どうにか頭の中に理解らしきものが浮かんだ頃ころ、岡野が言った。


「評論は厄介だから、ある程度数をこなした方がいいんだよ。それでだ、俺おれは智秋にお勧めの問題集を持ってきたから、それをこの次の日曜日までにやっておいてほしいんだ」


（げっ、まだこの上に問題集をやるのか）


　講座のテキストと、勉強会用の問題集だけでもひいひい言っている。


　それが顔に現れたのだろう。


「ん？　何か不服そうだな？」


「そんなことないよ！　有り難くやらせていただきます」


　半ば芝居掛かって智秋が答えると、岡野は満足そうに頷うなずき、机の横に立て掛けてあった鞄かばんを取り上げ、中を探る。


「そうそう。人の親切は有り難く……あれ？」


　岡野は首を傾かしげると、鞄の中を真剣に探し出した。


「先生？」


「あー、しまった～」


　岡野はがっくりと机に肘ひじをつき、顔を手で覆った。


「どうしたんだ？」


「問題集を家に忘れてきた」


「忘れた!?　……そうなんだ」


　やらなければならないということはわかっているものの、やはりノルマが先送りになるのは嬉うれしい。


　極力顔に出さないようにして、それでもどうしてもほくほくしていると、岡野が尋ねた。


「智秋、この後時間はあるか？」


「ん？　うん。帰るだけだから」


「そうか。悪いけど、問題集を渡すから俺のマンションに寄ってくれ。今やっておいた方がいいからな。帰りは送るよ」


（えーっ!?）


　岡野の方が一枚も二枚も役者が上だった。








　岡野の住むマンションは明めい大だい前まえにある。甲こう州しゆう街かい道どうから少し住宅街へ入った場所に建てられた、六階建てのクリーム色をした真新しいマンションで、オートロック方式である。


　白のマークⅡを飛ばしたものの、マンションに着いた時にはすでに十時近かった。地下駐車場に車を停とめると、岡野は言った。


「遅くなっちゃったな。予備校を出る時、おばさんに電話しておいてよかった」


「別に女の子じゃあるまいし、そんなの良かったのに」


　智秋が抗議すると、岡野はマークⅡから降り、ドアを閉めながら笑った。


「そうもいかないさ。おまえはまだ高校生なんだから」


（ちぇー、子供扱いして）


　別に予備校の帰りに遊びに行くのではなく、岡野の所へ問題集を取りに行くのだから、いちいち家に連絡する必要などないのに。予備校の帰り、洋平とゲームセンターやファーストフードの店に立ち寄ることぐらいあるのだ。


　そうは思ったものの、すっかり保護者モードになっている岡野にそんなことを告げると薮やぶ蛇へびになりかねないので、口を噤つぐむ。


　駐車場からエレベーターに乗り、五階に着くと二人は降りた。エレベーターホールは明るくて、御み影かげ石いしで出来ていた。


　智秋は物珍しさを押さえることが出来ず、エレベーターホールや廊下をキョロキョロと見回した。


「すごい立派なところなんだ」


「そうでもないさ」


　岡野は大したことはないと言わん許ばかりだが、駐車場に入る際にちらりと見たエントランスやエレベーターホールの豪華さを見れば、このマンションがかなり高級なのは、智秋にさえも容易にわかる。


（ここにアキ兄……彰が住んでるのか）


　岡野の正体がわかり、勉強を教えてもらうようになってから、アキ兄ちゃんと岡野が同一人物だということに違和感は感じなくなっていた。


　だがこんな高級マンションに居を構えていることを知ると、彼が昔の──智秋の慕っていたアキ兄ちゃんだけではないこと──智秋の知らない部分を持った大人であることを痛感してしまう。


　磨き込まれた廊下を歩き、五階の突き当たりの部屋まで来ると、岡野は鍵かぎを差し込み、ドアを開けた。


「どうぞ」


「お邪魔します」


　脱いだスニーカーはこうしてみると少し汚れており、綺き麗れいな玄関にはまるでそぐわない。その横に置かれた岡野の高価そうな革の靴は、現在の二人の差を歴然と物語っていた。


　岡野についてリビングへ行くと、他にも扉がある。


「すごい広そう。ここ幾つ部屋あるの？」


「ん？　ああ、四ＬＤＫだ」


「一人で四つも部屋を使ってるんだ!?」


　智秋が目を丸くすると、岡野は目を眇すがめた。


「まあ、そうなるな」


　信じられない。


　智秋の家は三ＬＤＫを一家三人で使っている。


（すげえ）


「先生ってすごいんだ」


　岡野がますます手の届かない存在になってしまったようで、驚嘆しながらも、どこかで一抹の寂しさを感じる。


　しかし岡野は苦笑した。


「別にすごくないさ。家賃は新宿ゼミナールが払ってくれているんだから。俺おれは居候みたいなものさ」


　そんなものなのだろうか。けれどもいかにも高額そうな家賃を岡野のために支払っているということは、それだけ新宿ゼミナールが岡野に期待していることに他ならない。


　ということは──。


〝智秋の出来に俺の給料が懸かっているんだから。このままだと減俸なんだ〟


（やばい）


　切羽詰まった岡野の言葉が脳裏を過よぎる。


「……やっぱり、俺の成績が上がらないと、ここの家賃も払ってくれなくなるかな」


　恐る恐る智秋が尋ねると、リビングの隣の部屋へ入ろうとしていた岡野は、振り返って情けなさそうに言った。


「それは大いにありそうだな」


（ひーっ！）


　智秋は目を剝むいた。一人感傷に耽ふけっている場合ではない。


　慌あわてて岡野より先に隣の部屋へ入る。


「先生、問題集はどこにあるんだよ!?　問題集！」


　急いで部屋を見回す。


　部屋は六畳ほどで大きな机とパソコン、それから壁際には本棚がずらりと並んでおり、そこには「明解・現代文」だの、「即答出来る現代文」だの、智秋が泣いてしまいそうな参考書の類たぐいが詰め込まれていた。


　彼の後ろから部屋に入ってきた岡野は、そこから一冊問題集を抜き取り、智秋に渡しながら鷹おう揚ように笑う。


「はい、じゃあこれな。宿題箇所には付ふ箋せんがついてるから。……そんなに焦あせらなくても大丈夫だって。智秋は良くやっているんだから、この分でいけば俺おれの減俸二十パーセントもないさ」


「やめてくれよ～」


　減俸二十パーセントが智秋に重くのし掛かる。


　そして渡された問題集をパラパラと捲めくり、思っていたよりも分量が多いことを知り、ますます気が重くなった。


　──確かに自分でも頑張っていると思う。こんなに真剣に国語に向かい合ったのは生まれて初めてだ。


　だがもし成績が上がらなかったら？　智秋のせいで、岡野が減俸になったり、このマンションを追い出されて路頭に迷うことにでもなったらどうすればいいのだろう。


　最悪のことを考えて智秋がすくみ上がっていると、忍び笑いが聞こえる。


（え？）


　横を見ると、岡野が小刻みに身体を震わせている。


「あー、何笑ってるんだよ！　俺は真剣に先生のことを心配してるのに！」


　智秋が顔を真っ赤にして怒ると、岡野は身体を折り曲げて笑い出した。


「ハハハハハ」


「先生！」


「プー、ククク、いやごめん。わかってるんだけどさ。智秋の百面相を見ていたら、おかしくて我慢出来なくて。ハハハ」


　ひとしきり岡野が笑い終えた後もまだ、智秋の怒りは治まらず、憮ぶ然ぜんとした面持ちでいた。


「何もそんなに笑うことないじゃないか」


「だから悪かったって。──それにしても、ずっと気になってたんだけど、どうして『先生』なんだよ」


「え？」


　まるでいたずらを見つけられた小さい子供のように、智秋はドキッとする。


「勉強している時以外は『彰』って呼べって言ってあるだろ？」


「あ……それは……」


　わかってはいるのだが、どうも呼び捨てにすることには抵抗がある。心の中でもまだうっかりすると〝アキ兄ちゃん〟と呼んでしまう。


　それに智秋は器用な方ではないから、〝彰〟に慣れてしまうと、予備校でも口に出しかねない。岡野と幼おさな馴な染じみだということも、ましてや無料ただで勉強を教えてもらっていることも、他の受講生や講師には秘密なのだ。


　ついぽろりと〝彰〟と皆の前で口が滑りでもしたらと思うと恐こわくて、二人だからといってもとても気安く名前など呼べなかった。


　しかし岡野は不満そうだ。


「何だかいつでもどこでも『先生』でさ。これじゃ名乗る前と変わらないじゃないか。幼馴染みなのに、そのよそよそしさは何なんだ？」


「それはそうなんだけど」


　岡野の攻撃を受けていた智秋は、ふと本棚に「皇おう林りん学院・○○年度卒業アルバム」と背表紙に記された本が入っているのが目に入った。


「だいたい智秋は……」


「これ見せて」


　いきなり屈かがんで本棚を指で差した智秋に、文句を言っていた岡野は不意を突かれたらしく、口が半開きで止まってしまった。





　リビングの白いソファに陣取って、夢中で卒業アルバムを眺めている智秋にオレンジジュースの入ったコップを渡してやりながら、岡野は尋ねた。


「そんなもの見て、面白いか？」


「うん、すごく面白い」


　詰め襟えりの制服を着て、真ま面じ目めくさった顔でこちらを向いている高校生の岡野がそこにいる。


　智秋が微かすかに覚えている幼馴染みよりもずっと大人っぽく、けれども今よりも少し若い彼──。


（何か不思議）


　タイムマシーンにでも乗ったみたいだ。


「先……彰って皇林学院だったんだ」


　もう少しで「先生」と言ってしまいそうになるのを、岡野が目で文句を言ってきたのに気付き、慌あわてて途中で呑のみ込んだ。


「ん？　ああ」


　コーヒーを飲んでいた岡野は目だけ上げる。背広から淡いピンクのシャツとジーパンに着替えてきていた。そんな格好をしていると、卒業アルバムの頃ころにちょっとだけ近付いている。


「そうだよ。知らなかったっけ？」


「多分ね」


　園子から聞いたかもしれないが、覚えていない。


　皇林学院は吉きち祥じよう寺じにある名門男子校だ。高森学園もお坊ちゃん学校という点では同じだが、皇林学院の方が偏差値は少し上で、国公立や有名私立大への進学率は高森学園より微妙に高い。


「皇林学院へ入学したのもあって、うちは引っ越したんだよな」


「え？　学校のために？」


「まあ、それだけじゃないけど。ほら、俺おれ兄貴もいるだろ？」


（そうだっけ？）


　智秋は首を捻ひねった。岡野の兄のことはほとんど記憶にない。


　もっとも岡野とは八歳違うのだし、彼の兄となれば智秋との年の差はもっとある。とても一緒に遊んだとは思えないので、覚えていないのも仕方がなかった。


「俺と三つ違いで、俺が皇林学院の中等部に入った時、兄貴も高等部に編入したんだよ。あそこは中央線沿線だから通うのに不便でさ。家も手狭になったからそれでな。もっとも俺は就職したら、また京王線沿線に戻ってきちゃったけど」


「ふうん」


　そんないきさつがあったとは、全然知らなかった。


　アルバムに興味のなさそうだった岡野は、当時を思い出したのだろうか。身を乗り出してくると、そこに載っている写真を説明し始めた。


「お、こりゃ文化祭の時か。この『眠りの森の美女』は受けたんだよな～」


　はかなげな美人が写真の中央に写っている。


「綺き麗れいな人だよね。客演？」


　智秋が尋ねると、岡野が吹き出した。


「せ……彰!?」


「プププ、そいつは男だよ」


「え～!?」


　智秋はよくよく写真を見つめる。けれどもどう見ても、標準より少し背の高い美人にしか見えなかった。


「……男ねえ」


「まあ、おまえが間違えるのは良くわかるよ。実際、そこいら辺の女どもよりよっぽど綺麗だったしな。宝ほう蓮れん華げっていって、俺たちの学年で一番人気のあった奴やつなんだ」


「へえ～」


（うちでいえば、南光院みたいなものかな）


　智秋が写真を見ながら考えていると、岡野は一人でぶつぶつ続ける。


「そうだよな、まさか本当に宝蓮華が野の上がみと付き合うとは思わなかったよな」


「……彰？」


「ああ、いや、すまん。こっちの話だ」


　岡野は照れ笑いを浮かべた。


「──ならいいけど」


　智秋が不審な岡野の態度に疑いの目を向けると、彼はそこから注意を逸そらすかのように、熱心に写真の解説をする。


「そうだ。それでこっちが……」


　そうやってしばらく卒業アルバムを眺めていたが、不意に岡野が言った。


「智秋。今度時間が出来たら、どこか遊びに行こうか」


「え!?」


　思いも掛けない提案に、智秋はアルバムから顔を上げ、目を大きく見開いた。


「おまえ頑張ってるし、あんまり勉強ばっかりしてもストレスがたまるからさ」


「やったー!!」


　智秋が大喜びで万歳をしていると、岡野はふと目に入った壁掛け時計を見て叫んだ。


「智秋！　時間！　十二時過ぎてる！」


「え！」


　智秋も岡野と同様、壁掛け時計と自分の腕時計を交互に見て青くなる。


「まずい！　帰らなきゃ！」


　いくら園子に連絡してあるとはいえ、ゆっくりし過ぎだ。


　二人は慌あわただしく支度を始め、大急ぎでマンションを出た。








　次の日の放課後、智秋が生徒会室で生徒会費の集まっていないクラスをチェックしていると、洋平が教室に入ってくるなり尋ねてきた。


「智秋、おまえ今度の土曜日暇？」


「どうして」


　答えても、目は会計のノートから離れない。


「ダブル・デートしようかなと思ってさ」


「ダブル・デート!?」


　思わず智秋が聞き返すと、椅い子すを持ってきて彼の前に座った洋平は得意そうに言った。


「そう。ほらみゆきが、友達を連れてくるって言ってるからさ。おまえもどうかなって」


　浮き浮きした気持ちも、〝みゆき〟という名前に一遍にしぼんでしまう。


「はあ」


　洋平は眉まゆをひそめた。


「何だよ。嬉うれしくないのかよ」


「そうじゃないけどさ」


　もちろんダブル・デートは嬉うれしい。女の子とお近付きになれるのだから。


　しかし──。


（桂花女学園の子か……）


〝今のが小田君？〟


〝そうだよ〟


〝ふうん〟


　洋平には悪いが、良い感じはしなかった。みゆきの連れてくる友達がどんな子かはわからないが、似たタイプの子だとしたら自分には合わないだろうし、ダブル・デートともなればみゆきとも一緒にいなければならない。


　考えただけでも気が重い。


「俺おれいいや」


　まさか智秋が断るとは思っていなかったのだろう。洋平は目をつり上げた。


「何で！」


「う……」


　まさか正直に話す訳にもいかず、言葉に詰まる。


　それがますます洋平の気に触ったらしい。いつになく激しい口調で文句を言う。


「俺はおまえがここのところずっと現代文の勉強ばっかりして大変そうだから、たまには息抜きした方がいいんじゃないかと思って、わざわざみゆきに頼んだんだぞ！」


「……気持ちは嬉しいんだけどさ……」


　女の子とのデートはいくらでも歓迎なのだが、いかんせん間に入る彼女が問題である。出来れば他の女の子に頼んでほしかった。もっとも智秋のためとはいえ、洋平が他の女の子とデートしたと知れば、みゆきは黙っていないだろう。


（どっちにしてもうまくいかないな）


　智秋がダブル・デートの夢とさよならをしていると、洋平は何を勘違いしたのか、


「やっぱりおまえ、俺よりも岡野といる方がいいんだな？」


「は？」


　どうしてここで岡野が出てくるのだ？


「この頃ごろ付き合いが悪いもんな。予備校でも一緒に座らないし」


（何だ？）


　智秋よりもみゆきと座る方を選んでいるのは、洋平の方ではないのか。


「あのなあ」


　言い掛かりとしか思えない理不尽さに、智秋が口を開き掛けると、


「もういい！　勝手にしろ！」


　洋平は物音を立てて椅い子すから立ち上がると、生徒会室の扉へと突進する。


「洋平！　待てよ！」


　しかし洋平は智秋の制止する声にも振り向かない。彼がドアを開けようとする前に、ちょうど深山が現れた。洋平は脇わきへ避よけず、そのまま出ようとしたため、深山と肩がぶつかる。


「痛っ!!」


　深山が顔をしかめるが、洋平はちょっと振り返っただけで、そのまま出て行ってしまった。


「何だ、あいつ？」


　深山は肩を擦こすりながら、中に智秋がいることに気付くと尋ねた。


「おまえら……また喧けん嘩かでもしたのか？」


「はあ。そうみたいだな」


　深山は理由を聞きたそうな顔をしたが、ダブル・デートを断ったと言えば、また根掘り葉掘り尋ねてくるだろう。それも煩わずらわしかった。


（それにしてもなあ）


　せっかく洋平がセッティングをしてくれたのを断って悪いとは思うが、別に智秋が頼んだ訳ではない。勝手に洋平が決めて、それを断られたからといってあそこまで怒る方がどうかしている。まず智秋に都合を聞くべきだった。


　以前の彼なら、間違いなくそうしていたはずだ。


（本当にどうしちゃったんだ、あいつ）


　今までずっと一緒にいて、洋平のことなら何でもわかっていると思っていた。けれどもそうではないらしい。


（俺おれの思い込みだったのかな）


　今の彼にとって洋平は、単なるクラスメイトよりもわからない存在になりつつあった。




６




　土曜日は朝から眩まぶしいぐらいの快晴だった。


　四時間目のＬＬ教室での授業を終え、いつもはなかなかクラス全員が集まらないホームルームも、皆早く帰りたいがためにすぐに二年一組の教室に集まり、担任が呼ばれる。


　委員会の連絡事項も急ピッチで終わり、担任もそんな皆の気持ちを汲くみ取り、これ以上ないぐらい簡潔に締め括くくられた。


「今日の連絡事項は特になし。日直は日誌を忘れずに提出しろよ」


　担任の言葉を合図に、日直が号令を掛ける。


「起立、礼」


「さようなら!!」


　ほとんど怒鳴り声と化した挨あい拶さつが教室中に鳴り響いた。


　皆やっと終わった一週間に、解放感を覚え教室を出ていく。


「お先～」


「おう」


「またな～」


　洋平はまだ機嫌を直していないらしく、智秋と視線を合わせようともせず、教室を出ていった。智秋以外の誰だれかを誘ってのダブル・デートか、さもなければみゆきとデートか。どちらにせよ楽しい土曜日ということだろう。


　そう思うと、帰って一昨日おととい岡野に渡された問題集を解くしかないのは、悲しいというか情けないというか。


　智秋は教室を出て下駄箱へ向かう。途中、何人もの知り合いから声を掛けられた。


「小田、バイバイ」


「またな」


　智秋もそれに笑顔で答えながら、下駄箱からスニーカーを取り出して履いた。


（……仕方がないよな）


　女の子に釣られてホイホイ行って嫌な思いをするぐらいなら、行かない方がずっとましだ。


　そこまで考えて、智秋はハッと思い当たる。


（もしかして、俺が今まで女の子と付き合ったことがないのってこれのせい？）


　愕がく然ぜんとする。


　今までもそれとなく洋平に女の子を紹介されたことはあった。けれどもいつもピンとこなくて「俺おれいいや」で済ましてきた。


　だが本当に女の子と付き合いたいと思うなら、少々のことに目を瞑つむっても、お近付きになれるチャンスはものにするべきなのかもしれない。ピンとこなくても付き合うぐらいは試してみるべきなのかもしれない。


「うう……」


　智秋は校門に向かいながら、いつになく考える。


　しかし、やはり嫌なものは嫌なのだ。気が進まないものは気が進まない。きっと今に機会は巡ってくるはずだ。


（絶対この子じゃなきゃ駄目だっていう女の子が）


　そうだ、そうに違いない。


　自分で自分を強引に納得させながらも、どことなく寂しいものを感じながら、今日に限ってやけに遠いバス停までの道のりをとぼとぼと歩いた。








「智秋～、電話よ～。彰君」


　階下の園子が声を張り上げて智秋を呼んだのは、彼が家に戻って着替えているところだった。


（彰!?）


　智秋は長なが袖そでのＴシャツに片方袖を通しただけの姿で階段を駆け下り、電話に出る前に慌あわててＴシャツを頭から被かぶり、ぼさぼさの髪の毛を撫なで付ける。


「もしもし？」


『智秋？　今日暇か？』


　岡野は開口一番こう尋ねた。


「うん。それは暇だけど……何で？」


（まさか、明日までにやる問題集の量を増やすとかいうんじゃないよな）


　一瞬、冷や汗が背中を伝う。


　だが智秋の危き惧ぐをよそに、岡野の口調はいたって気楽なものだった。


『忘れてたけど、今日は事務員の慰安旅行でゼミが休講だったんだ。この間言ってたこと──どこかへ遊びに行かないか？』


「えー!?」


　さっきまでダブル・デートのことを考えると暗かったが、その言葉に一気に明るくなる。


「いいの？　俺、まだ問題集をやってないけど」


　そう言いながらも浮き浮きした気持ちは隠しきれない。岡野もそれがわかっているのだろう。


『今晩と明日の午前中にやればいいさ』


（げっ）


　さりげなく、日曜ではなく来週の水曜日までにやればいいという言葉を期待していたのだが、そこまでは甘くなかったらしい。


（今晩と明日の夜までか）


　それはそれでハードだが、せっかく岡野が誘ってくれたのだし、それに何よりやはり洋平が遊んでいる時に、勉強をするのは辛つらい。しなければならないことはわかっていても、気が乗らない時はある。いくら成績のためとはいえ、たまには息抜きしたい──遊びたいのというのが本音だった。


　智秋は受話器を握り締め、叫んだ。


『行く！　先生……じゃなくて彰、俺おれ行くよ！』








　岡野と待ち合わせをしたのは渋しぶ谷やだった。


　智秋が約束した道どう玄げん坂ざかにある喫茶店へ行くと、天気の良さと土曜日の午後という時間も手伝って、店は高校生や大学生の客でごった返している。狭い店内を背伸びをして見回すが、それらしい人は見当たらない。


（どうしよう）


　先に席を取っておくにしても、かなり時間待ちしそうである。


　逡しゆん巡じゆんしていると、店の奥で一生懸命こっちに向かって手が振られている。


（あれ？）


　背伸びをして良く見ると、岡野だった。いつもの背広姿ではなくボタンダウンのシャツを着ていたので、ぱっと見わからなかったのだ。


　ホッとした智秋は、人を搔かき分けて岡野の元へ歩いていった。


「彰、ここにいたんだ」


「さっきからずっと合図してたんだぞ。帰られたらどうしようかと思った」


　からかうような、けれども半分本気な岡野に、智秋は謝りながら彼の前に座る。


「……ごめん。いつもと違う格好していたからわからなかった」


「格好？　たいして変わらないじゃないか。なんだよ。そんなことでわからなかったのか？　薄情な奴やつだな」


「そうなんだけど」


　この間一度だけ岡野の普段着を見たとはいえ、背広姿しかインプットされていない智秋の頭には、どうしても彼を探す時は講師姿を見付けようとしてしまうのだ。どうもラフな姿と背広姿が一致しない。


　こうやって目の当たりにしても、同一人物とは思えなくて落ち着かない。


　背広でないと、却かえって岡野の整った顔立ちが強調される。それは智秋だけが感じるのではなく、周囲の女性客がちらちらと彼に視線を送るのでもわかる。


　けれども岡野は、周囲の視線にはまるで頓とん着じやくしていないようだった。テーブルの脇わきに立て掛けてあるメニューを取って、智秋の前に置く。


「まあいいや。智秋、何飲む？」


「え？」


　岡野はホットコーヒーを飲んでいた。


「俺おれもコーヒーにしようかな」


　智秋が言うと、岡野は吹き出した。


「やめとけ、やめとけ。背伸びしても仕方がないだろ？　オレンジジュースでいいか？」


（ちぇー）


　口を尖とがらせたが、実際智秋には喫茶店で出される本格式のコーヒーは強すぎる。渋々頷うなずくと、岡野は側そばに居たウェイトレスを呼んで注文をした。


「オレンジジュース、お願いします」


「はい。オレンジジュース追加ですね。伝票を失礼致します」


　ウェイトレスが注文を取って離れると、岡野は早速脇に置いていた情報誌を開いた。


「智秋、映画見ないか？」


「映画？」


「そうこれ。近くで上映しているんだ。奢おごるからさ」


　岡野が指差したのは今話題のアクション映画だった。智秋は目を輝かせる。


「あ！　俺これ見たかったんだ」


　テレビのコマーシャルで流されているので、ずっと見たいと思っていたのだが、なにぶん高校生のこづかいでは映画館のチケットは高すぎる。他にも色々買いたいものや食べたいものがあるのだ。


「そうか。じゃあちょうどいいな」


「俺、やっぱり来てよかった」


　智秋が満面に笑みを浮かべて岡野を見返すと、


「ちぇ。調子いいぞ」


　岡野は智秋の額を指でつついた。








　映画は予想以上に面白くて、智秋は上映中食い入るようにスクリーンを見つめていた。


　やがてスクリーンに最後のクレジットが映し出されると、智秋と岡野は立ち上がった。


　話題作だったために映画館はかなり混雑しており、二人は人の波に加わりながらのろのろとロビーへ向かう。


　智秋は興奮冷めやらぬ調子で岡野に話し掛けた。


「おもしろかったね」


「ああ。前評判通りだったな」


「あそこハラハラしたよ。主人公がもう少しでビルから落ちそうになったところ。こっちまで緊張して、なんだか身体からだがガチガチになっちゃった」


　智秋が言うと、岡野は声を立てて笑った。


「ハハハ、なんだ、そうだったのか」


「『なんだ』って？」


　智秋が顔を上げると、岡野はくすくす笑っている。


「いや、突然前まえ屈かがみになるからさ。腹でも痛いのかと焦あせったんだ。でも声を掛けようかどうしようか迷ってたら、突然笑い出すから大丈夫かと思ったけどな」


「腹……！　何でそう思うんだよ」


「だってさ、昔、おまえよく『おなかが痛い』って泣いてたから」


　智秋は小さい時、よく腹痛を起こしたのだ。それを思い出させられ、彼は真っ赤になった。


（いったいいくつの時の話だよ！）


　どうやら岡野の中では、智秋は幼い頃ころからさっぱり成長していないようだ。小さいときのイメージを脱していない。


「おい、怒ったのか？　智秋？」


　機嫌を取るような岡野に、智秋はむくれて素っ気なく答える。


「知らないね」


「おーい」


　岡野の呼び掛けを無視してロビーに出てエレベーターを待つ列に加わると、智秋は前方にいるエレベーターに乗り込む人込みの中に、見慣れた姿を見掛けたような気がした。


（あれ？　洋平？）


　扉が閉まる寸前に背伸びをすると、間違いない。隙すき間まから洋平の顔がちらりと覗のぞいた。


（ここでデートだったのかな）


　まさか一人で映画を見に来たとは思わない。みゆきと、もしかしたら桂花女学園の子、それから智秋の代わりの奴やつもいたかもしれない。


「智秋？　どうした？」


　岡野が隣に立ち尋ねてくる。


「え？　ああ。洋平がいたんだ」


「洋平？」


「うん。今日デートだって言ってたから」


　ダブル・デートを断ったことは敢あえて口にしない。言えばみゆきに対するわだかまりも話さなければならない。人の悪口みたいなことは言いたくない。


「デート!?　あいつ本当に付き合っている子がいるのか!?」


　しかし岡野は珍しく驚きをあらわにしていた。その様子に智秋の方がびっくりする。


「そうだよ。前にも言わなかったっけ？　あいつもてるからさ。ずるいよな、一人だけ身長が高くなりやがって」


　智秋が文句を言っても、反応がない。


「……彰？」


「あ、ああ、すまん。いや、意外だったからさ」


「そうかなあ？」


　智秋は首を捻ひねった。


　洋平はここのところ様子がおかしいが、もともと性格はさっぱりしているし、まめなところもあるので女の子にもてても何ら不思議はないだろう。


「──まあ、洋平のことはいいさ」


　岡野は智秋の背中を押した。


「次はゲームセンターでも行くか？」


「え!?　行く行く!!」


　智秋は顔を輝かせ、次に来たエレベーターに岡野共々乗り込んだ。








　センター街にある高校生や中学生でごった返しているゲームセンターで、智秋は久し振りにエキサイトしていた。


　レーサー気分で画面の中のサーキットを走り、射撃をし、クレーンでぬいぐるみを取り、クイズに答え、ミニチュアの競馬で真剣にコインを賭かけ、岡野が選んだキャラクターと画面の中でおもいっきり戦う。


「くー、畜生！」


　普段は冷静な岡野が熱くなってレバーを引いたりボタンを押したりして、智秋の選んだ女性キャラクターに勝とうとするが、そううまくはいかない。


　何せ智秋は一時洋平とゲームセンターへ通い詰めて、ずっとこの対戦型のゲームにいそしんでいた時期があるのだ。


　岡野の選んだ筋肉質の男性キャラクターは、うまく蹴けりを入れられず右往左往している。智秋はすかさず手先を器用に動かして、彼が選んだ画面の中のキャラクターに回し蹴りを入れさせる。


「うっ！」


　隣で岡野が呻うめく。まるで岡野本人が蹴られでもしたかのようだ。


　彼が動かしていた男性キャラクターは、あっけなく地面に倒れてしまった。


「畜生！　もう一度！」


　岡野は腕まくりをする。


「いいよ」


　智秋もニッと笑い、画面に向き直る。


　しかしいくら岡野がムキになって男性キャラを動かそうと、智秋には敵かなわない。信じられないぐらいの敏びん捷しようさでボタンを押し、自由自在に女性キャラクターを動かすのだ。


　今も岡野の動かしているキャラクターを画面のはじまで追い詰め、いいように拳こぶしをふるう。そしてとどめと言わん許ばかりに、その場で腕を大きく振りかざすと、右ストレートを決めた。岡野のキャラクターがまたしても地に伏した。


「やったー!!」


　智秋が画面を、次いで岡野を見てにんまりすると、岡野は大おお袈げ裟さなぐらい大きくため息をついた。


「やられた。まさか智秋がこんなに強いと思わなかった」


「へへへへ」


　智秋は得意げに胸を張る。


「これは俺おれ、結構自信あるんだ。洋平とよくやったもん」


「おまえそういうことは先に言えよ」


　岡野は苛いら立だたしげに煙草たばこに火を付ける。


「へへん。彰は？　これやったことあるの？」


「あったらぜーったいおまえに勝ってる」


　どうやら岡野は落ち着いた物腰とは裏腹に、負けず嫌いらしい。だがあいにく智秋も、童顔でおとなしそうな外見にはほど遠い性格をしているのだ。


「無理だと思うけどな。俺には勝てないよ」


「言ったな。よし！　待ってろ。ちょっと練習して、次は俺が勝つ!!」


　岡野が握り拳で宣言すると、智秋は鼻先で笑った。


「やってみたら？　無駄な足あ搔がきだと思うけどね」


「なんだと？」


　二人は睨にらみ合い、ほとんど同時に吹き出した。


「アハハハハ、彰ってば、いい年した大人が信じられないよ」


「何言ってるんだ。勝負事に年は関係ないんだぞ」


　岡野の言葉に、智秋は腹を抱えて笑う。


「ぷぷっ、本当に負けず嫌いなんだ～」


　智秋に合わせているのではなく、岡野は本気で悔しがっている。そこが何とも言えずおかしかった。


　そうやって笑い続ける智秋を、しばらく無言で見つめていた岡野は灰皿に煙草たばこを押しつけた。


「それじゃ飯でも食って、そろそろ帰るか」


「え～!?　もう？」


　ようやく笑いが治まった智秋は不服そうに口を尖とがらせる。


「『もう』って、もう七時過ぎてるんだぞ」


　慌あわてて腕時計を見る。


「え!?　あ、本当だ」


　いつの間にこんなに時間が経たったのだろう。まるで気付かなかった。これから夕食を食べて帰れば、九時近くになってしまう。


「わかったら行くか」


「うん」


　智秋が岡野に続いて立ち上がると、不意に岡野が振り返った。


「──少しは気分転換出来たか？」


　そうだった。そのために問題集を放り出して遊びに来たのだが、夢中になってそんなことはすっかり忘れてしまっていた。


　それぐらい楽しかったということだ。


「バッチリだよ」


「それなら良かった」


　岡野が微笑を湛たたえたのを見て、智秋は心の中に暖かいものが流れてくるような気がした。








　家まで送ると言った岡野に、「大丈夫だから」と答えて、智秋が駅に着いたのは、九時半を回ったところだった。


（結構遅くなっちゃったな）


　ゲームセンターを出てから、岡野に本格的なカレーの店に連れていってもらい、そこでさっきのゲームについて話し込んだので、予定より遅くなってしまったのだ。


　もっとも岡野と出かけたのは園子も知っているから、怒られることはないだろう。


　風が吹いて、智秋は身体を縮こませた。


（うわ、結構寒い）


　昼間は暖かかったが、今ごろの季節でも夜になるとまだ肌寒い。


「帰ったら風ふ呂ろに入って──」


　のんびりした気分でいた智秋だったが、家が近付いてくると、大事なことを思い出した。


（そうだ！　問題集をやらなくちゃいけないんだ！）


　岡野と遊んですっかり開放感に浸っていたが、明日の夜までにノルマをこなさなければならなかったのだ。


「うひゃ～」


　智秋ががっくりと肩を落とした時だった。


「お早いご帰還だな」


　洋平が自分の家の門もん扉ぴの前で腕を組み、智秋を睨にらみ付けている。


「洋平」


　彼は智秋よりも早くデートから戻っていたらしい。Ｔシャツにジーパンという普段着に着替えている。


「なんだもう帰ってたのか。でも『お早い』って……早いかぁ？　もう九時半だろ？　遅いと思うけどな」


　洋平の機嫌の悪いのは感じるが、そのまま言葉通りの意味に取ってしまう。ここに岡野がいたら、勉強の成果がまるで見えない智秋の答えに、さぞかし頭を抱え込んだだろう。


　だが物心ついた時から一緒にいる幼おさな馴な染じみである。洋平は動じることなく答えた。


「嫌味だ」


「嫌味？」


　智秋は怪け訝げんな顔をした。


　……わからない。親ではあるまいし、どうして洋平に嫌味を言われなければならないのだろう。それに洋平も今日はデートのはずである。


「洋平さあ……」


　言っている意味がわからなければ聞けばいいというポリシーに従って智秋が口を開くと、洋平が激しい調子でそれを遮さえぎった。


「おまえ、俺おれとは嫌であいつならいいのかよ！」


「はあ？」


（何言ってるんだ？）


　ますます理解不能である。洋平の言葉はまるで現代文の問題集のようだ。解説がついていない分、もっと難解かもしれない。


「どうしてダブル・デートは断るくせに、岡野とは遊びに行くんだよ！　ごまかしたって駄目だからな！　俺はおまえが岡野と映画館にいるのを見たんだ！」


「なんだやっぱりあれ、洋平だったのか。そうじゃないかと思ったんだけどさ」


　智秋が答えると、今度は洋平が呆気あつけに取られる。


「……おまえ、俺に気付いていたのか？」


「っていうか、エレベーターに乗るところな」


　洋平は智秋に視線を当てたまま、黙り込んでしまった。


「別にいいじゃん。そりゃダブル・デートを断ったのは悪かったかもしれないけど、おまえは彼女とデートしたんだろ？」


　どうしてそこまで洋平がダブル・デートにこだわるのかわからない。そして岡野と一緒に出かけたことに目くじらを立てるのかも。


「会うのは会ったけど、映画を見終わってすぐ帰ってきたよ。今日はおまえも行くからと思ってプランを練ってたけど、ダブル・デートじゃなくなったから、みゆきも友達の手前があるし」


　まるで智秋が悪いような言い方にカチンとくる。


「何だよ！　元はといえば、おまえが勝手に彼女に頼んだことだろ!?　それに自分は散々デートをして楽しんでるんじゃないか。俺が彰とどこへ行こうが洋平には関係ない！」


　けれども洋平には智秋の文句は耳に入っていないようだ。それよりも別の箇所に、注意を引かれる。


「『彰』？」


　洋平は眉み間けんに皺しわを寄せた。


「なんだよ。その『彰』ってのは。『岡野先生』じゃないのか？　『アキ兄ちゃん』じゃなかったのか？」


「え……？　ああ。彰がそう呼べっていうから。幼おさな馴な染じみだし、洋平のことは『洋平』って呼び捨てにしてるからだってさ」


　どんどん険しい表情になる洋平にまったく気付かず、智秋は気楽に笑う。


「俺おれもやっと呼び慣れたんだ。気を抜くと、やっぱり『先生』って呼びそうになっちゃってさ。その度に怒られるんだ。あ、でもちゃんと勉強会の時はけじめを付けて『先生』って呼ぶんだぜ？」


「あいつ……！」


　唸うなるような声に、智秋はようやく口を噤つぐむ。


「洋平？」


「畜生！　汚い手を使いやがって!!」


「何だ？」


　洋平は怪け訝げんな顔で聞き返す智秋の両肩をガシッと摑つかんだ。


「智秋！　だまされるな！　あいつはそうやっておまえを取り込もうとしているんだぞ！」


（はあ？　取り込む？　何だ、それ）


　洋平が冗談を言っているのかと思った。けれども街灯に照らし出されている洋平の顔は真剣そのものだ。


「ちょっと待てよ。洋平、おまえおかしいぞ。この間からどうして彰を悪く言うんだよ。彰はたまたま今日ゼミが休講で、暇だったから俺を誘ってくれたんだぜ？」


「だから！　それがわからないのか？　奴やつの手なんだよ！　昔からそうだったじゃないか！」


　その言葉に、智秋は洋平の手を振りほどいた。もう我慢出来なかった。


「『手』って何だよ！　どうして彰がそんなことをしなくちゃならないんだよ！　彰はなあ、無料ただで俺の勉強を見てくれてるんだぞ！　俺の成績が上がらなきゃ、減俸になっちゃうんだ！　だから一生懸命教えてくれてるんだよ！　だから俺も頑張ってるんじゃないか！　それなのにおまえときたら、この間から俺の足を引っ張ることばっかりしやがって！　幼おさな馴な染じみならもう少し協力してくれてもいいじゃないか！」


　洋平が驚いたような顔で、智秋を凝ぎよう視ししている。


　けれども智秋にしてみればこれでも言い足りないぐらいだ。本当は殴り付けてやりたいのをぐっと堪こらえている。


　洋平は岡野に何かあるように言っているが、智秋にしてみれば、それこそ言い掛かりにしか思えない。岡野は模擬試験からこっち、親身になって教えてくれているのに、洋平はといえば勉強会を邪魔したり、悪口を言ったりしてばかりだ。


（あんなにアキ兄ちゃんに遊んでもらったくせに、よくそういうことを言えるよ！）


　洋平は青あお褪ざめた顔で、唇を嚙かみ締めている。


　智秋はそれでも謝ろうとしない洋平に業ごうを煮やし、彼の前を通り過ぎるように歩き出す。


「おい、智秋!?」


　慌てて智秋の腕を摑つかもうとする洋平の手を邪険にはたく。


「知らねえよ！」


　せっかく良い気分で帰ってきたのに、洋平のせいでムシャクシャする。智秋は後ろを振り返らず、そのまま自宅へ帰った。




７




　体育館は白熱した熱気に包まれていた。


　智秋たちのクラスが体育の授業でバスケットボールをしているのだ。普段はあまりやる気を見せない彼等だが、今日はいつになく盛り上がっている。


　というのも──。


「塚原ー！　パースッ、パスパス！」


「まわせー！」


「小田!!　行け！　塚原を阻止しろ～！」


　智秋と洋平は敵味方のチームに分かれて試合をしていた。それは別に出席番号順に機械的に分けられたものだから珍しくもないのだが、二人の様子がいつもと違うのだ。


　洋平がボールをパスしようとすると、智秋が回り込んでなんとかボールを奪い取ろうとする。智秋は敏びん捷しような動きをして、洋平がボールを投げられないようにどこまでもしつこくディフェンスをしていた。


　二人ともまるで意地にでもなっているように、お互いが一歩も譲らない。体育の授業というよりは、バスケットで決闘でもしているかのようだ。


　洋平は智秋を睨にらみ付けると、強引に身体からだを前に押し出すようにしてボールを投げようとする。


（え!?）


　まさか洋平がそんな動きをするとは思っていなかった智秋は、一瞬よけるのが遅れた。


　智秋がハッと目を見開いた時にはもう遅く、洋平の身体がまともにぶつかる。


「うわっ!!」


　十五センチ以上も背が高い洋平と正面から激突して、智秋が無事に済むわけがない。小柄で華きや奢しやともいうべき身体は、磨き込まれた床に倒れた。


　ドン！


　かなりな衝撃だろう。鈍い音が体育館に響いた。


「小田っ！」


　座ってゲームを見学していたクラスメイトたちが顔色を変え、慌あわてて立ち上がる。


　だが一番真っ青な顔をしたのは洋平だった。二人のガタイの違いを頭に入れていなかった──いや、すっかり忘れていたのだ。


　ボールを放り出し、体育教師やクラスメイトとともに智秋のもとへ、急いで駆け付ける。


「智秋！」


　洋平を始めとするクラスメイトや体育教師が智秋を囲み、心配そうに覗のぞき込む。


「小田！」


「大丈夫か!?」


　智秋はのろのろと上体を起き上がらせると、頭を左右に振り、なんとか笑顔を浮かべた。


「……うん……まあ、何とか」


　ぶつかった衝撃に驚いたが、思ったほどはふらついていない。


　しかし体育教師は大事を取る。


「保健室へ行った方が良いな」


　教師の提案に、洋平が真っ先に反応した。


「俺おれが……」


　智秋がそれを遮さえぎった。


「そうします。松まつ山やま、手を貸してくれ」


　洋平は青い顔をさらに青くした。智秋は洋平の手を借りることを拒絶したのだ。過去、何度喧けん嘩かしても、そんなことは一度たりともなかったことである。


　智秋は洋平を傷つけたことを知っても、知らん顔をした。


（知るかよ）


　先に洋平が始めたことだ。


　──まだあれから智秋と洋平の冷戦状態は続いていた。岡野に対する暴言を謝罪しない限り、洋平を許すつもりはなかった。


　そして洋平は、そんな智秋の気持ちを知っていながら、何も言おうともしない。


（まったく強情な奴やつなんだから。でも俺の方だって絶対折れたりしないぞ）


「松山、頼む」


　智秋に指名された保健委員は、洋平と智秋の顔を見比べる。洋平は青い顔をしながら唇を嚙かみ締めると、ぷいと横を向いてしまった。


　クラスメイトはざわついた。


　二人の仲の良さは四年前、彼等が中等部に入学してきた時から鳴り響いていたのだ。ここのところ様子がおかしかったが、これで二人が喧嘩していることが露骨にばれてしまった。


（別にそれでもいいや）


　智秋は意固地になっている。


「松山！」


　智秋に強い口調で促され、松山は諦あきらめたように彼が起き上がる手助けをした。


「わかったよ。ほら」


「悪いな──それじゃ、先生」


「ああ。松山頼んだぞ」


　智秋はクラスメイトの作っている人垣を、松山とともにかき分けていく。


　洋平は松山に抱えられるように体育館を出ていく智秋から視線を逸そらし、視界に入らないように努めた。


　まるで親に見捨てられた子供のような表情をしていた。








　その日の放課後、智秋は生徒会室から校庭を見下ろしていた。気持ちのいい風が智秋の顔を優しく撫なでる。目に鮮やかな樹き々ぎが、風に揺れてそよいでいる。


　いつもであれば心休まる風景も、今は彼のざわつく心を静めてはくれなかった。


　こうやって何をするでもなくぼんやりと景色を眺めていても、どこかイライラと落ち着かない。波立っている。


　そしてそれを解消する道はたった一つしかないとわかっていても、そうする気にはなれなかった。


　生徒会室の扉が開き、智秋は身体を強こわ張ばらせる。


　が、入ってきたのは洋平ではなく、南光院と深山だった。


　智秋はホッと身体からだから力を抜く。


　南光院は窓際に立っている智秋に「おや？」という顔をした。そして微笑ほほえみながら尋ねる。


「小田、帰らなくて大丈夫なのかい？」


　智秋以外の生徒が見たら、腰砕けになりそうな笑みである。


「ああ」


　何気なく頷うなずいた智秋は、驚いて聞き返した。


「え？　何が？」


　すると深山がむっつりと言った。


「『何が』じゃないだろ？　体育の時間、塚原と正面衝突したっていうじゃないか」


　智秋は二人の情報の早さに舌を巻く。まさかもう知られているとは思わなかった。


（それにしてもどうして違うクラスなのに知っているんだ？）


　智秋は疑問を抱いたが、彼が知らないだけで、生徒会役員で学校の有名人である智秋の行動は、すぐに噂うわさとなって校内中に広まるのだ。


「別に大したことないから」


「それなら良いけど……」


　南光院は生徒会長用の椅い子すに座り、入り口の方に視線をやった。


「塚原、遅いな」


「そういえばそうだな。おーい、小田。何か聞いてないか？」


　南光院の前に座った深山が尋ねると、


「あいつのことなんか知らん」


　智秋は口をへの字にする。


　体育の時間、自分からぶつかっておいて、洋平はただの一言も謝ろうとしなかった──もっとも智秋の方も、洋平に謝る隙すきを与えなかったところがあるのだが。


　南光院と深山は顔を見合わせた。


　智秋と洋平が喧けん嘩かしていることは、これまた噂で彼等の耳にも入ってきている。


　二人の喧嘩はいつものことで、最初南光院も深山も問題にしていなかった。


　しかしどうやらいつもと様子が違う。よくある口喧嘩とは明らかに質を異にしているようだった。


　それでも南光院も深山も、そのうち仲直りするだろうと放っておいたのだが、一向にその兆きざしは見えない。


　いくら友達とはいえ、相談もされていないのにくちばしを突っ込んでは悪いと思い、今まで見て見ぬふりをしてきたのだが、四人しかいない生徒会役員のうちの二人が喧嘩をしたままでは、会長副会長共々仕事をしづらいことこの上ない。


「小田、そろそろ塚原を許してやったら？」


「そうそう。あいつ、ああ見えても神経細いからさ」


　だが智秋は二人の方を向くと、いつになくきつい口調で言った。


「何だよ、南光院も深山も喧嘩の理由を知らないんだろ!?　放っておいてくれよ！」


　智秋のことだけならいい。けれども洋平は講師としての岡野だけではなく、大事な幼おさな馴な染じみのアキ兄ちゃんまで侮辱したのだ。


　今度ばかりは、いくら南光院たちの仲裁でも聞き入れるつもりはない。


　頰ほおを膨ふくらませて、意固地になったように校庭を見下ろす智秋に、南光院はため息をつき、深山は肩を竦すくめた。








「こういう設問の場合はだな、まずポイントになる言葉が必ず出てくるから──」


　それから数日後の勉強会で、智秋は問題の解説をしてくれている岡野の声に耳を傾けていた。


　それに被かぶさるように、洋平の切羽詰まったような声が脳裏に響く。


〝智秋！　だまされるな！　あいつはそうやっておまえを取り込もうとしているんだぞ！〟


　智秋は顔をしかめた。


（洋平の奴、無料ただでこんなに熱心に教えてくれる彰のことを悪く言いやがって。何が『だまされるな』だよ！）


　ムカムカした気持ちを抱いて、智秋は目だけ上げる。


　岡野の俳優のような整った顔立ちが目に入る。通った鼻筋、そして意外に肉感的な唇は、接続詞のポイントを根気良く説明している。


　その真剣な表情に、智秋の視線が釘くぎ付づけになる。


「それじゃ、このＡの傍線の部分はどこと対になっている？」


　しかし岡野の質問は、智秋の耳に届いていなかった。


「小田君？」


　岡野はぼうっとしている智秋の頭を小突いた。


「痛いてっ」


　智秋は我に返り、頭に手をやる。


「痛いよ、先生」


「『痛い』じゃないだろう？　何をぼうっとしていたんだ？」


（あ……）


　智秋は赤くなって答えに窮した。まさか女の子じゃあるまいし、岡野の顔に見とれていたなどと答えられるわけがない。


（俺おれ……何やってるんだ……）


「もうすぐ中間試験なんだぞ？　ぼんやりしている暇はないんじゃないのか？」


（そうなんだけど……）


　なおも押し黙っている智秋に、岡野は言った。


「どうも気分が乗らないみたいだから、一休みするか」


「……うん」


　智秋はシャープペンシルを問題集の上に転がすと、本棚に寄り掛かる。


（俺、どうしちゃったんだろう）


　岡野の言う通り、もうすぐ中間試験だ。今までやった勉強の成果を発揮しなければならない時なのだ。惚ほうけている場合ではない。


（しっかりしろ！）


　智秋が自分で自分に活かつを入れていると、岡野は窓を開け、煙草たばこの匂においが部屋に残らないようにし、立ったまま美味おいしそうに煙草を吸い出す。


「……そういえば、ここのところ洋平はゼミに来ないな」


「……あ、うん……」


　そうなのだ。


　それまではどんな口くち喧げん嘩かをしても、たとえ教室ではみゆきと並んで座っても、ゼミへ行くのだけはやめなかった洋平が、あれ以来行かなくなってしまった。


　みゆきは当然理由を聞かされていると思っていたが、ついこの間、彼女の方から尋ねてきた。


「ねえ、小田君。塚原君、具合でも悪いの？」


　どうやら彼女も何も聞かされていないらしい。その事実に却かえって智秋の方が驚いてしまった。


　だがまさか洋平の彼女に「自分と喧けん嘩かしたからだ」とは告げられず、「わからない」で押し通した。


　洋平の岡野に対する偏見を解かなければ──と思うものの、どう話したらいいのかわからないのが本音だった。


　智秋と一緒に遊んでもらった岡野を、なぜあそこまで敵視するのかわからないが、今の洋平には智秋の言葉を素直に聞き入れる余地があるとは思えない。


（あいつ……どうしてあんな言い掛かりをつけるんだ？）


　岡野が必死に現代文を教えてくれていることは、勉強会を邪魔しに来た洋平が一番良く知っているはずだった。


（彰はこんなに良くしてくれているのに）


　そんなにダブル・デートを断ったのが気に入らなかったのだろうか。


　岡野は考え込むように顎あごに手をやる。


「あれだけ息巻いていたわりに、この勉強会にも顔を見せないし」


「……うん……」


「智秋？　何か知らないか？」


「え？」


　顔を上げた智秋と岡野の目と目が合う。


　岡野はみゆきとは違う。言い訳やごまかしが通用しない。


　岡野の強い視線に、智秋はたじろいだ。


　まるで蛇に睨にらまれた蛙かえるのように、冷や汗をかき、次第に俯うつむく。


「どうした？　喧けん嘩かでもしたのか？　洋平を呆あきれさせるようなことでもしたのか？」


　その言葉に、智秋は鋭く反応した。


（冗談じゃないや！）


　智秋に非はないのだ。あくまでもわけのわからない行動を取る洋平が悪い。


「そんなんじゃない！」


　智秋はきっぱりと否定した。岡野に告げ口するような真似まねは嫌だったが、誤解されるのはもっと嫌だ。


「洋平が彰のことを悪く言うから！」


　岡野は眉まゆをひそめた。


「……洋平が？　何だって？」


　少しためらった後、智秋は続けた。


「あいつ……この頃ごろおかしいんだ。前に彰と渋谷に行った時、映画館であいつを見掛けたって言っただろ？」


「ああ」


「あいつも俺おれが彰と一緒のところを見ていて、帰ったら凄すごい剣幕でさ。『どうして俺のは断ってあいつとは一緒にいくのか』って。


　……本当はあの日、俺洋平にダブル・デートをしないかって誘われてたんだけど、あいつが今付き合っている子が俺は苦手で、だから断ったんだ。そうしたら何だかそれをずっと根に持っているみたいでさ」


　岡野は目を眇すがめた。


　煙草たばこの紫煙が風に乗り、もうすぐ梅雨つゆの入りを思わせる湿った空気と入り交じる。


「……それでか」


「うん。本当にあいつこの頃おかしいんだよ。……こんなこと彰に言いたくないんだけど、何かって言うと彰のことを悪く取るんだ。この間渋谷に行った時のことも、『それが彰の手だ』とかなんとか言っちゃってさ。……それで喧嘩になっちゃって。


　俺には洋平が何を言ってるのか、さっぱりわからないよ」


　岡野は何とも言えない顔をして、智秋をじっと見つめていた。


　煙草の火がじりじりと燃え、灰が今にも落ちそうなのにも気付かない。


　智秋は何のコメントも発しない岡野を不思議に思い、その手元に気付くと目を見開いた。


「彰！　煙草！」


　その言葉に我に返った岡野は、慌あわててテーブルに置いてある小さなガラスの灰皿に手を伸ばした。


　間一髪。危ういところで、灰は絨じゆう毯たんを焦こがさずに済んだ。


　岡野は大きく息をつく。


「ふー、やばかった」


「びっくりした～」


　智秋も胸を撫なで下ろす。大事に至らずに済んで良かった。


　岡野はさすがにもうそれ以上煙草を吸おうとせず、灰皿ごとまたもとの位置に座り、落ちてきた前髪をかき上げる。


　そしてぼそっと言った。


「洋平も寂しいんだろうな」


　思ってもみなかった言葉に、智秋はきょとんとする。


「寂しい？」


「ああ」


（あいつが？）


　信じられない。彼女もいるし、智秋以外の友達もいる。


「寂しいなんて感じ、全然しないけどなあ」


　第一、なぜ寂しいと智秋に喧嘩を吹っ掛けてくるのだ？


　智秋が首を捻ひねると、岡野は苦笑した。


「ずっと智秋と一緒だっただろ？　それがここのところ勉強会で遊べなくなったじゃないか。急に隣がぽっかりとあいちゃって、それで俺おれに取られたような気がしているんだろう」


　そんなものなのだろうか。


　でもこっちは遊んでいるわけではない。必死で勉強をしているのだ。


　それなのに責められるのは、何だかとても理不尽な気がする。


　智秋が面白くなさそうな顔をしていると、岡野は宥なだめるように彼の頭を撫でた。


「まあ、今に智秋にもわかるさ」


　そうなのだろうか？　そんなものなのか？


　疑問はまだ残るが、それよりも岡野の扱い方に怒りを感じた。


「俺、子供じゃない！」


　智秋がむきになって言うと、岡野は面白そうに笑い、


「そうか？」


「そうだよ」


　子供ではないという智秋の言葉が本当かどうか、まるで値踏みでもするかのようにじっと見入っている。


（……あれ……？）


　自分を凝ぎよう視しする岡野に、智秋はなぜかドキマギして、問題集に視線を落とす。


「勉強しよう！　先生！　勉強！」


「そうだな」


　智秋の心臓は、それからなぜかしばらく落ち着かなかった。




８




　中間試験を終えて一週間後の昼休み、智秋はニタニタ笑いが止まらなかった。


　食堂から戻り、机の中に入れてある採点の済んだ答案用紙をたまに取り出しては、にんまりしている。何度見ても見飽きない。何度見ても気分が良い。終しまいには見なくても、ヘラヘラと笑っていた。


　当然そんな彼の姿は、クラスメイトから気味悪がられた。


「何だよ、小田。一人で思い出し笑いなんかして」


「そうだよ。おまえ、いやらしいぞ」


　しかし智秋のヘラヘラ笑いは、そんなことぐらいでは止まりそうもなかった。


（言いたい奴やつは何とでも言え！）


　再び智秋は懲こりもせず、机の中を覗のぞき込んでは答案を眺めた。


　すると、智秋の態度を不審に思ったクラスメイトの一人が、智秋の肩越しに覗き込んで大声を上げる。


「おい！　小田！　現代文の中間六十点か!?」


　途端に教室中がどよめいた。


　智秋は満面の笑みを浮かべる。


　そう。智秋は岡野の必死の特訓の甲か斐いがあって、中間試験の結果が、なんと六十点だったのだ。午前中の授業で答案用紙を返された智秋は、我ながら信じられない点数に天にも昇る心地だった。


　普通の成績を取る人間から見れば、六十点はいい成績ではない。しかし現代文が致命傷だった智秋にしてみれば、まさしく快挙と言っていい点数である。


「すげえな、小田！　どうやって勉強したんだよ！」


「えっへっへー」


　智秋は笑って答えない。


「それにしても信じられないな」


「おまえ国語はからっきし駄目だったのにさ」


　何を言われても、智秋は上機嫌である。


「いよいよ天変地異の前触れか」


「おっそろしーい。小田、やめてくれ～」


　周りが騒げば騒ぐほど、いかに智秋の成績を上げるのが不可能に近かったかが証明されるようなものだ。


（気分良いなあ）


　そんな中、ふとこちらを窺うかがっていた洋平と視線が合ったが、彼はすぐに顔を背けた。


　仲直りをするきっかけを失い、ここ二週間以上冷戦状態は続いたままである。


　いつもならそんな洋平の姿に動揺するが、今日は違う。


　岡野にこの答案を見せることしか念頭にない。


（彰、どんな顔をするかな）


　喜んでくれるだろうか。


　あいにく今日は智秋の受講しているゼミも、勉強会もない日だったが、答案を見せるために新宿ゼミナールまで行くつもりである。


　一刻も早く、岡野に見せたい。


　智秋は学校の授業が終わるのを、うずうずしながら待っていた。








　だがそんな日に限って、授業は七時間目まであるし、ホームルームは長いし、運悪く掃除当番だったりするのだ。


（何だよ、もう）


　全部蹴け散ちらして岡野に見せにいきたかったがそうもいかない。じりじりしながらそのすべてを終え、クラスメイトが目を見張るような速さで教室を出ると、バス停まで走る。


　もう少しで発車してしまいそうなバスに全力疾走で乗り、そして調布に着くと、次に駅の階段を駆け上がり、電車に飛び乗って新宿ゼミナールを目指した。


　そんなこんなで、予備校に着いた時には、智秋はぜいぜい息を切らしていた。


（疲れたあ……）


　智秋ははやる気持ちを抑えながらも、講師控え室へ急ぐ。早くしないと講座が始まってしまうのだ。もうあと十数分しかなかった。もちろん手には中間試験の答案をしっかり握っている。


　講座を受けにきた生徒達も、慌あわただしく教室へ入っていく。


　その人波を縫って、智秋が焦あせりながら半ば走るように廊下を歩いていると、角を曲がったところで人影とぶつかってしまった。


「うわっ！」


　相手の胸と顔面が当たり、思わず悲鳴が上がる。


「痛いててて……」


　智秋が答案片手にぶつかった鼻を手で押さえると、


「これは失礼。怪け我がはないかな？」


　聞き慣れない声に顔を上げると、四十代半ばの、どこかで見たような顔が智秋を見下ろしていた。


（あれ？　……ああ！）


　新宿ゼミナールの理事長、湊啓一郎だった。一度岡野の講座で一緒になったので、見覚えがあったのだ。


「悪かったね」


「いえ。俺おれも急いでいましたから」


「お互い気をつけないとね」


　男はニコッと笑うと、智秋の横を通り過ぎていく。


（へえ）


　間近で見ると貫かん禄ろくがある。さすがに最大手の予備校の理事長をしているだけのことはあった。


　とその時、建物全体に予鈴が鳴り響き、講座開始十分前を示す。


「うわ！　感心している場合じゃないや！」


　変なところで時間を食ってしまったために、もう時間がない。


　それが証拠に、講師たちが次々控え室から出てくるところだった。


（やばい！）


　まさかもう岡野は教室へ向かってしまってはいないだろうか。もしそうだとしたら、あと最低一時間半は待たなければならない。一コマ目と二コマ目の間に十五分の休憩を挟んでいるが、下手をするとその時間は質問を受け付けたりするので、智秋と話す暇などないかもしれない。


　最悪三時間以上待つのは勘弁してほしい。さすがにそんなに待つ自信はなかった。しかしそうすると、今日岡野に答案を見せるのは無理だ。


（冗談じゃないぞ）


　何のためにここ一か月近く頑張ったというのだ。すべてはこれ、現代文の点数を上げるためである。


　智秋の点が上がらなければ、岡野も減俸になってしまうのだ。早く答案を見せて、彼を安心させてやりたかった。


（絶対今しかない！）


　講師たちを避けながら、智秋は控え室へ足を踏み入れた。もうすでにほとんどの講師は教室へ向かっていて、がらんとしている。


　しかし岡野はまだ部屋にいた。


（彰！）


　智秋は顔を綻ほころばせる。


　──が、


「嫌だわ、先生」


「なんでですか。そうでしょう？」


　岡野は一人ではなかった。加那子と親しげに話し込み、声を立てて笑っている。


　加那子は襟えりぐりの深いワンピースを着ていた。胸の谷間もあらわで、目を上げれば中まで容易に覗のぞけそうな代しろ物ものだ。


　彼女の手は岡野の肩に置かれていた。


　そこが講師控え室ということを忘れているかのように、二人はぴったりと密着している。


　そして岡野はそれを嫌がっていないようだった。それどころか智秋には、岡野が目め尻じりを下げているように見える。


　何ともいえない不愉快な気持ちが、心の奥底からどす黒い感情となって湧わき上がってきた。


（何だよ、それ）


　知らず知らずのうちに手に力が入り、智秋はせっかくの答案をもう少しで握りつぶしそうになる。


（何なんだよ、それ！）


　裏切られたような気分だった。頭を強く叩たたかれたようなショックが智秋を襲う。


　入り口のところで智秋が立ち尽くしていると、ようやく二人は彼の存在に気付いたようだった。


「あら」


「小田君？　どうした？」


　しかし智秋は答えない。何だかあんなにも誇らしかった六十点や、岡野に早く知らせたくて急いで来たことが、急に馬鹿みたいに思えた。


　加那子は岡野から離れ、机から自分の教材を手にすると、嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ。その効果を十分知り尽くしている女の笑顔である。


「それじゃ岡野先生。お先に」


　だが智秋の横を通り抜ける時、加那子が口の端を上げて見せたのは、また別の種類の笑みだった。


「用があるなら早くなさい。岡野先生も授業があるのよ」


　優雅な足取りで控え室を出ていく彼女を、智秋は口をへの字にさせて見送った。


　誰だれもいなくなった部屋で、岡野が寄ってきて親しげに肩を叩く。


「ん？　どうした？　今日はゼミじゃないだろ？　俺おれに用があるんじゃないのか？」


　智秋はハンサムな岡野を見つめ返す。


（そうだよな。顔も良いし、背も高いし、高給取りだし。おまけにあんなすごい部屋に住んでるんだもんな）


　女性にもてない方がおかしいのはわかっているが、そう考えれば考えるほど面白くない。


　そんなむっとした気持ちが顔に出てしまったらしい。岡野が問い掛ける。


「智秋？」


　智秋は学校を出た時に比べて、幾分くたびれた答案用紙を岡野の目の前にニュッと差し出す。


　岡野は怪け訝げんな顔をしながら受け取り、それが何かわかると感嘆の声を上げた。


「え!?　おい！　やったじゃないか！」


　顔を輝かせて答案を見入る。


「すごいな！　六十点か！　頑張ったな～!!」


　岡野は智秋と答案用紙を代わり番こに眺めては悦に入っている。


　しばらく感慨に耽ふけると、今度は素早く視線を走らせ、どこで間違えたかチェックし始めた。


「そうか。ここで引っ掛かったんだな。──なるほど」


　岡野は嬉うれしそうだった。智秋も採点の結果と、岡野の嬉しそうな姿を見て、一緒に喜ぶはずだった。


　ところがちっとも嬉しくない。


（どうしてだ？）


　自分でもわからない。


　けれども先程目にした岡野と加那子の親しげな様子が、何度もちらつく。それを思い出す度、熱い塊かたまりのようなものが込み上げてくる。


　訳のわからない、胸を塞ふさぐようなどろどろとした感情が、依然智秋を捕らえて離さない。


「いや～、それにしてもよくやったよ。立派立派」


　岡野は智秋の不機嫌な様子に少しも気付かず、ひたすら感激し、ご褒美とでもいうように、智秋の頭を撫なでた。


　そのいかにも智秋を子供扱いする振る舞いに、彼はカッとなって岡野の手を振り払った。


「智秋!?」


「俺おれ、子供じゃない」


　岡野は苦笑した。


「わかってるよ」


「わかってない！」


　智秋は悔しそうに唇を嚙かむ。


　──まるでわかっていない。


　岡野にとって智秋は、いつまで経たっても幼い時に遊んだあのイメージしかないのだ。


　智秋だって、だだっ子みたいにこんな風に言い張れば、ますます子供っぽく思われることは知っていた。


　それでも……。


「おい、どうしたんだ？」


　岡野は機嫌を取るかのように、笑って問い掛けた。


「こんな良い点を取ったのに、何が気に食わないんだ？」


　それがわかれば苦労はしない。猛たけ々だけしい気分が智秋を支配し、自分でもどうすることも出来ないでいる。


「智秋？　何だよ。おかしいぞ？」


　それが智秋に火を付けた。


　怪け訝げんそうな顔をする岡野に、智秋は食ってかかる。


「どうせ俺はおかしいよ！　子供だよ！」


「なんだ？　いったいどうしたんだ？」


　自分でも何を言いたいのか、この苛いら立だちが何なのかまるでわからない。


　ただ智秋の横を通り過ぎる時の、加那子の優越感に浸った笑みが堪たまらなく癇かんに触った。


　頭に浮かんだ疑問をそのままぶつける。


「芳川先生と仲良いのかよ!?」


「はあ？」


「今二人で話してたじゃないか!!」


「ちょっと待て、智秋」


　いつもと違う智秋の様子に岡野が面食らっていると、本鈴が鳴る。


　岡野は少しホッとしたような表情を浮かべると、智秋に言い聞かせるように言った。


「講座が始まるから、話は終わってからにしよう。今晩電話するよ」


　岡野は答案を智秋に返すと、教材を取りに自分の席へ引き返す。暗に帰れと言われ、納得出来ずに智秋もついていく。


　手早く用意する横顔を見ているうちに、智秋は自分でも思っていなかった言葉が口からスルッと滑り出た。


「……好きなのかよ、芳川先生が」


　岡野が目を見開き振り返る。岡野も驚いているようだが、智秋自身もびっくりしていた。


（俺……）


　なぜ自分がこんなことを聞いているのか──。


　いくら幼おさな馴な染じみとはいえ、岡野のプライベートなことに智秋が口を挟む権利などない。これ以上踏み込んではいけないとわかっていても、聞かずにはいられなかった。


　何か熱い衝動が智秋を突き動かす。


「好きなのかよ!?　答えろよ！」


　岡野は何も言わず、黙って問題集を脇わきに抱えた。


　無視されると、ますます頑固になる。


　──岡野に身体をぴったりとくっつけていた加那子。それを拒みもせず、嬉き々きとしていた岡野。頭の中を二人の構図がぐるぐると回り続ける。


「好きなんだろ!?」


　岡野がそう答えることを半ば予期していた智秋は、一瞬何が起こったのかわからなかった。


　腰が引き寄せられ、岡野の整った顔が目の前にある。


（……え……？）


　状況を把握出来ないうちに、暖かい唇が智秋の唇を覆った。


（何……？）


　驚いて薄く開いたままの唇に、舌がスルリと潜り込む。敏感な歯の裏側を十分に嬲なぶると、舌が絡み付いてきた。


「……んっ！　んん……」


　キスは終わるどころか徐々に深くなっていき、智秋をパニックに陥おとしいれる。


　現代文の試験の中で最高点の答案を持ったまま、智秋は岡野の胸を力任せにどんどん叩たたいた。けれども思っていたよりも力強い手は、智秋の腰を抱き締めて離さない。


　彰にキスされている……。


　その事実に、智秋はまったくついていけなかった。頭の中が真っ白になる。


　呆ぼう然ぜんとしている間に、岡野にいいように口こう腔こうを探られる。


「ん……」


　標準より小柄な智秋とは対照的に、彼を抱く岡野は、見た目よりも遥はるかに広い胸をしていた。抱き締められていると智秋がすっぽりとその中に入ってしまう。


　控え室の入り口からは、岡野の後ろ姿しか見えないかもしれない。


　智秋は舌をきつく吸われて、ぽうっとなった。


（何だ……これ……）


　浮遊しているような感じだ。


　生まれて初めてのキス。身体からだの内側から熱くなり、そのまま燃えてしまいそうな感覚。キスがこういうものだとは知らなかった。


　智秋は身体に力が入らず、答案用紙ごと岡野の腕にしがみつく。


　唇の端から飲み込めない唾だ液えきがつうっと伝い、智秋の上着を濡ぬらす。


「う……」


　息苦しさに智秋が呻うめくような声を上げると、岡野はビクッと身体を震わせ、火傷やけどでもしたように智秋の身体を離した。


　始まった時と同じで、それは突然終わった。


　何が何だかわからない。


　智秋は初めてのキスの衝撃で、只ただ々ただ呆ぼう然ぜんとしている。


　岡野は少し青い顔をすると、前髪をかきあげる。何か言いたげに口を開いたが、いつの間にか床に散らばっていた教材と智秋の鞄かばんを拾い上げると、瞬まばたきもせずに突っ立っている智秋に鞄を押しつけ、結局何も言わず講師控え室を出ていった。


　智秋は鞄と、くしゃくしゃになった答案を胸に抱き締めていた。我に返ったのは、それからたっぷり五分以上経たってからのことだった。
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「熱があるわねえ」


　園子はベッドで赤い顔をして寝ている、息子の額と自分の額に手を置いて首を捻ひねった。


「風邪でも引いたのかしら？」


　答えを求められても智秋はだんまりを決め込んで、布団を首まで掛ける。


　なぜ熱が出たのか、理由は自分が一番よくわかっている。


　昨日のキスのせいだ──。


　あまりにも驚き、あれからずっと考えていたせいか、夜中ごろから急に頭だけが異様に熱くなってきたのだ。いわゆる知恵熱というやつだろう。


　けれどもまさかそんなことを園子に話す訳にはいかなかった。


「これじゃ今日は学校はお休みね」


「うん」


「そういえば勉強会もあるんだったわね」


　園子の言葉にギクッとする。


　今一番会いたくないのは岡野である。いや、会いたくないというのではなく──どういう顔をしたら良いかわからないと言った方が正しい。


　園子が横になっている智秋の顔を見下ろしたので、彼は思わず目をつぶり、元気のないふりを装った。


　いつもは元気一杯な息子の珍しくぐったりとした姿に、母親は断を下す。


「その様子じゃ無理ね。彰君には電話しておくから」


「……うん」


「ほら、薬を飲んで」


　上体を起こされ、強引に風邪薬を飲まされる。


「おとなしく寝てなさいよ」


　園子は盆に薬と水を載せ、釘くぎを刺さすと部屋を出ていった。


　智秋は再びベッドに横になる。やれやれである。


　いつもならこの程度の熱では、園子はすんなり学校や勉強会を休ませてはくれないが、やはり昨日持ち帰った中間試験の結果が利いているのだろう。


　昨夜ゆうべ答案用紙を目にした園子と邦義は、踊り出さんばかりに喜んだ。


「彰君のお陰だ」


　二人は口を揃そろえてそう言った。


　昨日までなら智秋も素直にそれに頷うなずいただろう。けれどもあんなことがあった後では、それどころではなかった。


　岡野はどうしてあんなことをしたのか。


（男同士なのに……）


　わからない。もちろん男子校の高森学園に中学から通っている智秋なので、そういうことを珍しいとは思わない。南光院や深山達のその手の噂うわさは耳にしたこともある。


　だが岡野は──彼は大切なアキ兄ちゃんなのだ。


　……きっと何かの拍子に、間違えたのだ。


（そうだよ……。俺おれが芳川のことをしつこく聞いたから）


　それでカッとなって、あんなことをしたに違いない。それしか岡野の行動の理由は説明出来ない。


　しばらく天井を睨にらみ付けながらじっと考えていた智秋は、瞼まぶたが重くなるのを感じ、そのまま眠りについた。








　何時間ぐらい眠ったのだろう。夢とも現実ともつかない狭はざ間まを行きつ戻りつした揚げ句、智秋はようやくぼんやりと目を開け、何度か瞬まばたきをする。


　どんな夢を見ていたのか覚えていないが、良く眠ったはずなのに、頭のどこかが重く、すっきりしない感じである。


　それでも智秋がまだ半分夢うつつの状態で、ベッドサイドに置いてある目覚時計を見ようと寝返りを打つと、


「智秋、目が覚めたのか？」


（……え!?）


　聞き覚えのある声に、一遍に目が覚める。


　夢ではない。


　智秋が目だけ上げると、新宿ゼミナールへ行く途中なのだろうか、パリッと背広を着た岡野が椅い子すに腰掛けて、こちらを見つめていた。


　慌あわてて起き上がろうとすると、岡野が椅子から立ち上がり、それを押しとどめた。


「ほら、寝てなきゃ駄目じゃないか」


　一瞬岡野の顔が昨日と同じぐらい接近して、智秋は思わず身構えてしまった。


「や……！」


　岡野の動きが止まる。


（……あ……）


　まずいと思った時にはもう遅く、拒否の言葉は口から零こぼれ落ちてしまっている。


　だが岡野は何事もなかったかのように、智秋をベッドに寝かしつけた。


「熱が出たんだってな。おばさんから電話をもらったよ」


　智秋は身体からだを固くしたまま、岡野と視線を合わせないようにする。


（だって……何を話せばいいんだよ）


　言葉がうまく出てこない。


　つい昨日まではいくらでも話すことはあったのに、まるで舌が凍り付いてしまったようだ。それにうっかり口を開けば、きっと今のようにまずいことを口走ってしまうに違いない。


「おばさん、今買い物に出ているんだ。俺おれが見舞いに来たら、『あらちょうどいいわ』って、ついさっきな。ああいうところ昔と変わらないよ。ざっくばらんて言うか、おおらかって言うか」


　岡野の口調はあくまでもいつもと変わらないが、智秋が答えない分、必要以上に口を利いて沈黙を作らないようにしていると思うのは、智秋の考え過ぎだろうか？


　逡しゆん巡じゆんしていると、頭上から声が落ちてきた。


「……熱、俺のせいだろ？」


　図らずも頰ほおが赤く染まる。図星を指され、脈拍が早くなる。


　ドクンッと心臓の音が耳元で大きく響き、智秋は焦あせった。


　しかし焦れば焦るほど、熟うれたトマトのように顔は真っ赤になっていく。頭に血が上り、自分ではどうしようもない。


「そうか……やっぱりな」


　岡野がため息混じりに呟つぶやくのが聞こえた。


　部屋の中には静寂が漲みなぎり、智秋は感覚が鋭くなり、岡野の息遣いの一つ一つがはっきりと聞こえている。


（どうしよう）


　泣きたくなるほど沈黙が痛い。何か他の話題を、とも思うが、思考が錆さび付いてしまったらしく、こういう時に限って何一つ思い付かない。


　掛け布団をギュッと握ると、岡野が動く気配を感じ、智秋はギクッとして目だけ動かした。果たして、岡野はベッドの脇わきに膝ひざ立だちをしている。


「あ……彰……？」


　うわずった声を出すと、その日初めて岡野の名前を呼んだことに満足したのか、彼は優しく微笑ほほえんだ。


　だがそれもわずかのことで、岡野は今まで見たこともないような真剣な面おも持もちで、話し始めた。


「智秋。おまえは間接的に言ってもきっとわからないと思うからはっきり言う。


　──俺おれはおまえが好きだ。恋愛の対象として好きなんだ。だから昨日おまえにキスをして、熱を出させたことは謝るけど、キスしたのは謝らない」


　智秋は目を大きく見開いた。


　今岡野は何を言った？


　頭の中で岡野の言葉を反はん芻すうするが、意味がすんなり入ってこない。頭が理解することを拒否しているのかもしれない。


（好きだ？　恋愛対象？　そう言ったのか？）


　本当に岡野はそんなことを言ったのだろうか？


　何か聞き間違いではないのだろうか。とうとう熱が頭に来て、自分はおかしくなってしまったのではないだろうか。そんな恐れさえ抱き始める。


　しかし智秋の混乱をよそに、岡野は続けた。


「噓うそじゃない。すぐには智秋も考えられないかもしれない。でも俺は本気なんだ。本気でおまえが好きだから。


　……俺の気持ちを受け入れられるかどうか、よく考えておいてくれ。返事は急がないから」


（何だ!?）


　あまりにも意外なことを聞かされたショックで、智秋は今にも気が遠くなりそうだった。


　一方明快すぎるほど明快に自分の気持ちを伝えると、岡野はそれですっきりしたのか、やけに晴れやかな顔つきをしている。


　ちょうどその時、階下でドアを開ける音がした。


「ただいまー、彰君、ごめんなさいねー」


　脳天気な園子の声が響き渡る。


「ああ、おばさんが帰ってきた」


　岡野は立ち上がり、


「じゃあな。治るまで安静にしてなさい。勉強会はそれからだ」


　最後だけ講師に戻ってそう言うと、まるで今し方の告白は智秋の幻想に過ぎなかったと思わせるほどあっさりと、部屋から出ていった。


　だが夢なんかではないことは、この不自然な胸の鼓動が証明している。


　一階で岡野と園子が話しているのが聞こえた。


「それじゃ失礼します」


「あら。お茶ぐらい飲んでいって」


「いえ。予備校がありますから」


「そお？　ごめんなさいね」


　園子と挨あい拶さつする声に続いて、ドアを開く音とともに岡野は帰っていった。


　すぐに園子が階段を上ってくる音が聞こえ、智秋はいそいで壁際に寝返りを打つと、頭から布団を被かぶる。


　そっとドアが開き、園子が様子を窺うかがっているのを感じ、寝たふりをした。


　今は誰とも口を利きたくない。頭が混乱している。


　やがてドアが閉まり、園子がまた下へ降りていく足音を聞くと、やっとホッとして上を向いた。


〝でも俺おれは本気なんだ。本気でおまえが好きだから〟


（そんなこと言われたって……!!）


　智秋は枕まくらを抱え、考え込む。


　確かに岡野は好きだが、それは大切な幼おさな馴な染じみということで、岡野が言うところの「恋愛対象」として好きなのかは、皆目見当も付かない。


　そもそもそんな目で岡野を見たことがないのだ。急に言われても困る。


　……でもそれなら、昨日のキスはカッとなった弾みでしたわけではなかったのだ。


　唇に触れると、昨日のキスの感触が蘇よみがえる。


　柔らかくてしっとりとした暖かい唇が自分の唇を覆い、そして……。


　そこまで考えて、智秋は顔を真っ赤にした。


「うわぁ～！」


（俺、何考えているんだ！）


　そんなことを思い出すなんて、岡野に毒されたとしか考えられない。


　──わからない。あんなことを突然告白されてもわからない。智秋は女の子とさえ付き合ったことがないのだ。


　恋愛対象として人を好きになることが、どんなことかなんてまるでわからない。


　智秋にわかるはずがないのだ。








「智秋」


　悶もん々もんとした時間をベッドの中で過ごしていた智秋は、半分開けた扉からおずおずとした声に呼ばれ、顔を上げた。


「洋平」


　洋平は制服のままである。学校から家に帰らず、そのままここに寄ったらしい。


「風邪引いたって聞いたからさ。──入っていいか？」


「おう」


　洋平は頭が鴨かも居いにぶつからないように屈かがみ、部屋に入ると、勝手知ったる何とかで椅い子すに座る。しかしずっと喧けん嘩かをしているせいか、居心地悪そうに身み動じろぎをした。


　こうやって洋平と面と向かって会うのは、随分久し振りな気がする。


　そういえば洋平と喧けん嘩かしたそもそもの原因は岡野にあった。


　岡野……。


　岡野が自分をどう見ているか知りもしなかったのは──それがわかったのはついさっきなのに──かなり昔のことのような印象がある。


（「好き」なんて……）


「その……大丈夫なのか？」


　目を伏せた智秋を、だいぶ悪いと勘違いしたのか、洋平は心配そうに尋ねた。


「おまえが熱出すことなんて滅多にないから焦あせった」


　どうして智秋が熱を出したか知れば、洋平もきっとびっくりするだろう。そのことが頭にこびりついて離れない智秋は、返事をすることを忘れていた。


　すると、


「あー、智秋……まだ怒っているか？」


　洋平は男らしい容よう貌ぼうを、決まり悪そうに歪ゆがませた。


「悪かったよ。何だか岡野におまえを取られちゃったような気がしてさ。……おまえが言う通り、あいつはおまえの現代文の成績を上げるために頑張っているんだもんな」


　そうじゃない。それだけではないのだ。


　そのために頑張ってくれていると思っていた。だから智秋も必死で勉強をしたのだが、岡野の心にはもっと他のものもあったのだ。


「う……」


　不意に涙が込み上げてきて、智秋は嗚お咽えつを漏らす。


「と、智秋……」


　洋平はギョッとしたように目を見開いた。智秋が人前で涙を見せるなんてことは、洋平が物心ついて以来数えるほどしかない。


　洋平は立ち上がり、智秋を慰めようとおろおろする。


「悪かったよ。俺おれが悪かったからさ」


　智秋は頭かぶりを振った。そのことが悲しくて泣いているのではない。


　何かを失ってしまった悲しさに、涙が止まらないのだ。
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「それでは次に学期末の生徒会総会の件ですが──」


　生徒会室に南光院の穏やかな声が流れる。


　集まっている各クラス委員たちはその声と姿に見み惚とれながら、南光院の言葉を一言たりとも聞き漏らさないように、熱心に耳を傾けていた。


　そんな中、智秋だけは違うことを考えていた。


（どうしよう……）


　智秋の心はあれ以来ずっと千々に乱れている。


〝俺おれの気持ちを受け入れられるかどうか、よく考えておいてくれ。返事は急がないから〟


　人から告白されたのも初めてなら、キスされたのも初めてだ。しかもそれが怒ど涛とうのように一遍に押し寄せてきたものだから、混乱に拍車をかけている。


　自分が岡野をどう思っているか、そこまでまだ思考が辿たどり着かないのだ。


　昨日のゼミも、もう熱が下がってしまったので出席することは出席した。そうしないと園子がうるさいからだ。


　ここのところずっと予備校をサボっていた洋平が、仲直りをしたためにまた一緒に行ってくれたのが救いだった。


　珍しくも熱を出したり泣いたりした智秋を心配した洋平は、以前のように智秋と並んで座り、みゆきをむくれさせた。


　智秋は岡野とどんな顔をして会えばいいかわからず、授業中、たまに岡野と目が合うととても気まずい思いをして、すぐ視線を逸そらしてしまった。


　岡野がそれをどう受け止めたのかわからないが、講座が終わって呼び止められたのにもかかわらず聞こえないふりをして、ずっと続けていた問題集の質問もせずに帰ってきてしまった。


　岡野だけではなく、そんな智秋に洋平が疑問を抱いていたのも知っていたが、敢あえて気付かないふりをした。


「……です。小田。──小田？」


　自分の考えに囚とらわれていた智秋は、南光院の問い掛けに我に返る。


「あ……えっと……？」


　南光院や深山、そして洋平のみならず、集まっているクラス委員たちが怪け訝げんそうに智秋に注目している。


　聞いてなかった。


　智秋が顔を赤らめると、隣からぼそっと声がする。


「会計報告の件だ」


（洋平）


　智秋は目で洋平に「サンキュ」と伝えると、南光院に聞かれたことを答える。


「プリントの三枚目を見てください。これですが──」


　智秋が説明し始めたのを聞きながら、南光院、深山と洋平は顔を見合わせ物言いたげな表情をし、他のクラス委員たちにわからないように小さく肩を竦すくめると、すぐにまたプリントに視線を落とした。








（駄目だなあ、俺おれ……）


　智秋はため息をつきながら、ゴミ箱を持って裏庭にある焼却場へ向かう。


　生徒会でぼうっとしていただけでなく、授業も頭に入ってこない。全然集中出来ないのだ。


　このままではまた現代文がわからなくなってしまう。


（それもこれも彰のせいだ！）


　難問を突き付けられ、未いまだ答えを見つけらずにいる智秋は、つい岡野に当たってしまいそうになる。


　こんなに一つのことを考えたことはない。


　考えれば考えるほどわからなくなり──本当は彰をそういう意味で好きかどうかという、至ってシンプルな話ではあるのだが──単純なだけに、自分の気持ちがはっきりしなかった。


　燃え盛る焼却炉にゴミ箱をひっくり返してゴミを捨てると、それを引きずりながらまた来た道を戻ろうとする。


　すると植え込みの向こうから、何やら人の話し声がした。


　何気なく耳を澄ませると、


「あなたが好きなんです！」


（げげっ！）


　これは紛れもなく告白である。


　男子校だが、その手の話題に事欠いたことはない。


　しかしいつも耳にするのは噂うわさばかりで、智秋が直接こうした現場に出くわしたことはなかった。


（本当にあるんだ）


　自分の悩みはひとまず置いておいて、取り敢えず好奇心が優先する。


　智秋はゴミ箱を抱え、足音を忍ばせて、植え込みに身を潜ませた。


「入学した時からあなたにあこがれていたんです」


　告白している方に視線を走らせると、一年の学年章をつけている。


（一年生か。そういやまだ初うい々ういしいや）


　この点においては、絶対うんとは言わないだろうが、智秋は告白している一年に負けず劣らず可愛かわいらしい。


　岡野が以前智秋を「可愛い」と評したのは、高森学園の生徒なら誰だれもが深く頷うなずくだろう。


「お願いです！　僕とつきあってください！」


（おおっ！）


　その率直な告白に感動した智秋は、相手が誰か確かめる。


「悪いけど、他に好きな相手がいるから」


　穏やかに断っているのは──、


（な、南光院！）


　さすがに「理性の南光院」と言われ、いついかなる時も思慮分別を失なくさないと称される彼は、下級生からの告白にもまるで動じていない。


　もっとも、その優雅な物腰と容姿に惹ひかれる生徒は多く、彼等の理性を失くさせ、告白する者も後を絶たないというから、こんな場面には慣れているのかもしれない。


　超然としている南光院とは対照的に、きっぱりと断られた一年生の方は今にも泣き出しそうな顔をしている。


「どうしても？　駄目ですか？」


「ごめんね」


　南光院はあくまでも紳士的に、だが意志を曲げるつもりがないのは、その口調からも明らかだった。


　一年生は肩を落とし、意気消沈して言った。


「そうですか……。わかりました。すいませんでした。お時間を取らせて」


「いや──。僕の方こそ君の気持ちに応こたえられなくて悪いね」


「いえ……そんな……。それじゃ、失礼します！」


　一年生は踵きびすを返した。


（うーん。すごい……）


　目の前の光景に、智秋は只ただ々ただ目を丸くするばかりである。とても同じ学校の出来事とは思えなかった。


　智秋が啞あ然ぜんとしていると、南光院は走り去る一年生を見送った後振り返る。


「もういいだろう？　出てきたら？」


　智秋は顔を強こわ張ばらせた。どうやら覗のぞき見していたことがばれているらしい。


（まずい）


　しかし素知らぬ顔をして、この場を立ち去ることは出来なかった。


　南光院は穏やかでいつも笑みを絶やさない仏のような人間ではあるが、彼を敵にまわすと非常に怖いのは、彼の友達である智秋が一番よく知っている。


（仕方ないか）


　智秋はゴミ箱を持ったまま、植え込みを迂う回かいして南光院のそばへ行く。


「ごめん」


「……小田だったのか」


　南光院も智秋が覗いているとは思っていなかったらしい。珍しく驚いたような表情を浮かべた。


「ごめん」


　智秋はもう一度謝った。


「覗くつもりはなかったんだけど、偶然ここを通り掛かったら声が聞こえちゃって」


　殊勝に謝罪する智秋に、南光院は目を細める。


「いいよ。こんなところで話していた僕たちも悪い」


　そうあっさり言われると、いたたまれない気がする。


　押し黙ってしまった智秋に、南光院はふと尋ねた。


「驚いただろ？」


「え？」


「小田には刺激が強すぎたかもしれないね」


　南光院に微笑ほほえまれ、自分がいかにも恋愛ざたに疎うといと思われていると知った智秋はムキになる。


「そんなことないさ！　俺おれだって……！」


　ハッとして口を噤つぐんだ。


（俺だって──何を言おうとしたんだ!?）


　岡野にキスされて告白されたとでも言うつもりなのか。


「『俺だって』……何？」


　一人で赤くなった智秋は、決まり悪そうに答えた。


「何でもない」


「そう？」


　南光院は含みのある視線を寄越したが、ありがたいことにそれ以上追及しようとはしなかった。


「なあ、聞いてもいい？」


　智秋はゴミ箱を横倒しにして地面に置くと、その上に座った。


「何だい？」


「……ああいう風に告白されて、振るのってさ……。勇気がいるんじゃないのかな」


　南光院はチラッと智秋を見つめると、


「そりゃあね」


　と頷うなずいた。


「付き合ってみようとか思わないのか？」


　尋ねてから気付く。


「あ、そうか。今の奴やつに言ってたよな。他に好きな奴がいるなら無理か」


　南光院は振り向いて、智秋に視線を当てる。


　間近で目にする南光院の圧倒的な美び貌ぼうに、晩生おくての智秋もさすがに胸をドキッとさせた。


（うう～、これか。これに皆やられるんだな）


　普段は気にも止めてないが、こうやって改めて目の前で見ると、腰が抜けるような容貌である。


（心臓によくない……）


　南光院が視線を外すと、智秋はホッとした。


「……その相手と付き合うことはないだろうからね」


「え!?」


　するりと重大なことを聞かされ、智秋は思わず聞き返す。


「それ……」


　だが南光院はそれには直接答えず、


「それなら別にさっきの子と付き合ってもいいのかもしれないけど──気持ちはごまかせないよ。自分が何を欲しているかは、自分が一番よく知っているからね」


（自分が一番よく知っている、か……）


　その言葉に考え込んだ智秋に、南光院は全生徒を煙に巻く微笑を湛たたえて言った。


「それはそうと、掃除の途中じゃないの？　教室に戻らなくていいのかなあ」


「えっ!?　あ、やばい！」


　うっかりして、すっかり忘れていた。今ごろ同じ掃除当番の連中は、ゴミを捨てに行って戻って来ない智秋に、腹を立てているに違いない。


　智秋は青くなって立ち上がり、ゴミ箱を抱えると、


「じゃ、南光院！」


　二年一組の教室を目指して、慌あわてて走り出した。


　その背中を見送りながら、


「やれやれ」


　南光院は小さく呟つぶやいた。








　携帯電話が鳴ったのは、南光院と話し込んで、智秋が教室へ戻るのが遅れ、クラスメイト達に散々文句を言われている時だった。


「誰の携帯だよ」


　携帯電話を持っているその場にいた生徒達は鞄かばんを探ったが、皆首を横に振る。


　そのうちの一人が、智秋の鞄から音が出ていることを発見した。


「小田、おまえのだぞ」


「え？　俺おれ？」


　智秋は首を傾かしげながら鞄を開くが、言われた通り鳴っているのは彼の携帯電話だった。


（誰だ？）


　智秋の場合、携帯を持っているのは緊急の用のためである。通話料など馬鹿にならない金額なので、なるべく掛ける時は家の電話か公衆電話を使っている。


　携帯電話を持っているのに使えないということに対して不条理なものを感じるが、通話料金を自分で支払うように園子に厳しく言い渡されているのでどうしようもない。


　買ったばかりの時、いい気になって携帯電話を掛けて、後で通話料金の明細が来て青くなったことがある。


　結局それは園子に泣き付いて家から金を出してもらったが、それ以来小田家の財布の紐ひもは智秋に関して堅く閉じられたままである。


「もしもし」


『智秋？』


「あれ、母さん？」


　意外なことに、電話は園子だった。家から携帯電話に掛けると通話料金が高いので、まず掛けて来ることはなかった。


「どうしたの？」


『さっき彰君から連絡があって、急だけど今日勉強会に来られなくなったんですって。なんでも予備校の講師同士の勉強会を開くことになったって言ってたわよ』


「……わかった。それなら仕方がないね」


『そういうことだから。じゃあね』


　携帯電話は切れた。


　ホッとしたような、がっかりしたような、何ともすっきりしない気持ちが湧わいてくる。


　前回の勉強会は、岡野と二人になる勇気がなく、生徒会の役員会がどうしても終わらないからと噓うそをついて、ドタンバでキャンセルしたのだ。


「どうした？」


　携帯電話を持ったままぼんやりしている智秋に、洋平が屈かがみ込んで尋ねた。


「あ……うん、家から。今日の勉強会は中止だって」


「へえ。珍しいな。いいのか？」


「まあな。この間の中間テストが上がったし、一回ぐらい問題ないんじゃないか」


　まるで気にしていない素振りで智秋が答えると、


「良いこと聞～いた」


　いつの間に来たのか、深山が教室の入り口で、小こ脇わきに鞄かばんを抱え、長いのを強調するかのように、これ見よがしに片脚をドアにかけてニヤニヤしている。


「深山？」


「それじゃ今日は暇なんだ。たまには俺おれとつきあえよ」


　言うなり、智秋が良いとも悪いとも返事をする前に、深山は彼を鞄ごと強引に連れ去ってしまう。


（え？）


　智秋はすごい勢いで廊下を走らされた。


「おい、深山！」


「いいから」


　ちっとも良くないのだが、何が何だかわからないうちに昇降口に向かって階段を下りていく。


　一方、ことの成り行きについていけない洋平が我に返り、


「おい！　深山！」


　急いで廊下に出た時はもう遅かった。


　二人の姿はすでに視界から消えていた。








　智秋は目の前の見慣れぬ光景に目を何度もパチパチと瞬まばたきさせ、耳をつんざくような音に顔をしかめた。


　そんな智秋の反応に、深山は面白そうにニヤつきながらも諌いさめる。


「おいおい、そんな顔をするなよ。ここのところ元気がないから、せっかく俺おれ様さまが今話題のホットなクラブに連れて来てやったっていうのに」


　智秋が深山に強引に連れられてきたのは、麻あざ布ぶにあるクラブ「Ｔ─ＳＨＯＴ」だった。


（ホットなクラブか）


　ホットだか、ホットドックだか知らないが、智秋が普段聞かないような洋楽がかかり、肌もあらわで目のやり場に困るような服を着た女の子達がフロアで、これまた流行の服に身を包んだ男達と踊っている。


　洋平とゲームセンターやカラオケに行くぐらいが関の山な智秋にとっては、こんな場所は想像の範はん疇ちゆうを越えている。


（すげえ）


　煙草たばこの煙と、場内を映しているピンスポットで、目がチカチカする。


「ほら、そんな顔しない。服が泣くぞ」


　まさか制服で来るわけにもいかず、ましてやクラブに来るような服を持っているわけがない智秋は、ここへ来る前深山の家へ寄り、彼から洋服を借りたのだ。


　いつものＴシャツやトレーナーとは異なり、黒に鮮やかなストライプの入った、明らかにブランドもののシャツを着せられた。


「似合っているよ」


　かく言う深山も派手なグリーンのスーツを着ていたが、彼が着ると全然おかしくないから大したものだ。


「俺の見立てに狂いはないな」


「そうかあ？」


　どうもピンとこない。だが深山の言葉に噓うそはなく、クラブにいる女の子たちがちらちらと智秋に熱い視線を送ってくる。これまでになかった現象だ。


「それにしても、よく俺にぴったりのサイズを持ってたな」


　二人は優に二十センチは身長に差がある。


　すると深山はケロッとして答えた。


「ああ。それ、俺が中学の時に着ていた奴やつだから」


（こいつ～）


　こめかみに青筋を浮かべ、一瞬殴ってやろうかと智秋が拳こぶしを固めていると、どこから現れたのか、三人の女性がグラス片手に集まってきた。


　三人ともどう見ても百七十センチはあり、百六十四センチしかない智秋より完かん璧ぺきに背が高い。


「あら～、真じゃない」


「久し振り～」


「いい子にしてた？」


「よお」


　深山は顔を輝かせて、彼女達の頰ほおにキスをしていく。


（ひゃ～）


　智秋は声にならない悲鳴を上げる。いくら深山が大人っぽいとは言え、彼女達はどう見ても自分達より年上だ。二十歳前後だろうか。


　彼女達の様子から見て、親しいのは確かである。


（こいつ、遊んでるって噂うわさには聞いてたけど、いったいどんな生活をしてるんだよ）


　女の子のあしらい方一つを取っても、とても同い年とは思えない。


　智秋が恐れおののいていると、一通り挨あい拶さつが済んだ彼女達は、深山の隣で固まっている智秋に目をつけた。


「可愛かわいいわね」


「何よお、どこからこんな子拾ってきたの？」


「真にしては珍しいタイプじゃない」


　わらわらと周りを取り囲まれ、智秋は蒼そう白はくになった。綺き麗れいな女性は好きだが、出来ればもう少し小柄で迫力を感じない方がいい。


「ほらほら、怖がってるじゃないか」


　深山が三人の中から智秋を引っ張ってくれる。


「失礼ね。怖がっているなんて」


　一人がむくれると、深山がニヤッと笑った。


「こいつは同級生でね。わが校のアイドルだから、お姉さん達が手を出すと、うちの学校の生徒達が黙っちゃないぜ？」


　その言葉に智秋は憤慨し、女性達は違う意味で興奮する。


「おい、深山！　何だよ、その『アイドル』ってのは！」


　智秋の抗議も、彼女達の一オクターブ高くなった歓声にかき消された。


「真って男子校へ行ってたわよね!?」


「ってことは……」


「いやー、エッチィ」


　きゃあきゃあ騒いで盛り上がっている彼女達をそこへ置いて、智秋は深山に連れられてバー・カウンターへ移動する。


「深山！　今のどういう意味だよ！」


　深山は笑い飛ばした。


「冗談だよ。あいつらを喜ばせてやっただけ」


（喜ばせるって……）


　けろりと言われて、智秋は開いた口が塞ふさがらない。


　だからといって、何もあんなことを言わなくてもいいではないか。想像力が豊かそうな彼女達のことだ。何を噂うわさされているかわかったものではない。


　膨ふくれっ面している智秋をまったく意に介した様子もなく、深山は尋ねた。


「そんなことより、何飲むよ。ウィスキー？　ビール？」


　酒に懐柔されてはならないと思うものの、こんなチャンスは滅多にない。深山への怒りを忘れ、ホクホクして答える。


「ああ、俺おれバトワイザー……」


　言いかけた智秋は目を見開いた。


　曲線を描くカウンターの向こう側に、岡野がいたのだ。しかも一人ではなく、その隣に加那子がいる。


（どうして？）


　講師同士の勉強会ではなかったのか？


　智秋は周りをキョロキョロ見渡して二人の他に冨田がいないか探した。国語科の集まりなら彼もいてしかるべきだ。


　だがいくら目を凝こらしても、冨田らしい姿は視界に入ってこなかった。


　岡野は加那子と二人でこの店に来ているのだ。


　目の前が真っ暗になる。


「小田？」


　突然すごい勢いで辺りを見渡し、次に呆ぼう然ぜんとした智秋に、深山が彼にビールを渡しながら眉まゆをひそめる。


「どうした？」


　智秋の視線を追い、そこに加那子の姿を見つけると、オン・ザ・ロックを一口飲みながら、目を輝かせる。


「へーえ、なかなかそそられる女だな。何だよ、小田も隅に置けないじゃないか」


　智秋は勘違いした深山に、肘ひじで脇わき腹ばらをつつかれる。


「あれ……彰なんだ」


「は？」


「現代文を教えてもらってる幼おさな馴な染じみ。今日は講師同士の勉強会だからって言われたんだ」


　見るからに落ち込んでいる智秋に、深山は事の次第をすぐさま呑のみ込む。


「はあ、なるほど。……そういうことか」


　深山は琥こ珀はく色いろの液体を舌で舐なめながら、カウンターの向こうにいるアベックを観察した。


　男なら誰だれでも目が行くような見事な肢体を持つ女性と、背が高く俳優のような顔だちをした男は、完かん璧ぺきなカップルにしか見えない。


　二人はグラスを片手に何やら話し込んでいる。見るからに楽しそうだ。


「なあ」


　深山が口を開いた。


「幼馴染みを取られたような感じがするんだろうけど、あっちはいい年した大人なんだから、色々都合ってもんがあるわけだ。その辺わかれよな」


　智秋はビールを一気に呷あおった。


　深山はわかっていない。智秋とて、岡野があんなことを告白した後でなければ、加那子と一緒にいてもここまで気にすることはない。


　問題は岡野が噓うそをついて、智秋との勉強会を休み、加那子と一緒にいるのを選んだことだ。


（返事は急がないとか言ったくせに）


　智秋が答えを出す前に、見切ったのだろうか。


　それとも他に理由があるのか？


（俺おれのことを好きだとか言っておいて、何だよそれ）


　智秋は笑っている二人をカウンター越しに睨にらみ付けたが、彼等はまるでこっちに気付かない。


　どうしようもない怒りが湧わいてくる。


「おかわり！」


　智秋はビールグラスをカウンターへ出した。


「おいおい」


　深山は智秋の予想外の行動に慌あわてるが、そんなことに構っていられない。


　むしゃくしゃした気持ちを洗い流すように、智秋はビールを飲んだ。


　飲まずにはいられなかった。




11




　むかむかした気分が治まらない。


「見たんだよ、俺。岡野と芳川がいるところ。まるで恋人ってカンジでさ」


「え～!?　あの二人？」


「へえ、つきあっているんだ」


「うわ～、俺ショック」


「何だよ、芳川が好みか？　やめとけ、やめとけ。おまえじゃ岡野には勝てねえよ」


「なんだぁ？」


　ここ数日新宿ゼミナールでは、岡野と加那子がつきあっているのではないか、つきあっているらしいという噂うわさが飛び交っていた。


　智秋が受講している「岡野のよくわかる現代文」の講座でも、その話題で持ち切りだった。


　今も講座が始まる前に、みゆきは並んで座っている智秋と洋平のすぐ横に立ち、わくわくした面おも持もちで入手した情報を洋平達に教えていた。


「何かね、しょっちゅうデートをしているらしいのよ。麻布のクラブで二人を見掛けた人がいるんですって」


　どうやら目撃したのは智秋だけではなかったらしい。


「へえ、本当」


　渋い顔をしている智秋とは裏腹に、洋平はその噂が大層お気に召したらしく、目を輝かせている。


　洋平にしてみれば、岡野が智秋以外の人間と親しいという噂は、この上なく嬉うれしいことなのだ。


「まあ芳川は色っぽいもんなあ。岡野がその気になるのもわかるよ、なあ智秋」


　ところが答えたのは智秋ではなくみゆきだった。


「あー、塚原君たら。何よお、塚原君も芳川先生みたいな人がいいわけ？」


　みゆきが年齢よりも大人っぽいとはいえ、本物の大人の女に勝てるほどではない。ましてや相手が色っぽさで有名な「古典の芳川」ともなれば、放ってはおけない。


　唇を尖とがらせ、咎とがめるようにみゆきに睨にらみ付けられると、洋平は顔を引きつらせる。


「いや、そういうことじゃなくて、一般論としてさ──」


「一般論ってことは、塚原君もそれに含まれるってことじゃないの？」


　みゆきはあくまで追及の手を緩めようとしない。


「え!?　あ……それは……」


　洋平はあたふたして、頰ほお杖づえをついて何事か考え込んでいる智秋に助けを求める。


「おい、智秋！　黙ってないで、何とか言ってくれよ!!」


「ん？」


　思考を中断された智秋は振り向くと、


「ああ。洋平は昔から色っぽい年上の女性に弱かったよな」


　とどめの一撃である。


　みゆきは眉まゆをつり上げ、顔面蒼そう白はくになった洋平に詰め寄った。


「やっぱりそうなんじゃない！」


「違うって！　誤解だって！　智秋～」


（ご愁傷様）


　二人の喧けん嘩かも、智秋にすれば痴話喧嘩にしか見えない。


（いいよな……）


　隣で揉もめている二人を横目で眺めながら、ともすれば智秋はふさぎがちだった。


〝俺おれはおまえが好きだ〟


　岡野の張りのある声が耳にこだまする。


〝本気でおまえが好きだから〟


　それならばこの噂うわさはなんだ？


　どうしてあの時加那子と一緒にいた？


　噂は彼等の耳にも入っているはずである。岡野にその気があるのなら、少なくとも智秋に対していくらでも誤解を解く機会はあるはずだ。


　けれども岡野は何も言ってこない。


（どうしてなんだよ、彰）


　智秋は口を引き結ぶ。


　胸が痛い。信頼を裏切られたような気分だった。


　岡野の告白を信じたのに──。だからあんなにも悩んだのに。


（あれはいったい何だったんだ？）


　智秋の見た夢の続きだったのか？　幻想に過ぎなかったのか？


　──そうではないはずだ。


　暖かい唇も、広い胸も、きつく抱き締められた腕の感触も、まだ鮮明に覚えている。


（彰！）


　だがその一方で、別の記憶も蘇よみがえった。


　講師控え室にいた二人。岡野の肩に親しげに置かれた加那子の白い手。麻布のクラブにいた二人。智秋から見ても違和感がなく、似合いのカップルだった。


　智秋といるよりも……。


（嫌だ!!）


　そう思った瞬間、マグマのような熱い想おもいが噴き上がる。


　嫌だ！　そんなのは嫌だ！


（彰は俺おれのものだ！　彰だってそう言ったんだから!!）


「だーかーらー、そうじゃないって」


　疲れたようにみゆきに釈明する洋平は、ふと隣に視線を走らせて、怪け訝げんな顔をした。


「みゆき、ストップ」


「だいたい塚原君……え？」


　洪水のように文句を言っていたみゆきが口を噤つぐむ。


「智秋？　大丈夫か？」


　洋平が尋ねたものの、智秋には聞こえていないようで、真まっ直すぐ前を向いて目を見開いている。


（俺……。俺は……）


　そうだったのだ。奇妙な独占欲も、一向に晴れないこのどす黒い気持ちも、その何も彼もがただ一点を向いていた。


　好きなのだ。


　智秋も岡野が。


　岡野が加那子といると無性に腹が立つのは、嫉しつ妬としているからなのだ。


（……俺……）


　突然智秋は立ち上がった。


「おい、どうしたんだよ」


　洋平の問い掛けにも答えず、智秋は教室の出口へと急ぐ。


　言わなければならなかった。自分の気持ちを岡野に伝えなければならない。


　そうでなければ──。


「もうすぐ授業が始まるぞ!?　智秋!!」


　洋平が止めるのを振り切って、智秋は教室を飛び出した。





　智秋が講師控え室を目指して走っていると、頭上で予鈴が鳴る。いつぞやと同じである。


（キスされたあの時と）


　あの時は中間試験の結果を岡野に見せたくて、やはりこうして急いでいた。


（彰──！）


　生徒達が慌あわてて教室へ入るのが目に入る。


　急がないと講座が始まってしまう。今言ってしまいたかった。この爆発しそうな胸の高鳴りを静めたい。もう一秒たりとも我慢出来ない。


　講師控え室のドアを開けると、冨田が出てくるところだった。


「あれ？　小田君。どうした？　もう授業が始まるよ。質問は講座が終わってからにしたら？」


　冨田はいつも智秋が授業が始まるだいぶ前に来て、岡野にわからないところを聞いていたのを知っているだけに、彼が息いき急せき切って控え室へ現れたのも不思議には思わなかったようである。


「……急ぎなんです」


「熱心だねえ。感心感心。岡野先生ならまだいるけど、早くした方がいいよ」


「はい」


　冨田は自分の受け持っている教室へ向かう。


　智秋が控え室へ入ると、講師たちはまだ何人も残っていた。


　岡野は煙草たばこを吸いながら、隣の席の加那子と何やら会話を交わしている。


　途端にせぐりあがってくる不愉快さに顔をしかめながら、智秋は岡野を呼ぼうとした。


　ちょうどその時、岡野が加那子から視線を外し、こちらを向いた。


　しかし──。


（え……？）


　岡野は一瞬当惑したような表情を浮かべると、素知らぬふりをして再び加那子と話し始めたのだ。


（そんなばかな……）


　気付いていないわけがなかった。


　智秋と視線を合わせたのだ。


（俺おれ……避けられている？）


　恐れていた事実が、目の前に突き付けられる。


　入り口近くで茫ぼう然ぜんとしている智秋に、あたかも見せつけるように加那子が岡野に寄り添う。そして岡野もまた、それを享受している。


　いつまで経たっても、岡野がこちらに来る気配はなかった。


　智秋は真っ青な顔で、講師控え室を出た。


　足元がふらふらしている。


　心臓がさっきとは違う、異様な鳴り方をしていて、気分が悪かった。


（……あれは何だったんだろう）


　目にしたものがまだ信じられなかった。


　けれども岡野が智秋に告白したのが本当なら、彼が意識して智秋を避けたのもまた事実だ。


（どうして？）


　なぜ智秋を避けなければならないのだ？


　自分の気持ちを伝えに来たのに。


　もう用がないから？　必要ないから？


　加那子が手に入ったから、智秋は要らないのか？


　それとも最初から、岡野の気持ちには真剣なものはなかったのか？　すぐ加那子に乗り換えられるようなものだったのか？


　結局は智秋が初めに考えたように、あの場の勢いでキスをしてしまったがためについた噓うそだったのか？


　智秋は前よりも混乱していた。


（わかんねえよ）


　するとその時突然、まるで稲妻が光るように、もうずっと忘れていたことが頭の中に浮かぶ。


〝君、恋愛したことがないだろう？〟


〝人を好きになったことがあれば、今君が言ったことがどんなに難しいか知っているはずだからね〟


（それで……？）


　現代文を理解するために仕掛けたことだったのか？


　一番考えたくないことを考えてしまう。


　そんなことを考えるな、と思っても、岡野の態度はそれを裏付けしていた。


　それから講座に戻った智秋だったが、自分がどうやって教室へ帰ったのか、どんな授業を聞いたのか、まるで覚えていなかった。








　それから数日後、智秋はダイニング・キッチンで園子の真向かいに座らされていた。


「智秋！　いったいどういうことなのよ、これは！」


　彼女は新宿ゼミナールで行われた六月の模試の結果を手にして、カンカンに怒っている。


　──無理もなかった。


　学校の中間テストでは六十点を取れたのだから、今回の模試も期待するのが当たり前だろう。


　ところが智秋が取ってきた成績は、二十五点。


　確かにゼミで行われた前回の試験に比べれば点数は上がっているが、学校のテストと比較すると、まるでお粗末な点数だ。


「あんなに頑張っていたのに、いったい何を聞いてたのよ！」


（そんなこと言われなくたってわかってるさ。だけど……）


　もう嫌になってしまったのだ。


　現代文の問題集を開くと、いやおうなしに岡野を思い出してしまう。


　初めての恋に直面した智秋には荷が重すぎ、どうあがいても耐えられなかった。


　あれから岡野は、ずっと勉強会を休みにしていた。


　園子には最初の時と同じ、講師同士の勉強会があるのだと説明していたが、智秋を避け、加那子とデートを繰り返していることに間違いはなかった。


　講座でも、智秋と目が合いそうになって逸そらすのは岡野の方だ。


「聞いてるの!?　智秋」


　園子のお説教はまだ続いている。


「もう本当にあんたって子は！　あんなに一生懸命教えてくれている彰君に、少しは悪いと思わないの!?」


（何も知らないくせに！）


　その岡野がすべての元凶なのだ。


　岡野を全面的に信頼して文句を言っている園子にも、無性に腹が立ってくる。


「知るかよ！　そんなこと！」


　突然激げつ昂こうして立ち上がった智秋に、園子は驚いた。


「智秋？　どうしたの？」


「もう寝る！」


「寝るって……。まだ七時よ。夕飯は……」


「いらないよ!!」


　吐き捨てるように園子の問い掛けを遮さえぎる。


「ちょっと……。待ちなさい！　智秋！」


　智秋は園子の声を無視して、ダイニング・キッチンを出ると、階段を駆け上がる。


　そして自室のドアを開け、自棄やけになってベッドに倒れ込んだ。


「何が『彰君に少しは悪いと思わないの』だよ」


（あんな奴やつ……）


　岡野の名前を聞きたくなかった。智秋を裏切った相手のことなど……。


〝俺おれはおまえが好きだ〟


（噓うそつき！）


　心の中で罵ののしる。


「何だよ、馬鹿野郎！」


　智秋は枕まくらをドアに投げ付けた。








　智秋が岡野に呼び出されたのは、その次に新宿ゼミナールへ行った際のことだった。


　何度も通ってお馴な染じみとなった講師控え室が、まるで最初の時と同じかそれ以上に冷たくよそよそしく感じられる。


　ここのところ智秋と目を合わせようとしなかった岡野とも、こんなことでもなければ決して向き合うこともなかったかと思うと、何やらとても皮肉なものを感じる。


「小田です」


　成績表のコピーを見ていた岡野は、顔を上げた。


　幼馴染みという間柄さえも捨ててしまったかのように、講師然としている。何を考えているのかわからないぐらい無表情である。


「どうぞ。掛けて」


　折り畳み椅い子すを事務的に指差され、智秋は腰を下ろす。冨田も加那子も控え室にはいないようで、机の上が綺き麗れいに片付けられている。


　加那子と顔を合わせないで済むのは幸いだった。近くで会ったら、睨にらみ付けてしまいそうだ。


　岡野は憎らしいぐらい冷静に切り出す。


「この間の模試の結果だけどな」


「はい」


　我ながら硬い声だった。岡野が気付かないはずはないのに、彼もまた智秋に負けず劣らず素っ気ない声を出している。


「前回の模試よりは上がってるけど、学校の中間試験は六十点だろう？　本当ならもっと取れるはずだ。どうした？　何かあったのか？」


　その言葉を聞いた瞬間、頭に血が上った。


（それを俺おれに聞くのかよ！）


　智秋は唇を嚙かみ締め、拳こぶしを握り締め、自制しようと何とか努力する。さもないと岡野を殴ってしまう危険があった。


　集中出来なくさせたのは、いったい誰だれなのだ。現代文を見たくもないという気持ちにさせたのは、岡野ではないか。


「……小田？」


　不思議そうに智秋を見つめる岡野に、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。


　智秋は立ち上がり、


「あんたなんて大嫌いだ！　顔も見たくない!!」


　控え室中に響き渡るような声で怒鳴ると、岡野の反応を確かめもせず、そのまま控え室を走り出た。








　翌日の昼休み、智秋は洋平とともに屋上で昼食にパンを食べていた。空はどんよりと曇り、空気は湿気を含んでむしむししている。


（スカッとしないなあ。まるで俺おれみたいじゃん）


　自じ嘲ちよう気味にため息をつき、メロンパンにかぶりつき、牛乳を一口すする。成長期の奇跡を信じている智秋にとって、牛乳は身長のための必ひつ須すアイテムである。


　再びため息をつき、パンにかじりつき、牛乳を飲むという行為を繰り返していると、不意に洋平が尋ねた。


「なあ、おまえ大丈夫か？」


「え？　何、おまえもメロンパンが食いたいの？」


　半分食べ掛けのメロンパンを差し出そうとすると、


「いらん！　……そうじゃなくて、おまえここのところ元気がないから……だから大丈夫かなってさ」


「ああ」


　自分では普通にしているつもりだったが、洋平にわかってしまったのか。


「……そんなに俺、元気ないように見えるかな。他の奴やつにもわかるか？」


「それはわからないだろう。俺は昔からおまえのそばにいたから」


　物心ついた時からずっと一緒にいたのだから、些さ細さいな変化にも気付くのだろう。


「ずっとふさいでいるし、何か上の空だろう？　心配でさ」


「悪い。でも大丈夫だから、俺おれ……」


　言いかけた智秋を、洋平は遮さえぎった。


「心配なんだよ。俺、おまえが好きだから」


　智秋は危うくメロンパンを落とすところだった。


「洋平……」


　洋平は真剣な面おも持もちで、智秋を見つめている。


　以前の智秋なら、「うん。俺も洋平のことは好きだよ」と何のためらいもなく意味を取り違えて答えるだろうが、岡野とのことがあった今、洋平の言葉に込められたものを間違えるほど鈍感ではなくなっていた。


　智秋はびっくりして声も出ない。まさか洋平がそんな目で自分を見ていたなんて、まるで知らなかった。想像もしなかったことである。


「驚かせちまったな。でも本当なんだ。昔から──気付いた時にはずっとおまえだけだった」


「……だけど……千種さんは？　それだけじゃない。他にも色々」


「ああ」


　洋平は口くち許もとを歪ゆがめる。


「これでも何とかおまえを忘れようとしたんだぜ？　おまえのことしか頭にないなんて変じゃないか。だからいろんな子とつきあってみたけど……やっぱり駄目だな。おまえ以上の相手なんて、現れないよ」


（洋平……）


　いつも一緒にいて、何かあるとすぐ洋平を頼っていた。大好きな幼おさな馴な染じみ。


　洋平を好きになれたら、どんなにいいだろう。


　それでも──。人間の心なんて、そう簡単に変わりはしない。


　岡野が加那子とつきあっていると知っても、智秋が好きなのはやっぱり岡野なのだ。他の誰だれも代わりにはなれない。


「……洋平……ごめん。俺おれ、他に好きな人がいるんだ」


　智秋が呟つぶやくと、息を詰めて答えを待っていた洋平は大きく息を吐き出した。


「はあ、やっぱり撃沈か……。そうじゃないかと思ってたんだけどな」


　洋平は自じ嘲ちようの笑みを漏らす。


「ごめん」


　智秋が謝ると、洋平はため息をついた。


「仕方ないよな。どうしようもないのは俺自身が一番良くわかっていることだし。……なあ、一つ聞いてもいいか？　おまえの好きな相手って岡野？」


　洋平に図星を指されて、智秋は真っ赤になる。


「ど、どうして……」


「……どうしても何も、そんなの見てればわかるって」


　洋平は素っ気なく言うと、その場に寝転んだ。


「あーあ、畜生。だから昔から俺、アキ兄ちゃんは嫌いだったんだよな～」


「へ!?」


　告白よりも意外なことを聞かされて、智秋は目を丸くする。


「洋平、彰が嫌いって!?　だって昔良く遊んでもらったじゃないか」


　洋平はムッとして、勢い良く上体を起こした。


「馬鹿たれ！　仲が良かったのはおまえで俺じゃない！　おまえはしょっちゅうあいつと二人で遊んでいたけど、俺はあいつと二人だけで遊んだことなんて一度もないぞ！　何てったってあいつと俺は、おまえを取り合った間柄なんだからな！」


（そうだったのか……？）


　まるで知らなかった真実が明かされ、智秋は戸惑う。


　ずっと三人は仲のいい幼馴染みと信じて疑わなかったのだ。


（それなのに、彰と洋平が実は仲が悪い？　そうだっけ？）


　智秋は幼い頃ころの記憶を探り出す。


　底の方に埋もれ、忘れていた記憶……。


　あれはいつの頃だったか──。


　幼い智秋が洋平と砂場で船を作っていると、小学校から帰ってきたアキ兄ちゃんに気付き、歓声を上げる。


〝あー、アキ兄ちゃんだ。遊ぼう！〟


〝智秋！　俺と遊んでるんだろ〟


　怒る洋平を尻しり目めに、智秋はやってきたアキ兄ちゃんにまとわりつく。


〝アキ兄ちゃん〟


　アキ兄ちゃんは智秋が泥だらけの手で抱き付いても嫌な顔一つせず、抱き返してくれる。


〝トモ君〟


　智秋はニッコリ笑うと、後ろを振り返って声を掛けた。


〝洋平もおいでよ〟


〝洋平は砂遊びで忙しいんだよ。おいで。作ったばかりのプラモデルを見せてあげるよ〟


〝本当!?〟


　アキ兄ちゃんの申し出に智秋が目を輝かせて彼についていこうとすると、それを阻止しようと洋平が割り込んでくる。


〝智秋は俺と遊んでるんだ！〟


〝トモ君は俺と一緒に遊びたいんだよ〟


　洋平とアキ兄ちゃんは智秋を挟んで睨にらみ合う。


〝ねえねえ、二人とも喧けん嘩かはやめようよ～〟


　智秋はアキ兄ちゃんの袖そでを引っ張った。


　子供心にとても悲しかった記憶がある。


（……そうだ）


　洋平の言う通り、智秋は岡野に可愛かわいがられていたが、岡野は洋平とは仲が良くなかったし、それどころか二人はいつも喧嘩をしていた。


「思い出したか？」


　洋平に声を掛けられ、ハッと我に返る。


「……うん」


　今までずっと忘れていたのが不思議なぐらいだった。なんで二人が仲が良いなどと勘違いしていたのだろうか？　なんだかんだ言っても三人でいることが多かったので、そう思ってしまったのだろうか。


　しかしそれなら最初に岡野がアキ兄ちゃんと同一人物とわかった時、洋平が拒絶反応を起こしたのも無理はない。


　智秋が岡野に現代文を教えてもらったり、一緒に遊びに行ったことに、洋平がなぜあれだけ怒ったのかも、洋平が智秋を好きならば納得もいく。


　すべて洋平の嫉しつ妬とだったのだ。


（そうだったのか）


「まったくなー。あいつはいつも俺おれから智秋を取っていっちまうんだよな」


　怒ったような諦あきらめたような口調でしみじみ言う洋平に、智秋は苦笑いで答えた。


「そんなことないって」


「智秋？」


　智秋はぽつんと呟つぶやいた。


「彰は……つきあっている相手がいるから」


　洋平は「あっ」と声を上げる。


　智秋の答えにがっくりきて忘れていたが、新宿ゼミナールでは岡野と加那子の噂うわさで持ち切りなのだ。


「あれ、本当なのか？」


　智秋が頷うなずくと、


「あいつ、おまえの気持ち知らないのか？」


　智秋は曖あい昧まいに笑う。


　岡野にキスをされたり、告白をされたりした上で、岡野が加那子とつきあっているなどと洋平が知ったら、ただでさえ岡野に対して良い感情を持っていない洋平である。殴り込みに行くぐらいのことはしかねなかった。


「……そうか。今にあいつのことなんか忘れるさ。もっと別の相手が出てくるって。もちろん俺もいるしな。元気出せって」


　洋平は智秋を慰めつつ、ちゃっかり自分を売り込む。


　智秋はそれに元気づけられて、クスッと笑うと、


「洋平──そうだな。そうだよな」


「おう！　岡野のことなんか早く忘れちまえって」


　洋平の言う通りだ。


　いつまで引き摺ずっていても仕方がない。忘れなければならないことなのだ。


　そう思ってぱくついた残りのメロンパンは、なぜかひどくしょっぱい味がした。
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「深山！　会計報告まとめてきたから。洋平、これも報告書に一緒に入れてくれ。南光院！　来期の予算の件なんだけどさ」


　生徒会室に入ってきた智秋にいきなりマシンガンのようにまくし立てられて、その場に揃そろっていた三人はきょとんとする。


　ついこの間までどんよりとした雰囲気を背負っていたのに、この、以前にも増した元気さはいったいどこから来たのだ？


「元気だね、小田」


「やる気満々って感じか？　まあ鬱うつ々うつとされるよりはいいけどな」


　南光院と深山は、呆あきれていいのか喜んでいいのか判断をつけかねている様子である。


　詳しい事情は知らないものの、ここのところずっと智秋が何かを悩んでいるのは明らかだった。


　ところが目の前にいる智秋には、悩みのかけらもなさそうである。


　だが洋平は南光院たちとは違う。つい数日前、屋上で寂しげに微笑ほほえんで見せた智秋を知っているだけに、彼等よりも想おもいは複雑だ。


「おまえ……。智秋」


　けれどもそれを吹き飛ばすように、智秋は豪快に笑った。


「洋平、そんな顔をするなよ。俺おれはもう大丈夫だからさあ」


「……そうなのか？」


「うん！」


　元気良く返事すると、洋平はホッとしたようで、


「そっか。無理しているんじゃないならいいんだ」


「無理なんかしてないって。南光院も深山も、俺はこれからきっちり会計の仕事をやるからな！」


　智秋の宣言に、南光院も深山も笑みを漏らす。


「それは頼もしい言葉だね」


「じゃあ早速やってもらうか。まず、来期の予算を今週中に立ててくれ」


「ええ!?」


　智秋が声を上げると、深山は嘲あざけるように言う。


「何だよ。仕事をするんじゃなかったのか？」


「……わかったよ！　やるよ！　やればいいんだろ!?」


　智秋は入り口近くにある書類の入った棚を開け、前年度の会計報告書を探し始める。


（ちぇ、深山の奴やつ、言いたいこと言いやがって）


　心の中で悪態をつくが、妙に爽そう快かい感があった。吹っ切れた感じが強い。


　そうなのだ。


　もういつまでもぐちゃぐちゃ悩むのはやめた。


　悩んでも仕方のないことを抱え込むのは、性に合わない。


　思い出せばまだ胸は痛いが、岡野のことはもうお終しまいにした。


　彼は幼おさな馴な染じみで、新宿ゼミナールで現代文を教えている一講師。それでいいではないか。


　彼には彼の、智秋には智秋の生き方がある。


　ここまで思い切れるようになるまでには、時間が掛かった。


　今までの人生で智秋が考えた分と同じかそれ以上、熟考に熟考を重ね、やっと出た結論なのだ。


　──現代文も同じである。


　学校の授業が終わると、智秋は職員室へ行き、わからないところを質問する。


「先生、教科書のさっきの練習問題でわからない箇所があるんですけど」


「おう、小田。どこだ」


　中間試験の成績を上げた智秋の頑張りに、学校の教師も目を細め、快く教えてくれる。


（これでいいんだ）


　現代文の教科書を見ると、岡野を思い出すことに変わりはないが、とにかく成績を上げなければならないのだ。


　それに智秋には、もう一つ目標が出来た。


（見返してやるんだ）


　岡野なしでも現代文がわかるようにして、ぐうの音も出ないようにしてやる。


　恋を仕掛けて一方的に放り出した、岡野へのささやかな復ふく讐しゆうである。


　それが智秋を奮起させていた。


　まだ多少心は痛むが、予備校にもきちんと通い、智秋が何とも思っていないことを見せつけてやるのだ。


（見てろよ、彰！）


　智秋は心に固く誓った。








　六月も後半に入ったある日、予備校へ行くと、事務局の掲示板に夏期講習の受講者募集が張り出されてあった。


「そういえば、そんなものがあるんだな」


　洋平はあまり関心がなさそうに呟つぶやいたが、かたわらで熱心に見入っている智秋に気付くと、


「おまえ受けるの？」


「うん。親達に聞いてみないとわからないけど、多分来るんじゃないかな」


　夏休みに入ると、通常の講座は休みになってしまう。意志が強固になったとは言え、一人で長い休みを乗り切る自信はなかった。


　強制的に勉強した方が二学期以降のことを考えると良さそうだし、一人で勉強しているとわからないところが山のように出てきそうである。


　講師に質問出来るなら、その方がよほど効率が良さそうだ。


「……岡野の講座を受講するのか？」


　洋平に尋ねられて、智秋は一瞬身体を強こわ張ばらせる。


「いや。冨田先生のにすると思う」


　岡野の講座を取りでもしたら、質問があっても聞けなくなってしまう。


「そうか……そうだな」


　二人の間に何となく気まずい雰囲気が漂った。


　するとその時、


「いつまでも掲示板の前につっ立っていられると見えないんだけど」


　つんけんした声が聞こえた。


　智秋は慌あわてて振り返る。


「ごめん……」


　文句を言ってきたのはみゆきだった。


　彼女は脇わきに退いた智秋と洋平にジロッと鋭い一いち瞥べつをくれると、掲示板に視線を戻す。


（え？）


　なぜ自分たちが彼女に睨まれるのかわからない智秋は、尋ねるように洋平を見上げた。


　しかし洋平は答えず、踵きびすを返す。


「智秋、行こうぜ」


　洋平は言うなり、教室へ歩き始める。


　智秋はそれを追いながら、こちらに背を向けているみゆきと前を歩く洋平の二人を、代わる代わる見つめた。


「おい、千種さんは……」


「いいんだ」


「いいんだって……」


　洋平が足を止める。


「別れたんだ、俺おれ達」


　突然のことに智秋は言葉を失った。


（別れた？）


　洋平は振り返り、苦笑する。


「だって俺おれはおまえが好きなのに、みゆきとつきあっていくことなんて出来ないだろう？　それは彼女にも失礼だしな」


（洋平……）


　智秋は何と言っていいかわからなかった。


　恐る恐る首を巡らすと、みゆきは掲示板の前から離れた後だった。


「何て言ったんだ？」


　彼女のあの様子からすると、あまりいい別れ方ではないに違いない。


「ん？　ああ……。他に好きな子が出来たって、それだけだ。安心しろ。おまえの名前は出してないから」


「そんなのはいいけど……」


　それよりも、洋平が一時期予備校に来なかった時、あれだけ心配していたみゆきのことだ。洋平の口から、直接そんなことを言われた彼女の衝撃はどんなに大きかっただろうか。


「ま、でもうすうす感づいてるかもな。いつもおまえと一緒にいるし」


　智秋は眉まゆをひそめた。


　彼女の心配をするのは、偽善かもしれない。


　洋平の気持ちがどこにあるか彼女が知っているとすれば、智秋にだけは絶対に同情してほしくないだろう。


　それでも、つい最近同じ思いを味わった智秋にしてみれば、彼女のことを思いやらずにはいられない。


　洋平は智秋を慰めるように、わざと何気ない口調で言う。


「そんな顔するなって。大丈夫。おまえの気持ちはわかってるんだから。ただ俺のけじめとして、はっきりさせたかっただけなんだ」


（洋平……）


　どうしてうまくいかないのだろう。


　すべて一方通行だ。


　どこか一つでもうまくいけば、それだけでも違ってくるとわかっていても、人の心は……。


　智秋が物思いに沈んでいると、洋平が気分を変えるように提案した。


「そうだ。忘れないうちに夏期講習の申し込み用紙をもらっていこうぜ」


「……そうだな」


　洋平もそれ以上みゆきのことは話したくないのだろう。


　二人はその話題には触れないようにして、事務局へ逆戻りをした。





　軽くノックをして、智秋が事務局のドアを開ける。


「失礼します」


　いつもの整然とした事務局を思い浮かべていた智秋は、ざわついた室内に面食らった。


「だって……」


「机の上に置きっ放しにしてたから」


　事務員同士が何やらひそひそと、小声で話し合っている。


　しかし智秋達が入ってきたのに気付くと、ぴたっと喋しやべるのをやめ、一斉に振り返る。


　普段愛想のいい事務員の女性達にしては、殺気だった視線である。


（どうしたんだ？）


　智秋が内心首を捻ひねっていると、事務員の一人が尖とがった声で聞いてきた。


「何？　何か用なの？」


「えっと……。夏期講習の申し込み用紙がほしいんですけど」


　智秋が答えると、応対に立った事務員が洋平の方にも視線を走らせる。


「そっちの背の高いあなたも？」


「はい」


　洋平が頷くと、事務員は棚から申し込み用紙を取り出して来て、二人に渡した。


「それじゃ、これ」


「ありがとうございました」


「それじゃあね」


　まるで一刻も早く智秋達に出て行ってほしいとでも言うようにそそくさと返事をし、追い立てるように彼等の鼻先でドアをピシャリと閉める。


　洋平は申し込み用紙を握りながら、顔をしかめた。


「何だ、あれ。感じ悪いな」


「おかしいよな。事務局の人達っていつもにこにこしてるのに」


　智秋と洋平が考え込んでいると、廊下で喋しやべっている他の受講生達の話が耳に入ってきた。


「ここのゼミの受講者リストが、昨日盗まれそうになったんだって」


「え!?　何だよ、それ」


「事務局に泥棒が入りかけたらしいけど、逃げたんだってさ。事務局長が怪しい人影を見つけたらしいぜ」


「でもなんで受講者リストなんだよ」


「さあな？　だけど床にリストが落ちてて、慌あわててリストを他の場所に移すとかって話だぜ」


　受講生達はこそこそと話しながら、教室の方へ行ってしまった。


　後に残った智秋と洋平は顔を見合わせる。


「……泥棒？」


「受講者リスト……？」


　物々しい話ではある。


　受講者リストといえば、受講生の住所はもちろんのこと、通っている学校や成績、そして希望校などが載っているものだ。


（それでさっき、事務局の雰囲気が落ち着かなかったんだろうか）


　異様な空気もそれなら納得出来る。


「泥棒が入ったのなら、警察に通報しなくてもいいのかな」


　受講生達が話しているのを聞いて、真っ先に浮かんだ疑問を智秋が口にすると、洋平は考えながら答えた。


「その辺どうなんだろうな。大事なデータを盗まれかけたなんて言うと、予備校の威信に関わるからじゃないか？　個人データの流出ってことにもなるんだし」


「ふーん。そんなもんかなあ」


　智秋が口を尖とがらせていると、


「ほら、そろそろ講座が始まるよ」


　いきなり背後から声を掛けられて、智秋は飛び上がらんばかりに驚いた。


「うわっ！」


　びっくりして振り向き、注意したのが冨田だと知ると、胸を撫なで下ろした。


「はー、冨田先生ですか。脅かさないでくださいよ～」


「ハハハ、ごめんごめん」


「驚いて心臓が止まりそうでしたよ」


　智秋がむくれると、


「くだらない話をしているからだ。早く教室へ行きなさい」


　聞き慣れた声に、一瞬ドキッとする。


　岡野だった。


　教室へ向かうところらしく、テキストを抱え持っている。何も映っていないような、無表情な瞳ひとみをしている。


「何だと!?」


　洋平がいきり立つのを、智秋は押し止とどめた。


「行こう、洋平」


　まだ不満がありそうな洋平と、教室へ歩き出す。


　智秋は決して振り返ろうとはしなかった。
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　新宿ゼミナールには、受講生が勉強出来るように図書室が設置されている。


　普通の図書室とは違い、自習室と資料室の兼用といった感が強く、受講生への図書の貸出はしていないが、さすがに予備校の中でも最大手と言われるだけのことはあり、参考書や問題集の類たぐいがズラッと揃そろっている。


　あれから数日後、夏期講習の申し込みも済ませた智秋は、学校の現代文の教師に勧められて、近所の本屋で見つからなかった参考書を閲覧するために、洋平とともに図書室へ向かった。


　途中、理事長室へ岡野が入っていくのが視界の隅に映る。


（彰……？）


　別に講師が理事長室へ行くのは珍しいことではないだろうが、ちらっと見掛けた彼の顔色が悪かったような気がした。


（調子でも悪いのかな）


　大丈夫かな……と思い掛けて、心の中で首を振る。


（もう関係ないんだ）


　智秋と同じように洋平も岡野の姿に気付いたようだが、まるでそれを知らないように、お互いに何も言わなかった。


　六階の最上階にある図書室へ足を踏み入れると、入ってすぐ左側に受講生達がブースで仕切られた自習机に座って、熱心に勉強している。


「うう……」


　今のところ成績に困っていない洋平は、唸うなり声とも何ともつかないような声を喉のどの奥から絞りだす。


　智秋はそんな洋平を置いて、書棚の方へ移動した。


　普通教室を二つ分ぶち抜いて作ってある図書室の、遥はるか向こう側の壁までズラッと並んでいる書棚には、問題集と参考書、そして大学案内と過去の受講生の話をまとめた資料がぎっしり詰め込まれている。


　高森学園の教師が見たら、泣いて羨うらやましがるようなものばかりだろう。


「おお、壮観～」


　書棚の前で智秋が歓声ともため息ともつかない声を漏らすと、後からついて来た洋平がうんざりしたように言う。


「おまえ、本当にまだここで勉強していく気かよ」


「まあな。先生に教えてもらった問題集を見てみて、それからついでだから問題集の今日のノルマもやっていく」


　次には期末試験が控えていて、あと二週間ちょっとである。


　中間試験は点数を上げたが、予備校の六月の模試は散々な成績だった。


　期末試験でまたそんな点数を取ったら目も当てられない。


「そうか。じゃ、悪いけど俺おれ先に帰るぞ」


「おう」


　そこまで用がない洋平に付き合わせる気もない。


「またな」


「あんまり根を詰めるなよ」


　洋平を見送ると、智秋はすぐに書棚を目を皿のようにして、件くだんの問題集を探し当てた。


「これこれ」


　パラパラとめくり、教師に教えられた箇所を熟読していたが、そのうち立ったままだったので足が痛くなってきた。


　ふと横を見ると、棚の隅にも一つずつ自習机が設置されている。


　智秋はちょうどいいのでそこに座り、問題集を読み、ついでに持参した問題集をその場でやり始めた。








　どのぐらい経たったのだろうか。


　ふと気がつくと、図書室はやけに静まり返っていた。


（ん？）


　耳を澄ましても人の気配さえしない。


　いくら大声厳禁の図書室といっても、これは異常だ。


　慌あわてて腕時計を見ると、すでに十一時を回っている。


（やべっ！）


　智秋は急いで荷物を片付けると、席から立ち上がった。


　書棚の通路を走り、部屋の中央へ出ると、見事なぐらい人影はいない。


　隅に陣取っていたために、他の受講生達が出て行くのに気付かなかったのがまずかった。


（まさか、閉められたなんてことはないよな）


　胸をドキドキさせながらドアノブを回すと、鍵かぎは閉められなかったようで、ドアはすんなりと開いた。


「セーフ」


　ホッとしながら廊下に出ると、すでに廊下は真っ暗である。


（うひゃー）


　電気のスイッチを手探りで探したが、近くにはないようだ。


　仕方がなくしんと静まり返った廊下を、所々壁に片方の手を這はわせ、そろそろと歩き出す。


　いつも講座を受けている教室以外、あまり建物の中を歩いたことがないので、何かにつまずかないか冷や冷やした。


　どうにか階段のところまで来ると、電気のスイッチを見つけたので走って下りる。


　神経を遣ったので、一階に辿たどり着いた時には、何だか疲れてしまった。


（……参った）


　しかしここまで来れば後一歩である。


　出口に向かって歩き始めると、真っ暗な廊下に一筋光が漏れているのが見えた。


（あれ？）


　まだ誰だれかいるのだろうか？


　不審に思い、その光が漏れている場所の前に立ってドアのプレートを目を細めて見ると、事務局とある。


　こんな時間まで仕事をやっているのだろうか？


（変だな）


　智秋は微かすかに開いたドアの隙すき間まから、そっと中を覗のぞいてみる。


　何やら人影が二つ、金庫の前で懐中電灯で手元を照らしながら蠢うごめいている。


　その姿を目にした途端、ふと以前耳にした噂うわさを思い出した。


〝事務局に泥棒が入りそうになったんだって〟


（ど、ど、泥棒!?）


　慌あわてて警察を呼ばなければと、踵きびすを返しかけた途端、弾みで鞄かばんがドアにぶつかってしまった。


（げっ……）


　鈍い音は智秋の想像を超えて、建物に響き渡った。


　事務局にいた二人がこちらを向く。


　振り向いたのは冨田と加那子だった──。


（え？）


　自分の目が信じられなかったが、すぐに懐中電灯の光がまともに智秋の目を射り、眩まぶしさに手で顔を覆う。


　その一瞬に隙が生じた。


　智秋はぐいと腕を引っ張られ、事務局に連れ込まれる。


「離せ……！　離せよ！」


「おとなしくしろ」


　声が出せないように智秋は口を冨田の手で覆われ、それでも何とか逃げようともがいた。


　業ごうを煮やした冨田に二、三発頰ほおを殴られ、怯ひるんだところを加那子が出してきた事務局に置いてある紐ひもで、腕を後ろ手に縛られ床に転がされる。


「先生……」


　冨田と加那子が仁王立ちになって、智秋を見下ろした。


「あなたに見られるとはね」


　どういうことなのだ。


　二人がこんなところにいるということは、彼等が噂されている泥棒ということか？


（この二人が泥棒？）


　いったいどうして。


　講師としての彼等しか知らない智秋には、どうしても信じられない。


　だが、冨田と加那子が智秋を縛り上げているのは事実である。


　しかも──。


　出入り口の前に書類の束が落ちていた。その表紙に「新宿ゼミナール○○年度一学期受講者リスト」と記してある。


（それじゃやっぱり……）


　それにしてもわざわざこんな危険を冒してまで、なぜこの二人が受講者リストを欲しがるのだろうか？


　しかしそんなことを考えていた智秋は、加那子に突然おとがいを持ち上げられ現実に引き戻された。


　理由を考えている場合ではない。自分の身の方が危なかった。


「さあ、あなたをどうしようかしらね」


　加那子はニッコリ笑う。


　美人なだけに背筋を寒くさせるような迫力がある。


（……殺される……？）


　そう思っておかしくないほど、彼女の目には残忍な光が宿っていた。


「加那子……。あんまりひどいことは」


　冨田がオロオロすると、彼女は一喝した。


「うるさいわね！　もとはと言えばあなたが見張りを怠ったのが悪いんでしょ!?」


（ひい……）


　智秋の喉のどから悲鳴が漏れそうなほど、加那子の口調は鋭い。


　彼女のファンである受講生達がこんな姿を見たら、肝きもを冷やし、一遍に逃げだすだろう。


　加那子は膝ひざをついて、智秋を覗のぞき込む。


「前から彰の周りをうろうろして気に食わなかったのよね……」


　彼女の目に、顔を強こわ張ばらせた智秋の姿が映っていた。


　と、その時、


「何が気に食わなかったって？」


　ドアが開き、岡野が微笑を湛たたえて入ってきた。


　加那子は振り返って立ち上がると、それまでとは打って変わって、花が開くように顔を輝かせる。


「彰！」


　その声に、二人が付き合っている事実を改めて突き付けられたようで、智秋は心臓が締め付けられるのを感じた。


（……まだ駄目か……）


　吹っ切ろうと努力した。見返してやろうとも思った。


　けれどもまだちっとも思い切れていない。


　こういう場面になると、それが痛いほどよくわかる。


　岡野は身体を屈かがめて、出入り口のすぐ前や、金庫の前に置かれたままになっている受講者リストを拾って歩く。


「危ないなあ。こんなところに出しっ放しにして」


「ああ、ごめんなさい。そうだったわね。思わぬアクシデントがあったから」


（え!?）


　智秋は息を呑のんだ。


　リストを手にした岡野が、じっとこちらを凝ぎよう視ししているのだ。


（……彰……？）


　それこそ信じられない。


　岡野も加那子たちの一味だというのか？


　しかしこの状況を見ても、岡野は驚いた様子はまるで見せていない。


　智秋の脳裏に、岡野と加那子が一緒にいた場面が映画のように次々と浮かんでは消えてくる。まさかとは思いたいが、可能性は極めて高かった。


　そして──。


「彰、リストをちょうだい」


　加那子が自信たっぷりに要求した。


　それは智秋が恐れていた通り、岡野が加那子や冨田に荷担している確たる証拠だった。


（……そんな……）


　目の前が真っ暗になる。


　岡野が加那子たちの仲間……。


　智秋が絶望に目を瞑つむった時、


「うっ！」


　突然、冨田の悲鳴が上がった。


（何だ？）


　慌あわてて智秋が目を開けると、岡野はリストを片手に冨田に蹴けりを入れていた。続けて右ストレートを繰り出し、容赦なく殴り倒す。


　冨田が床に倒れ気絶すると、今度は加那子に迫っていく。


「彰……ちょっと……冗談でしょう？」


　さっきまで余裕で微笑ほほえんでいた彼女は顔面蒼そう白はくで、後あと退ずさる。


「君なら冗談でこんなことをするのかな？」


　岡野は笑ったが、目は笑っていない。


　身の危険を感じて逃げ出そうとする加那子を、岡野は難無く摑つかまえ、後ろ手に捩ねじり上げる。


　途端に加那子は悲鳴を上げた。


「痛っ、痛い、痛いわ！」


　痛みに涙を浮かべながら、加那子は岡野を睨にらみ付けた。


「この裏切り者！」


「裏切り者？　何のことだ？」


　薄く笑った岡野に、加那子はカッとなって罵ののしった。


「しらばっくれないでよ！」


「大事な生徒の前で、そういう誤解を生むような表現の仕方はしないでくれないか？　仮にも国語科の講師だろ？」


「何ですって!?」


　加那子がいきり立っていると、扉が勢い良く開く。


「いや岡野君、ご苦労様」


　理事長の湊啓一郎が満面の笑みを浮かべ、事務局に入ってきた。


（理事長？）


　智秋だけではなく、加那子も驚いたようで目を見開いている。


　しかし岡野だけは平然としたもので、文句を言った。


「本当ですよ、理事長。もうちょっと早くいらしていただけると、私も楽だったんですけどね」


「理事長……どうして……？」


　加那子の問い掛けに、湊はニコニコしたまま答えない。


　智秋は目の前で繰り広げられていることにまるでついていけず、ひたすら呆気あつけに取られていた。


　何がどうなっているのかさっぱりわからない。


　加那子を摑つかまえたままの岡野は、湊に言った。


「すいませんが、そこの紐ひもを取ってください」


「ああ、これかね」


　岡野は先程冨田と加那子が智秋を縛るのに使用した紐を湊に手渡されると、最初に加那子を、次にまだ伸びている冨田を縛り上げる。


　それから岡野は智秋のすぐそばへ行って助け起こすと、彼を縛っていた紐を解ほどいた。


「大丈夫か？　智秋」


　岡野が心配そうに智秋を覗のぞき込んでくる。


　彼の瞳ひとみは以前と同じように──ここのところずっと忘れ去られていた──優しい光を放っていた。そんな岡野を見るのは随分久し振りである。


　智秋は縛られて鬱うつ血けつしていた手首を擦こすった。


「あの……彰……これは……」


「怖い思いをさせて済まなかった。実は……」


　岡野が説明しようと口を開くと、ようやく冨田が気がついたようで、しきりに頭を振り、自分の置かれた状況に目を剝むく。


「何だ、これは！」


「やっと気が付いたの？　まったくあなたって、本当に呑のん気きな人よね」


　加那子は冨田に悪態をついた。


　そして湊と、それから岡野をたっぷりと睨ねめ付ける。


「もしかして、最初からこれのために私に近付いたの？」


「不本意ながらね」


「汚い男！」


　加那子は歯がみする。


　すると湊が鋭く指摘する。


「どっちが汚いのかね。君らのやったことは犯罪だよ」


　冨田はうなだれ、加那子は目をぎらつかせた。


「何よ！　自分を高く買ってくれるところに行くのがそんなに悪いことなの!?」


「受講者リストを事務局の金庫から盗みだそうとするのは、悪いこととは思わないのかね？」


　湊が問い質ただすと、加那子はぐっと言葉に詰まった。


「あの……いったいどうしてこんなことになったんですか？　俺には何が何だか良くわからないんですけど」


　智秋が尋ねると、岡野が話し始めた。


「つまりだな、俺おれが芳川先生から聞いた話によると──冨田先生と芳川先生は理事長の提示している就業条件を今一つ不服に思っていたらしい。それで新宿ゼミナールとはライバル関係にある晶文ゼミに自分を売り込んだ。


　晶文ゼミ側はそれ相当の契約を交わす代わりに、芳川先生達に新宿ゼミナールの受講者リストを「お土産みやげ」に持ってくるように要求した。


　それでこういう行動に出た訳だ。


　今日のことも、彼女から聞いて理事長に報告しておいたから大事に至らなかったんだ。


　一つ計算違いは、まさかおまえがここにいるとは思わなかったことだな。……でも無事で良かったよ」


　それでさっき、岡野は理事長室へ入っていったのだ。


　岡野がホッとしたように微笑ほほえむのを見て、つられるように智秋も微笑みかけたが、彼には聞きたいことがまだあった。


「あき……岡野先生は？　……仲間なんですか？」


　智秋は一番気になっていることを尋ねる。


　その場のやり取りから、岡野の行動がわかったような気はするものの、彼の口からはっきり聞きたい。


「違う！」


　岡野は即座に否定した。そして湊がフォローする。


「君──名前は？」


「小田です」


　湊は説明し始めた。


「小田君。岡野先生のおっしゃる通りだよ。私はこの二人が晶文ゼミに接近したのを知って、国語科の同僚である岡野先生に、芳川先生の話に乗るふりをして、どういう条件になっているか聞き出してもらったんだ」


「俺おれは自分の条件に満足しているからな。最初から新宿ゼミナールを出るつもりはないんだ」


　岡野は新宿ゼミナールの新進気鋭の講師として、高給と豪華なマンションを貸し与えられている。


　彼にとっては今のところそれ以上望むものはなかった。


「本当はこんな役、やりたくなかったんだけどな。理事長にどうしてもって頼まれて、断れなかったんだ」


　岡野の言葉に、冨田がそれ見たことかと言わん許ばかりに加那子を罵ののしった。


「だから僕が最初に言っただろう!?　岡野はやめておけって！　それを若造なんかに気を許すからこんなことになるんだ！」


「うるさいわよ!!」


　それでもまだ加那子は諦あきらめていないようだ。


「こんな仕打ち、晶文ゼミが知ったら……」


「ああ。さっき晶文ゼミの理事長に君達のことを尋ねたんだがね、あちらはそんな話は知らないってことだったよ。


　ついでに、君達を待っているのは晶文ゼミじゃない。警察だ」


　湊はにっこり笑う。


　遠くの方から徐々にサイレンの音が聞こえてくる。


　決して誇張ではない湊の言葉に、加那子と冨田は顔を歪ゆがめた。
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　智秋はのろのろと校門に向かって歩いていた。


　あの事件から約一週間が過ぎていた。


　直後には智秋も警察で事情を聞かれたが、すぐに家に帰された。


　新宿ゼミナールは前と変わらず講座が行われているものの、どことなく予備校全体に落ち着きがなく、ざわついていた。


　特に加那子と冨田の講座の受講生達が受けたショックは大きかった。


　基本的に学校ではなく受験のための予備校なので、直接的ダメージが現れるのは夏期講習以後になるだろうが、加那子達の裏に晶文ゼミの影がちらついているのが、どこからともなく噂うわさとして流れているので、新宿ゼミナールの被害は結局のところ、予想を下回る可能性が大だった。


　岡野はあれからずっと講座を休んでいて、智秋に何の連絡もない。


（ちょっとぐらい電話をしてきてもバチは当たらないのにさ）


　洋平などは、


「俺おれもあの時、おまえと一緒に残れば良かった」


　と未いまだに後悔しているというのに。


　そうはいうものの、智秋も岡野に個人的に連絡をしていない。


　事件に巻き込まれ、結局岡野に助けられた形になったため、邦義と園子はまたしても大感激をして岡野にお礼の電話を掛けたが、間の悪いことにちょうどその時智秋は疲れ果てて、熟睡していたのだ。


　近々正式に岡野にお礼の挨あい拶さつに行くと、園子は言っていたが、智秋としてはどんな顔をしていいのかわからない。


　あの一瞬──。


　紐ひもを解ほどいてくれた岡野が、優しげに自分を見つめたと思うのは考え過ぎなのだろうか？


　考え事をしながら歩いていた智秋は、校門の前に横付けされたマークⅡにはまるで気付かなかった。


　まして校門に寄り掛かり、煙草たばこを吹かしている男には──。


「よお、遅かったな」


「……彰……」


　突然目の前に現れた岡野に驚き、智秋が足を止めると、岡野は有無を言わせず智秋の腕を摑つかんだ。


「何するんだよ！」


　当然智秋は抵抗するが、岡野は意に介した様子も見せず、智秋を強引にマークⅡの助手席に押し込める。


「ちょっと待てよ！　これって誘拐じゃないか！」


「人聞きの悪いことを言うな。後ろを見なさい」


（へ？）


　後部座席にはプリントの束が置いてある。何だろうと思って手に取ると、岡野が作成したものらしい現代文のプリントだった。


「げっ……」


　思わず声を漏らした時、マークⅡは発車した。


「おい！　何だよ！　俺車を出して良いなんて言ってないぞ！　それにこのプリントはどういう意味なんだよ！」


「勉強会用のだ」


　岡野はしれっとして答える。


（勉強会!?）


「もうずっと例の件でがたがたして、勉強会を休んでいたからな。あっちのカタがやっとついたから、フル回転でやらないと。すぐ期末だろう？」


　岡野は当たり前のように言う。


　それでも智秋が何も答えず黙っていると、岡野は苦笑した。


「おまえが俺おれなんかに勉強を教わりたくない気持ちはよくわかるよ。何てったって俺は、『大嫌い』で『顔も見たくない』男だからな」


（え!?）


　智秋は自分の耳を疑った。


　模擬試験の点数が悪くて、岡野に呼び出され、智秋がやけくそ気味に罵ののしったのを彼は覚えているのだ。


　だがそれもこれも皆、岡野が自分を突き放したからではないか。


　智秋はずっと悩んでいたのに、知らん顔をしたのは岡野ではないか。


「でもまあ、もう少し辛抱してくれよ。おばさんにもおまえの勉強は見るって約束した手前……」


「何勝手なこと言ってるんだよ！」


　まるで智秋が悪いみたいなことを言う岡野に、智秋は切れて怒鳴りつけた。


「ずっと放ったらかしにしていたくせに！　俺のことが好きだっていったのに、芳川とベタベタしてたのは誰だれだよ！　楽しんでいたくせに！　演技だなんて言ったって、ごまかされないからな！　俺が、俺が、俺が講師控え室へ言いに行った時だって、目を合わせようとしなかったじゃないか！」


　岡野は鳩が豆鉄砲をくらったような顔をしたかと思うと、ハンドルを切って路肩に車を停めた。


「智秋……その、だっておまえ、俺のことが嫌いなんだろう？」


「──誰がそんなこと言ったんだよ」


　岡野はまるでらしくなく、しどろもどろに話す。


「だっておまえがあの時……。だから俺は、あれがおまえの答えだと思って、それで……」


　それではお互い様だったのか？


　智秋が絶望したように、岡野もまたダメージを受けていたのか？


「馬っ鹿みてえ！　本当に嫌いだったら、予備校だってやめてるに決まってるじゃないか！　彰って本当に現代文の講師かよ。もう一度勉強し直した方がいいんじゃないのか!?」


　それを聞いた瞬間、クールに決めていた岡野の顔がだらしなく緩む。


「それじゃ智秋も俺のことが好きなのか!?　そう思っていいんだな？」


　今度は智秋が耳まで真っ赤にする番だった。


「だからそういうのは、現代文の講師なら聞かなくてもわかるんじゃないのかよ！」


「智秋──」


　岡野は珍しく頰ほおを紅潮させたかと思うと、マークⅡを急発進させる。


　シートベルトを着けていなかった智秋は、後ろに勢いよく頭をぶつけた。


「痛い！　もう！　何なんだよ！」


「シートベルトをしろ」


　車は方向を変えて、智秋の家とは反対方向に向って走る。


「ちょっ……、彰！　どこへ行くんだよ」


　慌てて智秋が尋ねると、岡野は顔を赤くしたまま真顔で答えた。


「どこって、二人っきりになれるところだよ」








　岡野が智秋を連れていったのは、こざっぱりとしたシティーホテルである。


　色恋沙ざ汰たが生まれて初めての智秋だが、岡野が何を欲しているかぐらいはわかる。


　岡野の後ろからついていきながら、智秋は初めてこういう場所に足を踏み入れた好奇心とこれから始まることへの恐怖で、頭の中が混乱状態にあり、今にも倒れそうだった。


　これでいかにもなホテルに連れ込まれたら、本当に気絶でもしかねなかったが、さすがに岡野は幼おさな馴な染じみ兼生徒兼成り立てほやほやの恋人のことをよくわかっていて、そういう危険は最初から避けていた。


　それでも智秋はツインのベッドを見ると、落ち着かなくて、唇が乾き始める。


「彰、あのさ……」


「智秋──」


　いつの間に近寄っていたのか、低い声が背後から聞こえてきたかと思うと、そのままの体勢で抱き締められる。


「好きだよ」


　耳元で囁ささやかれ、智秋は真っ赤になって尋ねた。


「……本当かよ」


「え？」


　智秋は岡野に向き直ると、まっすぐ見据えて言った。


「本当に俺おれのことが好きなのか？」


「この期ごに及んで何を言い出すかと思ったら」


　岡野にクスッと笑われ、智秋はカッとする。


「この期だから、聞いているんじゃないか！」


　加那子のことは湊に頼まれたからだとは聞いているものの、智秋の脳裏には岡野と加那子が仲良くしていた場面が、どうしても消えないでいる。


　そんな智秋の気持ちにやっと気付いた岡野は、


「そうか……。そうだよな」


　智秋の疑惑を晴らすように、彼の目を見つめて、かつて告白した時と同じように真しん摯しな気持ちを込めて言う。


「好きだよ、智秋。あの時言ったのは噓うそじゃない」


　岡野は小柄な智秋を抱き締めると、唇を重ねた。そしてそのままベッドの方へ移動し、智秋を押し倒した。


　岡野の身体からだが伸し掛かり、智秋はその重みで息が詰まりそうになる。


　キスが深まり、岡野の舌が執しつ拗ように口こう腔こうを蹂じゆう躙りんする。


「ん……」


　二度目のキスの濃厚さに、智秋は頭がくらくらしそうだ。


　何度も何度もむさぼるようにキスをされる。


　岡野に器用に制服を脱がされながら、うなじや耳みみ朶たぶを甘あま嚙がみされる。


　耳の中に舌を入れられ、智秋は初めて感じる快感に背筋をビクッと震わせた。


「あっ、……ちょっと……ちょっと待った……」


　岡野の身体を押し戻そうとするが、びくともしない。


「彰」


「待たない」


　岡野は智秋の上半身から服を取り去ると、薔ば薇ら色いろの突起を舌で弄もてあそぶ。すぐにそれは固く尖とがった。


（え……？）


　こんな場所が感じる訳がない。


　そう思いながらも、息が乱れる。身体からだが智秋の意思を離れ、どんどん熱くなっていく。


「あ……変だ……」


「変じゃないさ」


　岡野はそう微笑ほほえむと、下着もろとも智秋のズボンを脱がせた。


　快楽に不慣れな智秋の身体は、すでに欲望を表し、固く張り詰めている。


「感じたのか？」


　岡野に尋ねられ、智秋は真っ赤になり、彼の目から隠そうと横を向いた。しかしすぐにまた上を向かされ、岡野に包みこまれて息を呑のむ。


「あ、彰……」


「いいから」


　大きな手が上下に動き始め、智秋は思わず目を瞑つむった。


　自分とは違うリズムで扱しごかれ、信じられないぐらいの快感が智秋を襲う。先端を親指で微妙に弄いじられると、智秋は喉のどをのけ反らせて、岡野にその白さを曝さらけ出した。


「ん、はっ、……あっ、う……」


「気持ちいいか？」


「あ……、ああっ……、ん……」


　生理的な涙が目め尻じりから一筋流れる。


　くちゅくちゅという卑ひ猥わいな音が智秋を刺激する。先端から蜜みつが滲にじみ出る。


　解放まで後わずかだった。


「……ん……離せよ……離してくれよ……！」


　まさか人の手に出すなどという頭のない智秋は、切羽詰まった声を出した。


「いいよ。そのまま達いけよ」


「……駄目……だって……そんなの……」


　智秋は薄く開いた唇から、乱れた息を吐いた。


　岡野は躊ちゆう躇ちよなく、弱い括くびれの部分を刺激する。目の前がスパークし──、


「離して……あっ！　ああっ！」


　悲鳴のように甘い声をあげてのけ反ると、智秋は岡野の手に熱いものを解放してしまった。


　心臓がドキドキ言っている。しばらくぼうっとして、そのままの体勢でベッドに横たわっていると、岡野が智秋の足の間に身体を割り込ませ、覆い被かぶさってきた。


　熱い素肌の感触に、智秋はハッと我に返る。


　岡野も服を脱いでいた。


　洋服を着ている時には気付かなかったが、案外逞たくましい身体からだをしている。


　子供の頃を除いては初めて見る岡野の裸に、智秋は何だか決まり悪くなって顔を背けた。


「智秋？　どうした？」


　額にキスしながら岡野が尋ねる。


「だってさ……何か恥ずかしいっていうか」


　ぶっきらぼうに智秋が言うと、岡野はクスッと笑った。


「恥ずかしいことなら、これからもっとするんだぞ」


「え!?」


　ギョッとして振り返ると、岡野は顔をずらし、智秋の脇わき腹ばらやへその横にキスの雨を降り注いでいく。


　岡野が触れていく部分が、熱を持ったように異様に熱い。


「……んっ……」


　耐えられなくなって、智秋は鼻に掛かったような甘えた声を出した。


「智秋……」


　岡野は智秋の両足を左右に大きく開かせると、その付け根にきつくキスをした。途端に陸おかに上がった魚のように、身体がビクビクッと震える。


「あっ……！」


　岡野は印がつくほど何度もそこに強くキスをすると、少しずつ位置をずらして、智秋の根元を舌でねっとりと舐なめほぐす。


「あっ、ああ……あ……」


　すすり泣くような声が漏れる。智秋はあまりにも大きな快感についていけず、半分泣いていた。子供のようで恥ずかしいがどうしようもない。


　その声に岡野が顔を上げる。


「智秋？　どうした？　苦しいのか？」


　智秋は小さく頭を左右に振った。


「……そうじゃ……ないんだけど……」


「痛くしたか？」


「違う。そうじゃなくて──」


　この感覚を何と説明すればいいんだろう。


　身体全体が敏感になって、頭がついていかないのだ。


　もどかしげに唇を嚙む。


　目め尻じりに涙を溜ため、頰ほおを紅潮させ、荒い息をついている智秋に岡野は尋ねた。


「……やめにするか？」


　智秋は驚いて目を上げた。


「だって……彰……まだ」


　智秋は気持ちよくしてもらったからいいが、岡野はまだなのだ。


　だが、岡野は苦笑した。


「智秋が苦しいなら俺おれはいいよ。また次の機会まで待つさ」


（彰……）


　同じ男同士だ。岡野がどのくらい我慢しているかはよくわかる。


「そんなの駄目だよ」


「智秋が辛つらいなら無理強いはしたくないんだ」


　そう言って、岡野はベッドから降りようとする。


「彰！　違うんだって」


「……え……？」


　岡野は怪け訝げんそうな顔で、智秋を見返す。


　智秋は耳まで真っ赤にすると、深呼吸をした。


「だから！　そうじゃなくて！　……気持ちよすぎて、それで……」


「智秋──」


「もう！　そういうの、わかれよ！　だいたい……」


　岡野は言いかけた智秋の唇をキスで塞ふさぐと、貪むさぼるように口づけた。飲み込めない唾液が、智秋の鎖骨に伝わる。


「……ん……」


　ようやく唇を離した岡野は、屈かがみ込むと中断された続きを再開した。


　先程熱を放ったばかりの智秋を口に含み、丁寧に愛あい撫ぶする。先端をチョロチョロ舐なめ、唆そそのかすように括くびれを刺激する。


「あ……、彰……あ……」


　智秋がうわずった声を上げると、岡野は智秋の両足を彼の肩に掛け、蕾つぼみを指で弄まさぐった。


　突然のことに、智秋は目を大きく見開く。


「え!?　彰？」


「いいから。俺に任せておきなさい」


　智秋が何か答えるより早く、指が蕾に押し入ってくる。


　圧迫感に息を詰めると、岡野が「大丈夫だから」とでも言うように、頰ほおにキスをする。


　指は何かを探るように、微妙に襞ひだをまさぐる。くちゅっという音を立てて、襞が蠢うごめく。


　そして柔らかく円を描くようにいじっていた指が、そこに辿たどり着くと、智秋は思わず声を上げた。


「あっ、ああん……っ、ああっ……！」


　額にびっしり汗を浮かべた岡野は満足そうに目を細め、執しつ拗ようにそこを攻め立てる。


「や、やだっ……！　彰……！　あっ！」


　堪たまらなかった。智秋は自分がどうにかなってしまうのではないかと恐れるほど、疼うずきが腰の辺りから背中を這はい上がっていく。


　身体からだがどろどろに溶けてしまいそうだ。


「もう、もう……」


　智秋が枕まくらの上で頭を左右に振ると、指が引き出され、岡野が智秋の両足を抱え直す。


「智秋。愛してるよ」


　そう囁ささやくと、岡野は腰をぐっと進める。


「あっ！　ああっ！」


　智秋は大きく目を見開くと、岡野にしがみつく。広い背中は汗で濡ぬれていた。


　身体の中で岡野がドクドクと脈打っているのがはっきりわかる。


（彰が俺おれの中にいる）


　そう思うと、切ないような何ともいえない思いが込み上げてくる。


「彰……好きだ……」


　涙目で訴えると、岡野は苦しそうに息をしながらも、目を細めた。


「俺も好きだよ」


　岡野は衝撃に縮こまってしまった智秋に指を絡めると、ゆっくりと扱しごく。


「……んっ……、あ……ああ……」


　智秋の口から嬌きよう声せいが漏れ始めると、岡野は腰を動かした。先程見つけたばかりの弱い箇所を嬲なぶると、智秋の内部が岡野にまとわりつく。


「あ……、ああ……」


　敏感な襞ひだを擦こすり上げられ、いつしか智秋は岡野の作り出すリズムに合わせていた。


「いいよ……智秋……」


「彰……、あ……」


　智秋は身体が燃えてしまいそうな感覚に包まれながら、今までにない充足を感じていた。


　これが恋というものなのか。何にも勝る胸を焦こがすような想い──。


「智秋──！」


　後ろを激しく突き上げられ、前をきつく扱かれる。


「あっ！　ああっ！　彰っ！」


　頭の先から爪つま先さきまで痺しびれるような甘い快感が走り抜ける。


「あ、ああんっ……！　ああっ！」


「智秋！　う……っ」


「ああ、あああっ！」


　智秋は岡野にしがみつき、身体を強こわ張ばらせる。


　ほとんど同時に二人は欲望を吐き出した。








　岡野は、やっと呼吸が正常に戻った智秋の頭を撫なでながら尋ねた。


「大丈夫か？」


「……うん」


　とはいうものの、何だか変な感じがしていた。普段使わないようなところを使ったせいか、節々が痛む。


　それが顔に現れていたのだろうか、岡野は心配そうに智秋を覗のぞき込む。


「おい。本当に平気なのか？　隠さずに言いなさい」


　智秋はその口調にプッと吹き出した。


「何だよ」


「だって、こういう時だけ、講師みたいな口調をしてるからさあ」


　智秋がからかうように言うと、岡野はむきになって答えた。


「講師だからな」


「へえ。講師が生徒にこういうことをしていいのかよ」


　誤解が解消され、お互いの気持ちがはっきりした今、すっかり強気な智秋である。


　困ったような顔をした岡野は、ベッドサイドに置いてある煙草たばこを取った。


「なあ、どうなんだよ」


「うるさい」


　岡野はベッドサイドに凭もたれ、煙草を吸う。目め許もとが赤かった。


（あ、照れてる）


　そう思うとおかしくて、


「なあなあ」


　智秋はついつい、いつになくしつこく苛いじめる。


「あ～きら」


　岡野は身体を捩よじって、煙草をベッドサイドにある灰皿に押しつけると、突然智秋に覆い被かぶさってキスをし、うるさい唇を封じ込めた。


「いいんだよ。俺おれは学校の先生じゃなくて、予備校の講師なんだから。学校の先生が教えてくれないことを教えるのが、俺の役目なんだ」




キスの仕し方かた教おしえます





井い村むら仁ひと美み
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